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　　　　①




　月の昇のぼり始めた夜。

「～♪」

　豪ごう華か客船、アクアリウムⅡ世号を鼻歌交じりに歩くガスマスク。ベレー帽ぼうに制服姿の副長が言った。

「上じよう機き嫌げんですね、隊長。私などはあれ以来、船内見回りばかりで飽あき飽きしてきたところですが」

「馬ばっ鹿か、お前、それは逆に考えるんだよ。歩ほ哨しようだけで一日三食昼ひる寝ね付きの仕事だぞ？　裏でこそこそ何やってるか知らないが、口止め料もたんまりだ♪」

「じゃあなんであんた歩哨だけのことにフル装備なんですか」

　ケルベロス隊の隊長と副長。歩いているのは船底近くの通路だった。いつも呼ばれる副社長専用の特等客室ではないはずが……呼ばれた部屋は、中央に巨きよ大だいなモニター、左右に幾いくつもの副モニター、壁へき面めんのコンソールには科学者らしい連中が張り付いていて、雰ふん囲い気きはＮＡＳＡの管制室以上、ＳＦ映画に出てくる何かの司令室のような有様だ。

　ガスマスクの下で、ぴゅうと口笛一吹ふき。

「来たぞ副社長。なんの用事だ。ていうかなんだこの部屋？　ＩＣＢＭでも打ち上げるのか？」

「相変わらず冗じよう談だんの好きな男だな、君は」

（あ？）

　なんだか甲こう山やまの態度がいつもと違ちがう。

　よく見れば彼の横に奇き妙みような面メン子ツが揃そろっていた。高校生ほどの少年二人、少女が二人。企き業ぎようの幹部やら、取引先の重役にしてはあまりに若い。そもそもビジネススーツではなく、皆みな同じハイスクールのブレザー姿だ。

　知的なメタルフレームの眼鏡めがねをかけた、大人びた様子の少年が言った。

「甲山さん、この人たちは？」

「君たちもここに来るまでに見ただろう。この船のガード……、そのリーダーと副リーダーだ」

　リボン付きの柔やわらかそうなロングヘアの少女が、なんともおっとりとした笑え顔がおを見せる。

「わぁ、すごい。この船の警備隊長さんなんですね」

　視線はどうもハンサムの副長の方を向いているが……まあいいか。ポニーテールの活発そうな少女がからかうように言う。

「ミズキチってばほーんと吞のん気きねぇ。ほらほら、鉄てつ砲ぽう持ってるよ鉄砲」

　最後の一人、十じゆう字じ架かのシルバーアクセサリーとピアスを付けた、どこか影かげのある黒くろ髪かみの少年が言った。

「……いいのか？　俺たちの存在、一般人が知っても幸せになれるとは思えない」

「もちろんだ。だから彼らまでだ。今後君たちが行う任務の全すべてには、彼らがサポートに付く」

　は？

　なんか話の流れがよくわからずそんな顔をしたが、ガスマスクを被かぶっているので当然誰だれもわからない。隣となりの副長を見るが、彼も肩かたをすくめて首を傾かしげる。

　甲山が続ける。

「目的地への移動、任務中の監かん視し、そして撤てつ収しゆうと痕こん跡せきの除去……全てだ。君たちも、霊れい体たいの保護という一点のみに集中することができるはずだ」

「お……おいおいおい、ちょっと待てよ副社長。つまり何か？　俺たちにこのボーイスカウトのお守もりをしろってことか？　そりゃ契けい約やく範はん囲い外がいだ」

「お守りではなく、護衛だよ。それは契約内容に含ふくまれていたと思うが」

　え～……？　マジっすか～……？

　眼鏡の爽さわやかそうな少年が言う。

「それはそれでありがたい話だが……その監視は、目もく撃げき者しやを近付けないという意味だけじゃない。僕たちの監視も含めているんだろう？」
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「敵かなわないな。だがお互たがいの信しん頼らい関係のためだ、その点についても認めておこう。疑っているわけではないが、君たちの能力は、この日本という平へい穏おんの中ではあまりに強大だからね」

（……ふぅん）

　ガスマスクは偏へん光こうレンズの下で目を光らせる。甲山の態度が違う。自分たちをこき使うときのそれではない。ビジネスパートナーにおべっか使ってるときのような営業スマイルだ。それともこちらが薄うす汚ぎたない傭よう兵へいだからあんな厳しい態度なのであって、こっちのナイスダディな笑顔の方が本ほん性しようなのだろうか。

　どっちでも説明は付くが、よくわからない。

「……副社長の子供か？　あんまり似てないが」

「っはっはっは、やはり外国人はジョークが上う手まいな。私は独身だよ」

　なんかちょっと鳥とり肌はだが立った。このモードの甲山とはあまり喋しやべらないようにしよう。

　ふんわりお嬢じようさんが困ったような顔をする。

「一いつ緒しよに行動……ということは、あまりお互い知らない同士というのも……」

　ポニーテールが首しゆ肯こう。

「まーそれもそうね」

　影のある少年が陰いん鬱うつな瞳ひとみでこちらを見る。

「いいのか？　あんたたち、もう元の世界に戻もどれなくなるかも知れないんだぜ……」

　……。えーと？

「気にすることはない。彼らケルベロス隊は、その覚かく悟ごを持って我々と意を共にしている」

　甲山も視線をこちらに向けた。

「君たちにも、そろそろ我々の真の目的を話しておくべきだろう。この国には、霊というものが数多く存在している」

　霊というものは少なからずエネルギーを秘ひめていて、それは古くから人間に対し良い方向にも悪い方向にも作用してきた。自然をないがしろにすれば祟たたりが起き、感謝をすれば豊ほう穣じようが約束されるように。

　だから昨今の異常気象などは、まさしくその自然への想おもいを踏ふみにじった行き過ぎた科学信しん仰こうによるものだという。

　だから公的な自然破は壊かい、史上かつてない規模の海洋汚お染せんとも呼べるメガフロントに多くの霊が集まってきているのは、そうした大自然の最後の抵てい抗こうなのだそうだ。

「そして何者かが、そうした霊を無差別に除去……言わば、殺して回っているというわけだ。恐おそらくはメガフロントのプロジェクト推進のために、政府に雇やとわれたエージェントだろう」

　甲山が背後のスクリーンを振ふり返り、リモコンのスイッチを入れる。

（ああ……なるほど、こいつらか）

　望遠写真をさらに拡大して映し出されたのは、数週間前に霞かすみが関せきで世話になった紅白の民族衣い装しようの女と、いやに鋭するどい目付きをしたあの青年。女の方はあのバケモノを呼ばなければともかく……青年の方は少なくない鉄火場をくぐっているだろう。こっちがクルマを降りた途と端たんに女を庇かばった身のこなし。銃じゆう口こうを向け威い嚇かく発はつ砲ぽうまでしたというのに、銃器、装具、使用した車両、挙げ句はこちらの部隊章まで一いつ瞬しゆんにして視線を巡めぐらせたあの冷静さだ。

　並じゃない。

「こちらとしても一企き業ぎようとしてしか動けない以上、詳くわしい情報はまだほとんど摑つかめていないが……今後、君たち四人の主たる敵として立ちはだかることが予想される。当面の敵が確かく認にんされた以上は、向こうの出方次し第だいでは戦せん闘とう行こう為いという危険も伴ともなうだろう。だがこの世界の未来のため、そして霊の保護と保全のために尽じん力りよくしてもらいたい。このケルベロス隊のサポートは、何もできない我々大人たちからの……君たち〝フォース〟への、せめてものプレゼントだと思って欲しい」

　そして再び甲山がスイッチを操作し、スクリーンの画面を切り替かえる。東京湾わんの一円を示した地図の数カ所に、赤いポインターが点てん滅めつしていた。

「ではさっそくだが、フォースとケルベロス隊との親しん睦ぼくを深める意味も込こめて、簡単な任務をこなしてもらいたい。現在すでに作戦課が立案に移っている。キリヤ君たちはそちらへ行って説明を受けてくれたまえ……それからケルベロス隊、君たちは少し残って欲しい」

　フォース、と呼ばれた少年少女四人が部屋を出て行き、自動ドアが閉とざされる。それを確認してからガスマスクは甲山へ向き直った。

「……なあ、おい。マジか？　なんの真ま似ねだ？」

「いや、なかなか楽しいものだよ。司令官というのも」

　ガスマスクは肩かたをすくめる。

「司令官ね。まるでパワーレンジャーだな。鳳重工業あんたのとこの関式マジエストは変形合体もするのか」

「っはっは、それはいい。しかし生あい憎にくと合体する関式も、変身のためのスーツも用意はしていない。彼らが小学生ならともかく、今どきの高校生には流は行やらんのでね」

「んで、なんだって？　海洋汚染とか、地球の未来とか。あんたがそんなエコロジストだとは思わなかった。大体あんたの会社だって、メガフロントの開発に相当な規模で参入してるんだろう」

「会社は会社、私は私だ。だが我が社の開発担当エリアに関しては、何者の干かん渉しようも受けることがないからな。参入規模が大きければ、それだけ自由の幅はばは増える」

「レイってのはなんだ」

「他の機関ではソウル・パワーやエーテルなどと呼こ称しようしているが、要は超自然的なエネルギー体のことだ」

「……つまりあのガキ共は、そのファンタジーななんちゃらを集めるのが仕事。俺たちはその間の護衛が仕事……ってことでいいのか？」

「さすがだな、話が早くて助かる。その通り、君たちは霊について関知する必要はない。彼らを無事現場まで送り届け、そしてなんとしても帰き還かんさせる。それだけが仕事だ」

　ガスマスクは嘆たん息そくしながら肩をすくめた。細部の説明はなしに、どこへ行け、あそこへ行け、あれを叩たたけこれを潰つぶせ。使い捨ての傭よう兵へい稼か業ぎようにはありきたりな話だからだ。

「ただし彼らもまた重要なサンプルだ。戦闘行為は容認するが、何者かの手に落ちることだけは絶対に許さん」

「オーケイ。じゃあついでに言っとくが、さっきの写真の男の方な。あいつ相当やばいぞ。ファンタジー抜ぬきに、リアルな意味でな」

「どういうことだ」

「マシンガン六丁で包囲されてバンザイしなかった。あの若さだ、ただのアーミーじゃあ、ああは育たない。どっかのゲリラキャンプの出身かもな」

「……わかった、その方面にも調査の範はん囲いを広げておこう」

「あんたもわかんねえやつだな。戦闘行為とか言ってたが正気か？　あのボーイスカウトとガールスカウトが？」

　すると甲山は鼻で笑った。

「言ったはずだぞ。彼らも重要なサンプルだと。直接的な接せつ触しよく交こう渉しようには、まず彼らを当たらせろ。戦闘にまで及べば最善だ。危険と判断された場合だけ、お前たちはフォースの回収に当たればいい」

　ガスマスクは踵きびすを返しながら、最後にもう一つだけ聞いた。

「危険と判断する基準は？」

「人の死に際ぎわくらい見てきているんだろう？」




　　　　◆




　船せん尾び格納庫へと向かう途上。

「わかりやすく言うとね、霊れいっていうのは自然の源なの。人間のせいで汚されたり悪あく霊りようになっちゃったりしたのを、あたしたちが保護して、また綺き麗れいにして自然に還かえしてあげてるわけっ」

　ポニーテールの女の子は明るくよく喋しやべる。同意するようにリボン付きのお嬢じようが頷うなずいた。

「ね。だからきっとその政府の人たちは、精霊さんたちの悪い側面しか見ていなくて……世の中の役に立ってくれるってことを知らないんだと思います。もし出会ったら、ちゃんと話し合ってわかってもらえるといいんだけど……」

　知的な眼鏡めがねの少年が言う。

「だがどうかな。甲山さんは、あの写真の二人も雇やとわれの身だと言っていた。結局のところ根本的な問題は、メガフロント計画で甘い汁しるをすすろうとしている上の役人。あるいは政治家ってことだろう。そいつらの意識を変えないことには、僕たちが現場のエージェントを説得したところで効果があるかは疑問だ」

　リボン付きのお嬢が言い返す。

「だったらまず、そのエージェントの人たちに真実を伝えて、それで私たちとの交渉の窓口になってもらうとか……」

　黒くろ髪かみの影かげのある少年が言った。

「やめておけ。俺たちの存在、力をどうやって説明する。そうなったら次に狙ねらわれるのは霊じゃなく、俺たち自身だ……」

　リボン付きのお嬢は悲しそうにポニーテールの方を見て、ポニーテールは肩をすくめる。

「……ということで、わかった？　隊長さんたち」

「さっぱりわからん」

　ガスマスクは振ふり返り、むくれているポニーテールへ言った。

「大体、幾いくつだお前ら。みんな同じ学校か」

「学校はベツ。この制服は、カモフラージュのための架か空くうの制服。言わばフォースとしての戦せん闘とう服ふく」

　何とも自じ慢まんげにポニーテールを揺ゆらすが、短いスカートで素す足あしさらして、戦闘服もあったもんじゃない。

　リボン付きのお嬢が言う。

「隊長さんはお幾つなんですか？」

「は？　あ、いや……」

　明らかに副長の方を見ている。言われた副長も困っている。

「俺」

　ガスマスクは、親指でビシと自分を指差した。

「俺がケルベロス隊の隊長さん。こいつは副長」

「「「え……」」」

　ひいた。いま明らかに全員がひいた。

　リボン付きのふんわりの子が言う。

「そ……そうだったんですか……。なんだか、ちょっと悪役っぽいけど……」

「ていうかどう見ても悪役じゃん……」

　ポニーテールの言葉には容よう赦しやがなかった。そうこうする間に格納庫に辿たどり着く。数両の車両と共に、他のケルベロス隊が集まっていた。

「で……あたしたちはどのクルマに乗ればいいの、おじさん」

「おじさんじゃない。お兄さんだ」

「えー？　あたしらからすれば、似たようなもんじゃない」

「うるさい。おじさんと呼ぶような悪い子はクルマに乗せてやらん」

　副長が周りの隊員と一いつ緒しよになって項うな垂だれた。

「なに子供相手にムキになってんですか隊長……」

「やかましい。これはプライドの問題なんだよ、プライドの」

　諦あきらめたような副長が、作戦課からの資料を見ながら言った。

「君と君はあっち。君たち二人はこっちだ」

　言われるままフォースの四人は二台の車両に向かって歩き出す。

「あ、こら。お前なに勝手に」

「それでは私はあちら側ですので。帰ってきたらまた会いましょう」

　副長も行ってしまう。そっちのクルマの窓から、ポニーテールが手を振っていた。

「ほら～、おじさん置いてかれちゃうよ～」

「お兄さんだッ!!」




　　　　②




　同じ頃ころ、神しん霊れい班はんのオフィス。

「こちらが今回、目もく撃げき情報があった場所の地図だ」

「わかりました」

　ヒデオはデスクの那な田たから地図を受け取る。東京湾わん横断道路、木き更さら津づ側のインターチェンジ付近だ。

「それとこれは、ヒデオ君への支給品だ」

　？

　同じように差し出されたのは、眼鏡めがねケース。開けると中にサングラスが入っていた。

「伊い織おり家の当代から送られてきた。魔まつ殺さつ商会のドクターが以前作ったものらしいが、完成前に君が退社してしまったとかなんとか……まあ、受け取っておきたまえ」

「はあ。そういうことでしたら、まあ」

　よく見るとビニールに入った数点の小さな部品と、取扱説明書のようなものが同どう梱こんされている。




『このたびはオプションパーツ装着によって疑ぎ似じ目ビーム[image: あるふぁ]アルフア～[image: がんま]ガンマを発射可能な次元偏へん光こう眼鏡、ＳＵＮ・グラッシーＪｒジユニア．のお買い上げ、誠にありがとうございます。以下は本製品を安全かつ長くお使い頂くために重要な……』




　買わせるつもりだったのか？

　説明はともかく、絶対にオプションパーツを装着してはいけないだろうことだけはよくわかった。

「どれどれ、ちょいとかけてご覧よヒデオ君」

　興味本位に寄ってきた翔しよう香かに言われ、装着してみる。外側からの色はかなり暗いが、かけた分にはそれほどでもないようだ。これなら運転中にトンネルに入ったりしても平気だろう。

「お～、似合う似合う。新宿辺りにいたらあたしゃ近付かないね」

「なるほど、伊織家の当代が借金の取り立てに重宝したとは言っていたが……」

「純じゆん粋すいな見た目だけで悪あしき気配が漂ただよう者は、わたくしも初めてです」

　他ほかにもノアレが「やっほ～、見える～？」みたいな感じで吞のん気きに手を振ふっている。

　そうやってみんな僕を馬ば鹿かにするんだ。

　日中の炎えん天てん下かならともかく、室内でかけている意味もない。さっさと外そうと持ち上げたところで、気付く。

（……）

　ノアレが見えなくなった。いや、確かに今日は出てきていなかったが……再びかけると見え、外すと見えなくなる。

「……睡すい蓮れん」

「なんですお前はさっきから。かけるのか、かけないのか、はっきりしたらどうですか」

「いや。そこに、ノアレがいないだろうか」

　ヒデオが指差した方へ、三人が振り返る。睡蓮が目付きを鋭するどくして言った。

「……いつの間に。いますが、それが……」

　言いかけた睡蓮がはたと気付く。

「……見えるのですか、お前に」

　なるほど。

「どうも。そういう、眼鏡らしい」

　ノアレが普ふ通つうに姿を現した。

「あれくらいの深度までなら見えるみたいね、その偏光グラス。普通の仕事には使えるんじゃないかしら？」

　ほぉ、と翔香と那田から感かん嘆たんの声が上がる。

「局長、なんだったらあたしの分も発注してくださいよ。もちろん公的資金で」

「しかし手紙によるとヒデオ君用のオーダーメイドらしくてね。彼の視覚を綿密に検査し、その結果に合わせて作った一品ものらしい」

　いつの間に……と言ってもあの病院に入院したときしかないか。魔ま眼がんとか言われていたせいで、特に入念に調べられたのだろう。その副産物、ということだ。

「なんなら長は谷せ部べ君も診みてもらってくるかね？　副長の君が霊感を持ってくれるというなら、私としては万ばん々ばん歳ざいだ。有給を出そう」

「いえいえ、あたしゃ次の重賞の予想に忙いそがしいもんで……」

　翔香はそそくさと自分の席に戻もどっていった。

　那田は一息してから。

「ああ、それと妙みような報告があった。出発の前に一応、君たちの耳にも入れておこう」

「妙？」

　睡蓮が眉まゆを持ち上げる。那田が仕事に関して、そんなあやふやな言葉を口にする自体が珍めずらしいのだ。

「通例、我々は人間に害をなし、かつ数日の期間を置いてもそれが止やまぬような霊害、またはその可能性が高い怪かい異いを主なターゲットに置いているが……それを見回っていた調査員の話ではここ最近、そうした強力な霊が一日二日で消えることが増えてきたらしい。奇き妙みように思い特に強い悪あく霊りようを張り込んだところ、高校生ほどの個人、あるいは数人が霊を連れ去ったのを目撃したと言っている」

「連れ去った……？　祓はらったり封ふうじたりするのではなく、ですか？」

　訝いぶかしむ睡蓮の言葉に、手を組みながら那田は首しゆ肯こうした。

「ふむ……難しいところだが、正確にはホルマリンケースのようなものに吸い込み、それを持ち去ったのだそうだ」

「そのような業わざ、聞いたこともありません」

「私も聞いたことはない。通常、封じるならば荒あらぶるカミを、それも岩戸や社やしろ、祠ほこらといった強固な固定の結界に封じるものと相場が決まっている。それがただの低てい俗ぞく霊れいを、持ち運びできるようなケースに入れる目的など見当も付かない」

　ヒデオは言った。

「それは。悪霊に限った話、なのでしょうか」

「どういう意味かね？」

「つまり。恨うらみある相手の前などで、開封すると……嫌いやがらせになる、など」

　那田も睡蓮も、しばし黙だまってしまった。

「……確かに一いつ般ぱん的な捜そう査さでは、その場合の被ひ害がいは証しよう拠ことして残らないだろうが……」

　那田が言いながら、その調査員からの報告書をめくる。

「生あい憎にくと、ついでのようにただの自然霊も捕ほ獲かくしていたということだ。だが今回の目標も、強力な部類の霊だと思われる。万が一、その高校生らと鉢はち合あわせになるようだったら……」

「だったら？」

　聞いた睡蓮ではなく、ヒデオに言った。

「目的を聞いておいてくれたまえ」

「……はぁ。それは。しかし」

　那田だってもう充じゆう分ぶん知っているだろうに、なぜわざわざ口下手な方に言うのだろう。と睡蓮を見る。

「なんです」

「いえ、何も」

　なるほど。交こう渉しよう決けつ裂れつ、即そく戦せん闘とうに移行しかねない。

「ともあれ、万が一鉢合わせたらの話だ。記き憶おくの隅すみに留とどめておく程度のことでいいだろう。出くわしたとしても、ただ新しいタイプの除霊師であるなら問題はない」

　那田たちは徐じよ々じよに新しい霊が増えてきていると言うのだし、お互たがいの目的が合がつ致ちしているならそれはいいことだ。

　そこでノアレが笑う。

「うふふっ……でもそんなに単純じゃつまらないわよねぇ」

「……それは、君の願望であって」

「ねえねえ、それよりヒデオってば、オプションパーツってどれ？　さっそくビーム出してみましょうよ」

　ヒデオはサングラスをケースにしまうと、乱暴にポケットに押し込んだ。
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　それをポケットから抜ぬき出したノアレがセンチュリーの後部座席、睡蓮の横、足をパタパタさせながら説明書を読んでいる。

「……レンズが汚よごれた場合は、乾かわいた柔やわらかい布で優やさしく拭ふき取ってください。あまり力を込こめるとレンズに傷が付くおそれがあります……意外と普ふ通つうの眼鏡めがねなのね」

「遊びに行くのではありません」

　睡蓮が言うが、ノアレはちっとも気にしない。

「いいじゃない、別に仕事の邪じや魔まはしないわよ。オプションパーツってビニールに入ってるこれのことよね？　ねえヒデオ、獄ごく殺さつサンファイヤー[image: α]と、窮きゆう殺さつクリアウォーター[image: べーた]ベータと、滅めつ殺さつスパークサンダー[image: がんま]、どれがいい？」

　全部嫌だ。

「ふんふん♪　あら、全部付けられるのね。じゃあぜ～んぶ付けちゃおっと」

　ぱちこぱちこ、スナップフィットのプラモデルでも組み立てるような気楽なはめ込み音が、ノアレの手元から聞こえてくる。

「オプションパーツを全すべて組み込んだ場合、照射される光線はオプティックプラズマグナムビッグガン目ビームとなる可能性があります。取り扱あつかいには充分にご注意下さい。ヒデオ聞いてる？　このトピックス、人命に関かかわる重要な注意事じ項こうのマークが付いているんだからね」

　安全に使用するための取説じゃないのか。

　それ以前にさっきのビームの名前、全部『殺』が付いてなかったか。

「ビームの照射方法。１、ＳＵＮ・グラッシーＪｒジユニア．を深く装着します。２、目の焦しよう点てんを照射目標へ合わせ、充分に見み詰つめます。３、思い思いのポーズを取りながら、『目からビィィ─────ムッ!!』と力強く叫さけびます……。や、やだ、なにこれヒデオ!?　ねえヒデオ、見たい！　見たいわっ！　これすごく見たい!!」

　何かに取り憑つかれたように興奮したノアレが、ハァハァと息を荒らげている。

「……いいから。落ち着けと」

「ねえ、睡蓮も見たいでしょ!?」

　何をくだらぬ世よ迷まい言を。このような悪あしきもの、こうして、こうです。

「……」

　そういう声が。

「……」

　なかなか聞こえてこないのでルームミラーを覗のぞくと、無言の睡蓮が、ものすごく何かを期待するような目でこちらを見ている。
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「ま……まあ、後こう輩はいが仕事のためにどうしてもと言うものを、先輩であるわたくしが止める理由もありません」

　……。

　どいつもこいつも。

　高速を降りて信号で止まった拍ひよう子しに、ヒデオはノアレの手からサングラスを取り上げた。

「あん」

　あんじゃない。

　平日の真夜中。幹線道路にもクルマの通りは薄うすく、到とう着ちやくした目的地の海かい浜ひん公園にはこれといった人ひと影かげもなかった。

「じゃあ仕事の邪魔はしない約束だし、私は陰かげながら見守ってるわね」

　ノアレが姿を消し、駐ちゆう車しや場じように車を停とめて歩き出す。歩き出すのだが、すぐに睡蓮は歩みを止めて振ふり返った。

「……良い機会です。お前が探してみなさい」

「……」

「お前もよくわたくしの指導に付いてきました。全くの偶ぐう然ぜんですが、そろそろ、お前一人に仕事を任せてもいい頃ころ合あいだと思っていたところです」

「……」

「しかし局長の話では、此こ度たびの相手は力のある霊れいとのこと。大人しい自然霊ならともかく、お前の折った紙し垂ででは、悪あく霊りように対してはかえって危険が予想されます。これはわたくしが預かっておきます」

　ヒデオの内ポケットから、それが取り上げられる。財布と携けい帯たい電話とサングラスだけが手元に残る。

「さあ人の世の安あん寧ねいを守るため、これまでにお前の培つちかった技術の全すべてを発揮して見せなさい」

（……。）

　ドクターからもらった技術の全てを見たいだけだろう。ビームだけは出さない。絶対にそれだけはない。絶対にだ。と決意しながらサングラスをかける。

　とりあえず、見み渡わたせる範はん囲いに怪あやしいモノはいないようだ。

「ここには、いないようだ」

「あちら側から悪あしき気配がします」

　睡蓮は指差すが、自分から歩き出そうとはしない。期待するような真しん剣けんな眼まな差ざしでこちら……というかサングラスを見ているだけだ。

　もう諦あきらめ半分、ヒデオは睡蓮の言った方角へ公園の石いし畳だたみを歩き出す。風は穏おだやかだったが、すぐに打ち寄せる波の音と潮の匂においが伝わってきた。

　と、そこで突とつ然ぜん睡蓮が片手を上げ、ヒデオの前を遮さえぎった。低い声で言う。

「……見えますか」

「……」

　遠方へ目を凝こらす。

　霊ではない。なるほど、高校生ほどの少年少女の二人組だが、ただのカップルにしては妙みようだった。上下に機械的な特とく殊しゆな蓋ふたの付いた、ホルマリンケースのような物を持っている。大きさは五百ミリリットルのペットボトルほどか。

　ただのデートにしては、妙な所持品と言わざるを得ない。むしろただのデートでこんな時間にほっつき歩いているならそっちの方がけしからんのだが、それはさておき。

　植え込みの陰に隠かくれながら、ヒデオは言った。

「……あれが。局長の、言っていた」

「そのようです。瓶びんの中には、何もいないように見えますが……」

　ヒデオのサングラスを通しても、確かになんの変へん哲てつもなかった。つまり。

「これから。と、いうことか」

「良い機会です。新手の除霊師とやらの仕事、見るだけ見てみましょう」

　頷うなずき合って、尾び行こうを開始する。

　ポニーテールを揺ゆらしながら歩く少女の方がケースを。背の高い、眼鏡めがねをかけた優等生っぽい少年の方は、手にした何かの端たん末まつを見ながら歩いている。顔を上げた少年が指差したのは、奇くしくもさっき睡蓮が示したのと同じ方角である。画面に映っているのは地図だろうか？　それともまさか、あの端末で霊の居場所がわかるとでもいうのか……？

　もう少し近付くか、せめて波の音がなければ会話もはっきり聞き取れそうなのだが。

　高校生たちは海に面した、広々とした遊歩道に出る。ヒデオたちは一段高くなっている公園部分の茂しげみに紛まぎれて待機した。

「……あれです」

　睡蓮が石造りのベンチにわだかまっている何やらを言う。初めての仕事で睡蓮に見せてもらった怨おん霊りようによく似ている。そしてそんな霊の存在は、あの二人にも完全に見えているようだった。少年はもう端末を収め、ケースを持つ少女も、霊の方を見たまま油断がない。

「……どうやら、悪霊のようだな。気を抜ぬくなよ美み野の里り」

「わかってるって」

　見えているということは、見られているということ。

　二人の接近に霊体は何やら反応を示し、取り憑つこうとするかのように流れ寄っていく。隣となりの睡蓮は、あの二人に危害があればいつでも飛び出せるよう、体勢を整えていた。

　だが、杞き憂ゆう。

「シルフっ……！」

「「っ……!?」」

　一いつ瞬しゆん、ヒデオと睡蓮は目を見張った。

　寄ってきた霊へ向けて少年が手をかざし、そう述べると、強きよう烈れつな風の奔ほん流りゆうが巻き起こったのだ。だが魔ま法ほうの存在を知っている二人にとって、事象そのものは問題ではなかった。問題は少年の体に重なるように、同じ姿で手をかざした淡あわい人ひと影かげ。サングラスをずらすと見えない。

　シルフ。ゲームやマンガに、何かにつけて登場する風の精霊の名前だ。とすると、少年の掛かけ声と共に現れたあれがそうなのか？　因果関係を考えれば少年自身ではなく、その霊的な何かが呼んだ風……と考える方が妥だ当とうに思える。

　小型の竜たつ巻まきに捕とらえられた霊は、その場から動けずにいた。悪わる足あ搔がきするようにのたうっているようにも見えるが、抜け出せない。

「大人しくしてねっ……！」

　そこに向けて少女がケースをかざし、まるでスイッチのように蓋を押し込む。

　かしゅんっ。

　小気味よい音と共に、霊の姿はなくなった。代わり、ケースの中にはふわふわとした何かが押し込められていた。サングラスをずらしても、おぼろげにケースの中が曇くもっているように見える。通常の肉眼でも見えるまでに圧縮されたということなのだろうか。それともあのケースに、このサングラスと同様、霊の姿を浮うかび上がらせる機能が備わっているのか。そしてどこから吸い込まれたのか、蓋を開けたわけでもないのにどうやって中に入ったのか、何もかもが全く見当も付かないが……彼らが霊れいをその中に捕らえたことだけは、疑いようのない事実。

「おお、すごい……ひとつだけでシリンダーが満タンになっちゃった。大物だったね」

「そうか。なら一いつ旦たん戻もどって新しいシリンダーを持ってきたいところだが……」

　少年が眼鏡を持ち上げつつ視線でこちらを窺うかがい、ポニーテールの少女が堂々と振ふり返る。

「いつまでデバガメしてるつもり？　趣しゆ味み悪いよ、いい加減姿を現したらどう？」

　思いっきりバレていたようで。

「誰だれがデバガメですか！　ただの通りすがりに向かって無礼でしょう！」

　本当にどうしたもんだか。

　睡蓮が立ち上がってしまったので、ヒデオもやむなく姿を現した。見るものは見たのだから、あとは帰って那田に報告しても良さそうなものだったが……ああでも話を聞いてこいとも言われたしなぁ。かといって警察のように公にできる身分でもなし。どこからどう話を切り出せばいいのか。

「ねえ霧きり也や、あの人たちって……」

「……ああ、どうやら間ま違ちがいなさそうだ。まさかいきなりとはな……」

　なんだ？　こちらを知っているのか？

　二人は小声で何やら話し合っている。

　まあ……逆に不ふ審しん者しや扱あつかいされても仕方ない。こちらは二は十た歳ちを過ぎた大人で、向こうは学生なのだ。堂々とヒデオは言った。

「……つまり。君たちのような高校生が。こんな時間に、何を。しているのかと」

「なにそれ、ＰＴＡじゃあるまいし」

　えーと。

「違うよね？　隠かくし事はなしで行こうよ」

　少女の半ば悟さとったような目付き、挑ちよう発はつ的な口振りに少年は頷うなずく。

「ＰＴＡは巫み女この格好なんかしていない。そんな殺し屋のような黒ずくめの格好もしていない。だが僕たちを尾び行こうしてきた……つまり」

「つまり、あんたたちが政府側の雇やとわれエージェント……でしょ？」
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「「……」」

　ヒデオは睡蓮と顔を見合わせた。睡蓮はすぐに向こうへ何やら言い返そうとしたが、ヒデオはそれを制しながら頭の中で状じよう況きようを整理した。

　那田は話を聞けとは言っていたが、神霊班の存在を明かせとまでは言っていない。わざわざ言わなかった以上、それは基本原則として、知らぬ者には明かしてはならぬ事こと柄がらなのだ。こちらの顔は知っているようだったが、神霊班とまで知っているかはまだ疑わしい。

　まずは彼らがその政府に対してどのような認にん識しきを持ち、またどういったスタンスでアプローチしようとしているのかを見定めよう。結果として協力し合えるような立場ならいいのだが……今までの態度、どうも友好的な心情とは言い難がたいようだ。

　少年が言った。

「悪いがあなたたちが僕たち同様、霊の存在を知る側だということはわかっているんだ」

　つまり彼らも、霊を霊そのものとして認識している。そこまではいい。

　少女が指差して言う。

「そっちの巫女さんは言うなれば霊専門の殺し屋……そしてお兄さんの方は、その巫女さんを護衛するフツーの殺し屋ってところ？」

　煽あおるなバカ、とヒデオが思ったときには、隣となりからぞっとするような怒ど気きが流れてきた。

ヒデオは、まあ、まあ落ち着け、と手振りで睡蓮に合図するのだが。

「確かにわたくしは古くより精カ霊ミを殺すことを命ぜられた家の者。そう言うお前たちは何者です」

（っ……）

　たぶん、睡蓮は今まずいことを言った。少年少女の態度が明らかに硬こう化かした。

「へえ……霊を神って言うのね」

「確かに日本には八や百お万よろずの神という言葉がある……僕たちが言うところの霊を、そう言い換かえることはできそうだな。辻つじ褄つまは合う」

　ヒデオは彼らの意識を睡蓮より自分へと移すため、また敵意のないこと、丸まる腰ごしであることをアピールするため、軽く両りよう腕うでを広げながら遊歩道へ降りた。

「殺すとは言ったが、彼女は人に害をなす悪あく霊りようを祓はらっているだけだ。君たちこそ、そんなものを捕つかまえてどうするつもりか」

「どうって……あなたたちが霊のことをよく知りもしないで、無差別に殺して回ってるからでしょ!?　あたしたちは保護してあげてるの！」

　……は？　なに？　なんだと？

「祓うなんて綺き麗れいな言葉を使っても、騙だまされないんだからね……！」

　渡わたすものかとケースを胸に抱き締しめるポニーテール。少年がそれをなだめ、こちらに向き直る。

「……もしかしたら騙されているのは、あなたたちかもしれない、ということだ。いくら霊障がメガフロント開発の邪じや魔まだからと言っても、このまま霊を殺し続けていると自然そのものが息絶える可能性がある」

（……）

　彼らはこちらを指して政府側のエージェント、と言った。メガフロント開発は政府の推進する公共事業だ。確かにメガフロントを含ふくめ、その周辺での霊れい的存在の頻ひん発ぱつは神霊班でも確認されている。なるほど、つまり彼らにとって自分たちは、開発の邪魔をする霊を片かたっ端ぱしから除去して回る悪者という図式なわけか。

「いくら貰もらってるか知らないけど、そんな目先の欲よくを追っかけていたらこの国の未来がどうなるかわからないってこと！」

　まずい。

　このまま放ほうっておくと彼らのいいように思い込まれていく。こちらの立場を明かすべきか？　だが……神霊班などと言ったところで宮く内ない庁ちよう、政府の役人であることに変わりはない。この状況では、むしろ弁解の余地を失うだけかもしれない。何か……。

「それがどうしたのです」

　ヒデオの横にやってきた睡蓮が、無表情のまま告げる。

「どうって、だから……！」

「お前たちが何者なのかを聞いています。そのように小さきカミ、悪あしきカミを集めてどうしようというのです。そもそもお前たちが憑けているカミはなんです。そのような不自然なモノは見たことがありません」

　たち……？

　確かに少年の方はそれらしき〝モノ〟を使ったように見えたが。

　二人の表情が変わった。

「うそっ、この人見えてる……？　私たちの〝精霊〟……あっ」

　ポニーテールの少女が、しまったというように口を噤つぐむ。冷静を装よそおうような少年も、やや歯は嚙がみする風。精霊。この二人にとっては、相当な秘密事じ項こうということか。

　瞳ひとみを冷たくした睡蓮が一歩踏ふみ出す。

「どこでそのようなカミを手に入れたのです。答えなさい」

　あまりにも言い方がよくない。まるで脅おどしているようではないかと、ヒデオは頭を抱かかえたくなった。案の定。

「……悪いが僕たちの力は、誰だれにも渡すわけにはいかない」

「そうよ、これは未来を守る正しい力……！　ノームさん、ＧＯッ!!」

　睡蓮に逃にがす気がないと悟さとった少女の方が、拳こぶしを振ふり上げる。その動きに、おとぎ話に出てくる小人のようなシルエットが重なった。同時、歩道のタイルがめくれて目の前に間欠泉のように大量の土ど砂しやが噴ふき上がる。

「っ!?」

　予想外の方法での不意打ち、睡蓮が袂たもとを翻ひるがえすが細かな土つち埃ぼこりに目を塞ふさがれる。

　幸運なことには、ヒデオはサングラスのおかげで目つぶしは免まぬかれた。だが最悪なことにはそれは逃げるための煙えん幕まくではなく、彼らはこちらを倒たおす気でいる。

「悪く思わないでくれっ！」

　少年の声。巻き上がった土砂で視界はないが、雰ふん囲い気きはわかる。ウィル子の、ノアレの、エリーゼの持っている精霊のそれ。先ほど彼が見せたシルフのそれを感じ、ヒデオは睡蓮を抱いて横に転がる。突とつ風ぷうが土砂を切り裂さくが、単発の弾だん丸がんではない。蛇へびのように波打つ突風の奔ほん流りゆうに打ち据すえられ、睡蓮と一いつ緒しよに吹ふき飛ばされる。

「ぐっ……、ごほ……っ……」

　落ちたのは抱だいたヒデオの背中から。衝しよう撃げきに息が詰つまり、一いつ瞬しゆん呼吸がままならなくなる。

「このっ……馬ば鹿か者もの、無茶を……！」

　おかげでさほどダメージもなかった睡蓮の方は叱しつ咤たしながら、目元の土を拭ぬぐい、すぐさま立ち上がった。今は仲間の身よりも、それを含めて狙ねらってくる目の前の敵。

「とやぁっ!!」

　サーフィンのように土砂の波に乗り、凄すさまじい加速をした少女が鋭するどいキックを繰くり出してくる。かわす暇ひまはなく、蹴けりを受け止めても足あし下もとの泥でい土どの流れに足をすくわれる。少女からすればそういう必殺の一いち撃げきのはずだった。

「っ!!」

　睡蓮が一歩踏み込むだけで、水みず溜たまりのように土砂が弾はじけた。そうした全体重を乗せた掌しよう底ていで、跳とんできた少女の踵かかとを打ち上げる。直線の蹴りがバク宙になる勢いで、少女はバランスを崩くずしながら着地。間かん髪はつ容いれず少年の方が、やはり高速の打撃を繰り出してくる。だがこれも甘い。睡蓮が流れるような所作、道場での稽けい古このように受け、流そうとするが……刹せつ那な。

「はぁっ!!」

「っ!?」

　少年が気合いと共に、拳の先せん端たんに圧縮されていた風の壁かべを解放した。目に見えぬ風では警けい戒かいのしようもない。ほとんど零ゼロ距きよ離り、圧あつ搾さく空気の爆ばく弾だんをまともに食くらった睡蓮が、くの字に身を折って大きく吹き飛ぶ。

「っ……、大だい丈じよう夫ぶ、かっ……」

　まだ呼吸が平常に戻もどっていなかったが、ヒデオは睡蓮へと駆かけ寄り、抱き起こした。しかし表情は苦しげで、小さく咳せき込んでいる。

　姿勢を崩されただけの少女と共に、小さく息をついた少年が歩み寄ってくる。

「……見ての通りだ。僕たちはただの高校生じゃない。拳けん銃じゆうやマシンガンといった現代火器に対する訓練も受けている……もしあなたがそうしたものを手にするというなら、もう手加減はできない」

「それにあたしたちの力を知られちゃった以上は、黙だまって帰すわけにもいかないの……大人しく、一緒に来てくれるよね？」

　二人ともの表情が強こわ張ばっている。

（……なるほど）

　強いは強いが、年相応。二人ともこうした荒あら事ごとには慣れていないのだ。だが二人とも冗じよう談だんで言っているのではない。こちらの対応次し第だいでは、そうしなければならないことを覚かく悟ごしているからこそ、戦せん慄りつしている。

　睡蓮が咳き込みながら言った。

「っ……、お前は、逃げなさい……！」

「だがっ……」

　そうこうする間に、足音が聞こえてきた。

「霧也くんっ……！　美野里ちゃんっ……！」

「大丈夫かっ……!?」

　振り返ると、その二人と同じ制服。リボン付きのロングヘアの少女と、シルバーアクセを付けた黒くろ髪かみの少年。

（っ……）

　まだ仲間がいたのか。

　ヒデオは歯嚙みしながら視線を巡めぐらせるが、位置が悪い。逃げるならその方向と決めていた方が、新たな二人に塞ふさがれた。あとは……海か？　馬鹿な、最悪だ。あれらの攻こう撃げきで狙い打ちされて、水中でかわせるはずがない。

　やはり増ぞう援えんが心強かったのだろう。眼鏡めがねの少年がやや表情を柔やわらかくした。

「水みず姫き、ナイト……！」

　ポニーテールの少女も強がるように笑う。

「もう、遅おそい二人とも！　あたしたちだけでやっつけちゃったんだから……！」

「えっと……じゃあ、この人たちが……？」

　リボン付きのお嬢じよう様さまな感じの少女が、気弱そうな表情でこちらを見るが、ヴィジュアル系にスタイルをキメた黒髪ピアスの少年が、ばっと腕うでを伸のばしてそれを遮さえぎった。

「迂う闊かつに近寄るな……！　一瞬の油断が死に繫つながることもある……」

　ふぅ……と一息ついた根暗そうな黒髪ピアスの少年が、最初の二人へ向き直る。

「それで……どうするつもりだ。まさか、俺たちの力を知られちまったわけじゃ……」

　眼鏡が言った。

「あ、ああ……だが僕たちが言う前に、すでに気付いている節があった」

　ポニーテールが言った。

「こっちの巫み女こさんの方、かなり戦い慣れしてる感じだったしね……」

　それを聞いた根暗が派手に俯うつむき、片手で顔を覆おおった。

「っ……！　そうか……やはり俺たちのこの力、この世界の方が放ほうっておかないということなのか……」

（……。）

　…………。

　いや、いいんだ。他ほかの三人は。

　ただ、この十じゆう字じ架かとピアス付きのもたらす他の追つい随ずいを許さない独自の世界観、そこはかとない香こうばしさはなんだ？

　きっと柴しば崎さき甲こう士し郎ろうは……ジャバンは、幼き日の憧あこがれを忘れなかっただけの純じゆん粋すいな大人であった。だが彼は違ちがう。幼き日なんてレベルじゃねえ。ともすれば。それはまるで、中学二年生の……！

　リボン付きが言った。

「だ……大丈夫だよナイトくん、きっと話せばわかってもらえるよ……。霧也くんと美野里ちゃんも無事だったんだし……ね？」

「くっ……だといいがな……。俺の邪じや霊れい眼がんが今日に限って疼うずきやがる……」

　ＯＫ、把は握あくした。

　こいつは使える。

　勝手に思い込み、空回りし、結果的に自じ滅めつする。そういう最も扱あつかいやすいタイプだ。

　ヒデオは無言のまま、まだ息も絶え絶えな睡蓮に肩かたを貸し、立ち上がる。たかが四人ばかりの子供相手、こちらは何を気にする必要もないのだと……態度だけでそれを表すように。あまりに危機感のないヒデオの自然な振ふる舞まいに、むしろ何かあるのでは……と、四人は自然と距きよ離りを開けていた。

　まるであれだ、努力と友情で勝利は摑つかみ取れると考えているような、純真無む垢くな思考そのものだ。不思議な力を手にした選ばれし少年少女が、真夜中、人知れず悪に立ち向かう……そんなマンガの主人公気分なんだろう。

（……）

　いや、よく考えたらそれって自分の立場は悪役じゃないのか？　自分はその政府側の組織の四天王の最初の一人……みたいな？

　ポニーテールが手をかざしながら言った。

「う……動かないで！　話、聞いてたよね……？　おかしな真ま似ねしたら……！」

　まあいいか。殺し屋とか思いこんでいるなら、それもこの際は好都合だ。

「ならばなぜ、しない」

「な……、なぜ、って……」

　どもるポニーテールの横、同じく身構えた眼鏡が言う。

「言ったはずだぞ、次は容よう赦しやしないと……！　それとも僕たちの力を、まだ何かのトリックだと思っているのか……!?」

　リボン付きも言う。

「お願いです、私たち、乱暴なことはしたくないんですっ……！」

　悲しいまでに経験がない。戦せん闘とう経験のみならず、命のかかった土ど壇たん場ばでの交こう渉しよう術においてさえだ。これがあのときのエリーゼなら。そしてまたアルハザンの誰だれかであったなら。

　そういう経験の差が、ヒデオにはあった。

「よく聞け、ガキども。僕は今、立ち上がった。殺すつもりだというならなぜ、それを許したのか……と、言っている」

「っ……！」

「石つぶてで足を砕くだく。真空波で腕を飛ばす。これまでの時間にできることは、いくらでもあったはずだ。だというのに、相手の無力化も確かく認にんしないうちから有りもしない勝利に浮うかれ、はしゃいでいる。君たちの行っているこれは、仲良しごっこのサークル活動か？」

　くだらない。そう言うようにヒデオは鼻を鳴らした。

　冷れい酷こくで残ざん忍にんな方法をいとも簡単に提示された高校生たちは、張り詰つめた表情で息を吞のんだ。それをこうも当然のように言えるということは、つまりそういう世界を知っているということ。ひいてはそうした世界で生きてきた相手。

　立場が逆であったなら、このサングラスの黒服は……息をするように、平気でそれをする恐おそるべき相手だということが印象付けられる。

「……まあ、一人だけ。いい目をしている奴やつがいるようだが」

　ヒデオが独自の世界観を持つ根暗な少年へ水を向けると、案の定反応した。

「くっ!?　貴様……まさか、俺の邪霊眼のことを知っているのか……!?」

　そんなことは知らないが。

　まあこの子なら信じてくれるだろう。

「……僕もまた。魔ま眼がんと呼ばれた男だ」

「ッ……!!　魔眼……、だと……!?」

　スタイルも決まってるし、顔も整ってるのに……面おも白しろいなあ。

「……さっき。その娘むすめをかばったのは、いい判断だった。あと一歩……いや、あと半歩で、こちらの間合いだった。命拾いしたな」

　リボン付きの少女は青ざめた顔で身をすくめ、後あと退じさりする。

「お前ら、油断するな……！　この男、ただ者じゃない……！」

　独自の世界観が警けい鐘しようを鳴らすのだろう、煽あおる煽る。よしよし、これで一層、こちらが危険な相手だということは印象付けられた。

「君たちでは、相手にもならない。こんな時間まで起きている元気があるなら、家に帰って試験勉強でもすることだ……」

「まっ……待てっ……！」

　ヒデオが歩き出そうとしたとき、眼鏡めがねの顔付きが変わった。

「だったら警告する……！　次の一歩を踏ふみ出せば……！」

「霧也っ……!?」

「霧也くん……!?」

　女の子二人はまだまだ純じゆん粋すい。

　だから、そこでひるまない。

「そうか。いいんだな……？」

　むしろ望むところと言わんばかりに、ヒデオはサングラスを引き下ろし、いよいよ肉眼を覗のぞかせた。

「「「っ……」」」

　その冷酷な双そう眸ぼう、まさに魔眼の名に相応ふさわしい鈍にぶい光に、全員が固かた唾ずを吞む。

「最近、退たい屈くつしていたところだ。君たちが手加減していたからこそ、こちらもあえて手を出すような真似はしなかったが……殺す覚かく悟ごをしたということは。死ぬ覚悟もできていると考えていいんだな？」

「……っ、黙だまれ……！」

「さっきから威い勢せいがいいのは君一人だけのようだが……。仲間たちが死ぬことも、覚悟の上で言っているんだろうな……？」

「っ……！　く……！」

　どうやらそこまで徹てつ底ていした決まり事もないのだろう。それに今日出会ったばかりの、本当に殺すべき敵かどうかもまだ判然としない相手。そこに命を懸かけるなど、一いつ介かいの高校生が背負うにはあまりにも重い罪だ。

　これでいいだろう。自分だけならともかく、他人の命までかかるとなると、おいそれとは動けないものだ。それが大事な仲間であればなおのこと。

　ありがとう、アルハザン！　ありがとう、アーチェス先生！　僕やったよ！　先生の教えを無む駄だにはしなかったよ！

　よっしゃ、勝った勝ったとヒデオはサングラスをかけ直し、引き揚あげようとした。

　そのとき。

「お前たちは行け！　ここは俺が引き受ける!!」

　世界観!?

「だが……、ナイト……！」

「今はまだ、俺たちの力を知られるわけにはいかない……心配するな、こんな俺でもフォースの一人だ。どこまでやれるかわからないが、お前たちが無事にエリアを脱だつ出しゆつするくらいの間は持ちこたえてやるさ……！」

　世界観はもういいんだよ！　みんなと一いつ緒しよに逃にげればいいんだよ！　自分も逃げるし！　エリアっていうか木更津だし！
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　ポニテが言う。

「へ、へえ……ナイトってば意外と度胸あるんじゃない……！　最初はちょっとアレな感じかなって思ってたけど！」

　いいえ、アレな子なんです。きっと彼はあなたの第一印象通りの人なんです。

「だな。そこまで言われて俺たちだけで引き下がれるか……！」

　眼鏡が言うと、リボン付きも言う。

「うん、みんなで力を合わせればきっと大だい丈じよう夫ぶ……！」

「お前ら……。ちっ、大おお馬ば鹿か野や郎ろうだぜ……！」

（……。）

　あれか？　なあお前ら、もういっそのこと素す手でで殴なぐり込んでグーパンチ一発でぶっ倒たおれてやろうか？　ヒキコモリ相手にそこまで無駄に盛り上がったテンションのやり場をどうするか見物だなええおいド畜ちく生しよう！

　こうなったらやむを得まい。

　もはや他ほかに打つ手もない。威い嚇かくでいい。本当のところの威い力りよくはどうあれ、それらしいエフェクトで彼らをビビらせることができれば充じゆう分ぶんだ。

　あんな冗じよう談だんみたいなドクターだが、ウィル子を診しん断だんした目は本物だった。冗談のようなチェーンソーではあったが、その性能は本物だった。ならばいま目にかけているコレも、まったく冗談のような本物に違ちがいあるまい……！

「……後こう悔かい、するなよっ……！」

　ヒデオはサングラスを深くかけ直し、ざっと足を開き、姿勢を低くする。その動作で臨戦態勢に移る四人へ向けて、ヒデオは声こわ高だかに叫さけんだ。




「目からビィィ──────────────────────ムッ!!」




「……。」

「……。」

「……。」

「……。」

　後悔した。

　誰だれよりも自分が。

　何も起きない。サングラスには何一つ変化がない。声だけが朗々と響ひびき渡わたった海かい浜ひん公園の遊歩道、東京湾わんからの生なま温ぬるい潮風が、しかし冷たく吹ふき抜ぬけていく。

「っぷ！　っく！　ぷくふふふっ……！」

　ポニーテールがポニーテールを揺ゆらしながら口を押さえ、体を震ふるわせていた。

　眼鏡めがねがクールに溜ため息いきをつく。

「魔ま眼がんね……さて。どうしたものかな……」

「いひっ、いひ、いひひひひひひっ！　魔眼！　魔眼！　あたし世の中にナイトよりアレな人がいたなんて思わなかった！　あははっ、いい歳としした大人がビ──────ムっ……!!　うっひゃっひゃっひゃっひゃっ!!」

　ポニーテール笑い過ぎ。

　リボン付きがおたおたと、困ったような笑え顔がおをヒデオへ向ける。

「あ、あの……えっと……。大丈夫、ですよ……？」

　そんな優やさしさが一番きつかった。

（……。）

　さーて死ぬかー。

　怒いかりより先に諦てい観かんに駆かられたヒデオが、忌いま々いましいサングラスを外そうとしたとき。指に突とつ起きのようなもの。スイッチが、カチリと音を鳴らした。そのときに摑つかんだのは奇くしくもレンズを押さえるフレームではなく、オプションパーツが組み込まれた弦つるの部分。

「馬鹿野郎っ!!」

　世界観な少年が三人の前に立ちはだかり、手を振ふりかざす。

「間に合ってくれ、邪炎龍サラマンダーっ──!!」

　少年の腕うでに絡からみ付くように現れたのは、赤黒い異形の蛇へび。まっすぐ向けられた少年の手の平の先……炎ほのおの蛇が煌こう々こう赤々と輝かがやく顎あごを開くのと、レンズからの光がヒデオの注視したそこに収しゆう斂れんするのは同時。




　バチィッ!!




「ぐあっ!!」

　少年の手の平に照射された眩まばゆい光が、四散するように弾はじけ飛ぶ。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが石いし畳だたみを切り砕くだき、街路樹を炎と共に薙なぎ倒し、大量の海水を一瞬にして蒸発、大規模な水蒸気爆ばく発はつを引き起こす。

　受け止めた衝しよう撃げきだけで、少年はトラックにでも跳はねられたような勢いで吹っ飛んだ。

「ナイト！」

「ナイトっ!?」

「ナイトくんっ……！」

　世界観の豊かな黒くろ髪かみの少年へ、心配そうに駆け寄る仲間たち。

（……と、いうか）

　やり過ぎだろう。

　やっぱり色んな意味ですごいなあのドクター。

「まぁ……結果おーらい、でしょう……こふっ……」

　ダメージを受けた胸を押さえ、睡蓮が咳せき込む。そうだ、あまりぼんやりしている場合ではない。睡蓮の口の端はしには血が浮うかんでいる。今のうちに引き上げなければ。

「ま……待てっ……！　逃にげる気か、魔眼……！　勝負はまだ……！」

　仲間たちに抱だき起こされ、立ち上がろうとする世界観。だがやはりビームを受け止めた衝撃が相当だったのか、すぐに膝ひざを突つく。

　ヒデオは一いつ旦たん足を止め、そちらを向いた。

「……名前は」

「ナイト……彼ヒ岸ガ士シ、夜ナ火イ斗トだ……！」

　ナイトがあだ名じゃなかったことに、ヒデオは少なからぬショックを受けた。

（……）

　子供に罪はないのだ。

　いつの世も悪いのは大人たちなのだ。

　ヒデオは人間のそんな業ごうの深さに打ちのめされつつ、しかし音で聞いただけなのでどういう字を書くのかまではわからなかったが、まあ嫌いやな予感しかしないからわざわざ聞くまい。

　そのとき、先ほどの爆発を聞きつけたように、どこからか猛もうスピードで大おお柄がらなＲＶ車が乗り込んできた。中から開けられた後部ハッチへ、仲間たちが身動きのできない少年を乗せようと立ち上がらせる。

「ま、待て……！　俺はまだあいつの名前を……！　名を名乗れ、魔眼……!!」

　そこまでしてやる義理はない。ヒデオは冷たく告げた。

「……いずれまた、会うこともあるだろう」

「っく……！」

　それを最後に、世界観は仲間たちの手によってクルマの荷室に担かつぎ込まれた。

　だが問題はその車両。黒い野戦服姿の彼らだ。三首の犬のワッペン。あのときの傭よう兵へいたちに間ま違ちがいない。最も特とく徴ちよう的な、やはり一人だけガスマスクを被かぶったあの男が乗っている。

　少年たちを収容したところで、ガスマスクの男もこちらの視線に気付いたようだった。




　じゃあな──。




　彼はそう言うようにヘルメットの横で二本指を振ると、運転席のヘッドレストを叩たたき、クルマを発進させた。

「……」

　それが何となくかっこよく。

　そしてまた、何となく悔くやしく。

　ヒデオは遠ざかるテールランプへ向けて同じように挨あい拶さつをくれると、睡蓮を連れて歩き始めた。




　　　　⑤




　目的の霊れいはケースごと持って行かれたが、こちらだってそれを祓はらいに来ただけだ。そのことはこの際、置いといていいだろう。それより。

「大だい丈じよう夫ぶか、睡蓮……」

「肋あばらを浅く折られただけです……。問題は、ありませ……けふっ……」

「っ……」

　肋ろつ骨こつ。ひどい損傷であれば肺や心臓を傷付ける恐おそれもあると聞く。持ち前の気の強さから、平気を装よそおっているだけかも知れない。

「わかった、もう喋しやべるな。もうすぐクルマだ……」

　だがこの睡蓮にそれだけの手傷を負わせたのだ。あの少年たちの力は、本物と考えていいだろう。ヒデオは取りだした携けい帯たい電話を片手で操作し、那田を呼び出す。

《睡蓮君がやられただと……!?》

「はい。命に別状はない、と、彼女は言っていますが……」

《……わかった、ならば病院やオフィスではなくアパートの方へ向かってくれ。腕うでのいい医者を待機させておく》

　幸い、辿たどり着いたクルマは何をされた形けい跡せきもなく、走行にも支障はなかった。ヒデオは深夜の少ない交通量を頼たよりに、急ぎ気味にアクセルを踏ふみ込み、センチュリーをひた走らせた。




　　　　◆




　アパートに到とう着ちやくしたヒデオが那田に指定された一室に入ると、そこだけ病院の診しん療りよう室しつそのものであった。今は診察を終えた睡蓮が、点てん滴てきを打たれながらベッドに眠ねむっている。

「……で。先生」

「いひひっ。折れたと言っても軽いひびだから、これならオペの必要もないよ。彼女は強い娘こだからねぇ。一週間も安静にしていれば元通り元気になるさぁ……ひひっ！」

　いや。なぜここにいる。

　さすがにオーナーが那田だけあって、いつぞやの地下手術室のような雰ふん囲い気きもなかったが……医者としての腕の方は、即そく死し以外は全すべて切り張りできると評判だった。彼が大丈夫と言うなら、深刻な問題はないのだろう。

　安あん堵どするヒデオに、ドクターは言った。

「で？　どうだったい？　使ったのかい？　恥はずかしくも痛かっこよく叫さけびながら使ってしまったのかい!?　次元偏へん光こう眼鏡めがね、ＳＵＮ・グラッシーＪｒジユニア．の秘ひめられた真の力をさぁ!!」

「……」

「[image: α]かい!?　[image: べーた]かい!?　[image: がんま]……はっ!?　そ、それともまさか、キミはいきなり全部のオプションパーツを付けたんじゃないだろうね!?　そ、そうなのかい!?　そうなんだね!?　いひぃいいいっ!!」

　会話が通じるだけ世界観の方がいいかな。

　というか病室ではお静かにするべきなんじゃないんですか先生。

「そうかい、きっとキミならやってくれると思っていたさぁ……！　そう思ってついでに持ってきたこの新しいオプションパーツのスーパー[image: α]、ウルトラ[image: べーた]、ハイパー[image: がんま]」

　ばたん。

　ヒデオは無言で通路に出ると、自分の部屋に戻もどってきた。あの調子では睡蓮もうるさくてゆっくり眠れないだろうし。

「目からビィ─────ムっ♪」

「目からビィ～～～～～～ムっ☆」

　部屋に入ると小学生型の妖よう精せいと中学生型の妖精二人が、そんなようなことをやっていた。こちらの憮ぶ然ぜんとした顔を見ると、それがまた面おも白しろかったようにきゃっきゃうふふとはしゃいでいる。

　ヒデオはもう無視して取扱説明書を開いた。





『ビームの照射方法

　１・ＳＵＮ・グラッシーＪｒ．を深く装着します。

　２・目の焦しよう点てんを照射目標へ合わせ、充じゆう分ぶんに見み詰つめます。

　３・思い思いのポーズを取りながら、『目からビィィ─────ムッ!!』と力強く叫びます。

　４・万ばん感かんの思いを込こめてオプションパーツのスイッチを押し込みます。






＊目付きの悪さに応じた、破は壊かい的な威い力りよくのビームが照射されます。[image: あるふぁ]、[image: べーた]、[image: がんま]、その日の気分に合わせた阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずをお楽しみ下さい。』




「……」

　あはは。

　あはは。

　あははははははははっ。

　３、いらないじゃん……。

「あらぁ、私は悪くないわよヒデオ。私が読もうとする前にヒデオが取り上げちゃったんだからね♪」

「にははっ、ますた～。どんな製品もそうですが、マニュアルにはしっかりと目を通さないと」

　……。

　もう着き替がえるのもめんどくさく、そのまま布団を引っ張り出して横になる。

（しかし……）

　さっきまでは睡蓮の怪け我がのことで頭がいっぱいだったが、冷静に考えると気にかかることは他ほかにもあった。

　あれだけ人気のない中、すぐ近くに待機していたらしいあの傭よう兵へいたち。あんな場所に一台だけ停とまっていた高級車を怪あやしく思わなかったのだろうか。それとも気付かなかったのだろうか。

　いや、あの四人も相当秘ひ密みつ裡りに行動していた様子だった。ひょっとしたらあの一帯にあそこまで人気がなかったのは、すでに傭兵たちが人ひと払ばらいを行っていたからではないだろうか。ならば軽自動車のようなありふれたクルマならともかく、あのセンチュリーに気付かないはずがない。

（と、すれば……）

　そうとわかっていて、自分たちを彼らと接せつ触しよくさせたのか？

　だがなんのために──？

（……）

　ともかく睡蓮は無事だった。

　極度の不安と緊きん張ちようから解放されたヒデオは、考え込む間に、瞬またたく間に眠ねむりに落ちていった。

　二人の精せい霊れいたちはそれを無理に起こすこともなく、点つけっぱなしの蛍けい光こう灯とうを消すと自分たちの姿も搔かき消した。




　宮く内ない庁ちよう神霊班。そしてオートライン・フォース。

　二つの勢力はお互たがいに対して幾いくつもの謎なぞを残したまま、そしてまた幾つかの遺い恨こんを生み出しながら……もう数時間としないうちに、長い夜が明けようとしていた。







[image: ]







　　　　①




　謎の少年少女四人組と相対した結果、睡すい蓮れんがしばしの自宅療りよう養ようとなった。大事に至らなかったのは不幸中の幸いであったものの、神しん霊れい班はんとしては由々しき不測の事態である。




「……」

　いつものように朝早く。ヒデオが神霊班のオフィスへ入ると、先客がいた。

「あー、どうもどうもー。おはようございまーす。お客様ですか？　職員の方ですか？」

　オフィスにはいくつか空いているデスクがあるのだが、そのうちの一つに掛かけているのは旅館の仲居さんのように地味な和服に割かつ烹ぽう着ぎ姿の、若い女性であった。

「……職員、なのですが。少し前に入った」

「それはそれは、朝早くからお勤めご苦労様です。今お茶を淹いれますので……えー、失礼ですがお名前は？」

「川かわ村むら、ヒデオと。言います」

「はいはいヒデオさんですねー。ちょいとお待ちを」

　てきぱきと給湯室の方へ消えると、すぐにお茶を淹れて戻もどってきた。

「はいどうぞっ」

「はい。ご丁てい寧ねいに、どうも」

　いや。ではなく。

「……あなたは、一体」

「あ、申し遅おくれました、わたし七なな瀬せ葉は多た恵えという者です」

「職員の、方でしょうか」

　那な田た曰いわく、今の神霊班に正規の職員は那田と自分だけ。あとは翔しよう香かと睡蓮のように非常勤やら、出向やらの人たちがいるらしいが。

　そのとき大あくびと共に、オフィスのドアが開かれた。

「ふわぁーい、っとぉ。来たかぁヒデオ、いつもの白さ湯ゆを一いつ杯ぱい……うげっ」

　怖こわいもの知らずなようなほむらが珍めずらしく、思いっきり嫌いやそうに口を歪ゆがめていた。それを見ると葉多恵という女の方も、割烹着の袂たもとで口元隠かくしてにたりと笑う。

「おやほむら鬼おに。レディを見るなり、うげっ、とは失礼な」

「なぁにがレディだ、可愛かわいくもねえ猫ねこ被かぶりやがってよぉ」

（……）

　見た目は可愛いが、ほむらの知り合い。どうもそういう方面の人らしい。しかもほむらを鬼と知っている時点で普ふ通つうじゃない。たぶん、あまり関かかわらない方がいい。

「てめぇこんなところまで何しに来やがった。ここはおいらの縄なわ張ばりだぜぃ」

「おー、なんですかー？　やりますかー？　ガチですよガチ」

「けっ、しゃらくせぃ！　とっとと失うせろいっ！」




　どかんっ!!




「っ……」

　ビル全体が揺ゆれるような衝しよう撃げき音。ヒデオは棒立ちのままビクリと身をすくめるだけだった。目にもとまらぬ速さでほむらに殴なぐられ、同じ速度で吹ふっ飛びスチール棚たなにめり込んだ葉多恵はしかし、それを湯飲みを載のせてきたスチールトレイでガードしていた。ガードはしていたが、鬼の一撃。砲ほう弾だんでぶち抜ぬいたようなトレイの穴から、口の端はしに血を滴したたらせた葉多恵の顔が覗のぞけていた。

　舌先で、それをちろりと拭ぬぐった葉多恵が笑う。とん、とん、とステップし、袖そでをまくった腕うでを、アニメチックにぐるぐる回し。

「あ、せーのっ！」




　どごんっ！




　乱れ髪がみを逆立てるような衝撃を受け、今度はほむらが部屋の端まで吹っ飛んだ。いや、草履ぞうりを滑すべらせ壁かべにぶつかる寸前で踏ふみ止とどまる。

　ほむらもまた咳せき一つせず、殴られた腹を蚊かでも刺さされたようにぼりぼりと搔かくばかり。

（……）

　どうしようかな。逃にげた方がいいのかな。いやでも、オフィスがめちゃくちゃにされたら掃そう除じするのはきっと自分……。

「……あの。お二人とも」

「へっ、なんでえ。全然効かねえな」

「そりゃあわたしも本気は出してませんからねー」

「つまりその、ケンカは。よくないと」

「おうおう、負け惜おしみかよ。ガチはどうしたいガチは」

「おー、やりますかー!?　いいんですかー!?　本気でやっちゃいますよー!?」

　なんだか、だんだんと洒落しやれにならない鬼き気きが迫せまってきたそのとき。

「大だい怪かい獣じゆうごっこならよそでやってくれないかねぇ」

　副長、長は谷せ部べ翔香が冗じよう談だん抜きの顔付き声こわ色いろで現れた。物々しい意い匠しようの日本刀、すでに鞘さやから鍔つばは浮ういている。

「「っ……」」

　ゾッ、としたように息を吞のんで目を丸めた二人がそそくさと距きよ離りを開ける。主に翔香からの距離を。

「なんですか翔香さん、こっちは呼ばれたから来てあげたわけでして、それをこのほむら鬼と来たらですよ……」

　と、葉多恵はヒデオの背中に隠れながら文句を言う。

「なんだとぉ、そっちこそ人の縄張りにズケズケ土足で入って来やがってよぅ」

「はいはいほむらさん、それは言わなかったあたしが悪かったから」

　カチリ、鞘まで鍔を戻した翔香が言う。

「睡蓮ちゃんの矢が飛んでこなかったんだし、許してやっておくれよ」

「おいおい翔香、お前さんよぉ、んな物ぶつ騒そうなもん片手にそりゃあねえぜ。〝今こん月げつ今こん夜や〟ならまだしもよ」

「じゃあこないだお馬さんで勝ったから、ちょいといいお酒奢おごってあげる」

「それならいいや」

　ほくほくと上じよう機き嫌げんになったほむらが舌なめずり一つ。

「ま、今日のところは見み逃のがしてやらぁな。悪さするんじゃねえぞ」

「それはこっちのセリフです。べーっ」

　どっちもどっちというか。翔香が問う。

「ヒデオ君、怪け我がはなかったかい？」

「はい……まぁ」

「だよねぇ。何かあったら怪我じゃ済むはずないもんねぇ……」

　さらりと物騒なことを言われ、ヒデオは溜ため息いきと一いつ緒しよに肩かたを落とした。




　　　　②




　少しして、那田が神しん霊れい班はんのスタイルである黒服姿の何人かを連れてきた。ここ何年か地方にやっていた、元からの神霊班職員だそうだ。

　一人は翔香と同じような歳としだろう。カソックを改造したようなコートに、ややクセのある黒髪長ちよう髪はつを後ろに縛しばった長身の男だった。

「森もり里さと八やだ。ここではキリスト教関連を専門に受け持っていた」

　もう一人の青年は里八より若く、ヒデオよりやや歳上くらいだろう。威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを持つ里八とは対照的に、軽めの雰囲気。五分刈がりの茶髪と、短めの顎あごヒゲを蓄たくわえた青年がざっくばらんに挨あい拶さつする。

「大おお谷や内ち繁しげるっす。実家が九州の方で密教系の寺やってます。ま、そっち系ってことで」

　そして最後の一人、セミロングの髪に鎖くさりの長いペンダントをした大人しげな女性が頭を下げた。繁と同じくらい、やはり二十代の半ばだろうか。

「加か賀が世よ見み子こです。祖母が霊イ媒タ師コをやっていたせいか、ちょっとした千せん里り眼がん体質で……技術的にはダウジングなんかもかじってます」

　受けて、葉多恵がぺこりとお辞じ儀ぎする。

「これはご丁てい寧ねいにどうもどうもー。わたしは七瀬葉多恵という者で……」

　がたっ、と挨拶したばかりの繁と世見子が後あと退じさった。葉多恵が小首を傾かしげる。

「えー……と。何か……？」

「副長!?　七瀬の……って前に副長が扱あつかったあのあれっすよね!?」

　と、繁が翔香へとまくし立てる。世見子も息を吞む。

「私たち、副長なんかと違ちがって一いつ般ぱん人じんですよ？　そういうのはからっきしだってわかってますか……？」

「大おお袈げ裟さだねぇ、繁君も世見ちゃんも。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから……たぶん」

　里八が小さく息をついた。

「相変わらずいい加減だな、長谷部……せめて目を逸そらさずに話したらどうだ」

「大丈夫、大丈夫だって里八君」

「俺ではなくこの二人にだ」

　話が一段落したところで、自然と視線はヒデオに集まった。

「……川村、ヒデオです」

〝ちゃんと言いなさいよ。専門を〟

　……。言わなきゃだめなのかやっぱり。話しかけるくらいなら出てきてくれた方が話が通じやすいのに。

「精霊……的な関係の方を。少々」

「ああ、彼が噂うわさの。これからよろしく」

　繁が表情を明るく言った。冗じよう談だんめかしたように里八が続く。

「神、いわゆる聖霊ＧＯＤの方ではなく……ということでいいか？」

　世見子が期待するような声で言った。

「睡蓮さんのように魔ま法ほうみたいなので戦ったりできるんですってね。すごいですね」

「は……、いや。まぁ。その……」

　どこで話が膨ふくらんだんだか。

　精霊なんて単語を聞いて、特に疑いもしてくれないあたり。さすが神霊班と言うべきか。いや、自分も千里眼体質と聞いてそういうものかと納なつ得とくしてしまったし、そういうものか。

　人見知りしたヒデオが四苦八苦していると、タイミングよく那田が切り出した。

「面通しはこのくらいでいいだろう。この三人は中央が暇ひまな間、地方に派は遣けんしていた旧来の神霊班メンバー……そしてこちらのヒデオ君と葉多恵君は、新しく常勤で入ってもらったメンバーだ」

　オフィスのデスクで書類をめくりながら那田が言う。

「さっそくだがヒデオ君」

「はい」

「昨日、聞ける話は睡蓮君からも聞いてきた。彼女をして見たことも聞いたこともないと言わしめた異質なカミ……君たちが接せつ触しよくした〝フォース〟という四人組について、召しよう喚かん師しである君の観点からはどうだろうか」

　世界観が言ったあの単語だ。

　こんな俺でもフォースの一人だ──。

　フォース。ガスマスクたちとは明らかに別種類。部隊名か、それとももっと大がかりな組織的な名前なのか。

　今はそれさえも判然としない。

「と……、言われましても。僕も、ウィル子や。ノアレのような。はっきりとした姿の精霊しか知らないものですから」

　木更津での記き憶おくをたぐり寄せる。

　そう、あれは違った。ドクターのサングラス越ごしであったが、もっとあやふやな何かであった。何らかの姿を伴ともなって現れた様子であったが、色のない、影かげのような揺ゆらぎのようなシルエットでしか見えなかった。

「ふむ……そのノアレ君とウィル子君、精霊二人からは、何か情報は？」

「あらぁ、それはダメよおじさま」

　今さらノアレが、ヒデオの背におんぶするように現れる。突とつ如じよ現れた少女の姿に、繁たちは目を丸めていたがノアレも那田も気にしてなどいない。

「なぜだめなのかね？」

「前のトンネルお化けの時もヒデオには言ったけど、それを調べるのはあなたたちの役目……でしょ？　教えちゃったらつまらなくなるから、これは契けい約やく外がいなの」

「なるほど」

　那田が小さく頷うなずく。ヒデオから離はなれたノアレが、虚こ空くうでくるりと回った。

「まあそれでもヒデオが殺されたっていうなら私としてもヒマになるから、焚たき付ける意味であることないこと教えてあげるかもね。面おも白しろくなるようにね」

「ないことまで教えられたのでは敵かなわない。ではこの件については、そのときまで保留させてもらうとしよう」

（……。）

　そのとき殺されることは構わないのですか。

　葉多恵が言った。

「つまり、その謎なぞの精せい霊れい使い風な少年探たん偵てい団だんを懲こらしめるためにこのわたしが呼ばれたと、そう受け取ってもよろしいですか」

「「よろしくない」」

　那田と翔香が、腕うでまくりした葉多恵に釘くぎを刺さした。

「しかしまさか……あの葉多恵さんがうちの職員とはねぇ……」

　以前からの知り合いらしい翔香が、信じられないといった面持ちで呟つぶやいた。それをまあまあと、しれっとした顔の葉多恵がなだめる。

「昔のことは昔のこと。わたしはお館やか様たさまが人の役に立ちなさいとおっしゃるから、こうしてやってきたわけで。わたしが来たからには気合い入れてお茶ちや汲くみますからねー。みなさんよろしくお願いしますよー」

　向こうのソファであぐらをかいていたほむらが、口を歪ゆがめて吐はき捨てた。

「おう、よかったなぁヒデオ。今日からそいつが茶ちや坊ぼう主ずやるってよぉ」

「あなたのお茶は淹いれてあげませんけどねー。べーっ、だ」

「けーっ、誰だれがてめえの淹れたお茶なんか飲むかってんだ。想像しただけで胸がむかむかすらぁ」

　よほど仲が悪いようで、またばちばちと視線で火花を飛ばし始める。

「しかし局長」

　もう相手をするのも疲つかれたように、翔香が言った。

「まさか葉多恵さんのこと、お茶のためだけに呼んだわけじゃないでしょう」

「もちろん理由はある」

　デスクに書類を置いた那田が、いつものように手指を組んだ。

「一つは諸君も知っての通り、ここ最近の霊の増加傾けい向こうについてだ」

　それについてはヒデオも聞き及およんでいた。雑霊、低てい俗ぞく霊れいの出現が顕けん著ちよになってきている。特に東京湾わん沿岸、開発中のメガフロントに集中してきている。話が出たその日のうちに、あの精霊使いの四人と鉢はち合あわせた理由の一いつ端たんだ。

　これまでは警察側の心霊班ともどちらかと言えば縄なわ張ばり争い、反目しあっていたらしいのだが、今ではほとんど共同戦線。そのうちには、手分けして調査や解決に当たらねばならなくなるだろうと、上の方では見解が一いつ致ちしているらしい。

　たとえばこちらの主戦力は睡蓮だが、当然彼女の身は一つ。あちらこちらで彼女の手にしか負えないような事件が起こったのでは、単純に戦力不足。そして現状のように、一時的にであれ睡蓮が戦線離り脱だつしたとなれば言わずもがな。リスクマネジメントが欠落しているというわけだ。

　那田が里八たち三人の方を向く。

「君たちを呼び戻もどしたのは、そういった危機を想定した上での戦力増強の意味合いが一つ。もう一つは、睡蓮君に代わる当面の戦力育成についてだ」

「……。」

　育成という言葉が出た瞬しゆん間かん、那田の視線を追うように、全員の視線がヒデオに集まった。

「しかし主任……いや、今は局長だったな」

「どちらでも構わんよ」

　言われた里八がヒデオを示す。

「彼は睡蓮の英才教育を受けていると聞いた。戦せん闘とう云うん々ぬんに関して、彼女の指導では不足していると？」

「いや、不足というか行き過ぎている」

　何とも的確な言葉であった。

　そして三人とも睡蓮の性格をよく知っているのか、ああ、と納なつ得とくするような声を出した。

「ある一定レベルの者であれば、睡蓮君の稽けい古こは貴重な経験となるだろうが……ここに来ても彼はそのレベルに達していない。過日の武装集団の件もある。今すぐ魔ま法ほうを使えとは言わないにせよ、一いつ般ぱん人じん以上の護身技術を身に付けてもらわないことには、私としても安心して君たちを派は遣けんできないのだよ」

　かといって那田は神霊班を運用する上での、リーダーにしかこなせぬ事務仕事がある。翔香は郵便局やら競馬の副業、ほむらはそもそも稽古を付けるガラにない。

　嫌いやな予感がしたように、繁が手を挙げた。

「ちょっと待ってくださいよ局長。なんすかその、武装集団とか。君〝たち〟とか……」

「先日から状じよう況きようが変わった。この先、東京湾近辺での霊害を処理するにあたっては、ただの霊能力者では危険だということだ」

　世見子が聞く。

「ただじゃない霊能力者というのは……」

「アイドルだって歌って踊おどれてブログもできる時代に、祓はらうだけの霊能力者など必要ない……と、言っているのだよ」

　冗じよう談だんみたいな話だが、那田の目が笑っていなかった。会談の席で必殺のカードを切り出した政治家のようなそれである。

「君たちには、祓って戦えるようになってもらう」

　世見子が切り出した。

「さっきの私の話聞いてましたよね？　私たちそういうのはからっきし……」

「だから私も戦力育成と言ったはずだが。何もヒデオくんに限って言ったわけではない。君たちもその若さで死にたくはないだろう」

　繁が身を乗り出して抗こう議ぎする。

「じゃあ副長はどうなんすか！　戦って競馬するしか脳のねえ人って言うか、そもそも霊能力なんてねえし祓ってねえじゃねえすか！」

　ゴン、と刀の鞘さやで殴なぐられた繁がその場に倒たおれた。殴った翔香が言った。

「あたしゃいいんだよ。今はあんたらの話をしてるんだから」

「そういうことだ。長谷部君に無む理り強じいすれば私も大谷内君の二の舞まいになるだけなのでね。ことほど左様に強さとは、時に権力をも上回る素す晴ばらしいものなのだよ。理解できたかね」

（横暴だ）

　とヒデオは思った。

　しかし権力すらない下っ端ぱなど、なにをかいわんやである。

「話が逸それたが、宮く内ない庁ちよう神霊班は職員の親しん睦ぼくを深める意味も込こめて、明日から一週間の強化合宿に入る。教官はこの葉多恵君が務める」

「ああ、いいですねー。そういうのは大好……じゃなくて得意ですよわたし」

　葉多恵がぽんと胸を叩たたく。

　里八が彼女を見ながら、那田に尋たずねた。

「……その間の班の業務は」

「昔のように君と長谷部君のツーマンセルでお願いしよう。足りない分は警察庁の心霊班に委い託たくする。うちと違ちがって彼らは警察官という公的身分と、バックの組織力がある」

　確かに、フォースには隠おん密みつ行動を旨むねとしている節があった。警官が相手なら向こうが忌き避ひする可能性が高いし、一般教養として柔じゆう道どう剣道逮たい捕ほ術じゆつをたしなんでいる彼らなら多少の荒あら事ごとも問題はないだろう。

（……）

　少なくとも、自分たちよりは。

　そして教官役だという葉多恵は、さっそく準備があるからと一人早めに帰って行ったのだが……。
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「どうもどうもー。お帰りなさい、お邪じや魔ましてますよー」

　帰ってきたヒデオがいつものように自室のドアを開けると、お湯を沸わかすくらいしか使ったことのないキッチンに、なぜか葉多恵が立っていた。買った覚えのない土ど鍋なべからはコトコトと、いい匂においのする湯気が噴ふいている。

「おや、何を買ってきましたか？」

　ヒデオの手にしたコンビニ袋ぶくろに気付き、取り上げる。いつも買ってくるおにぎりとサンドイッチ。

「……。何か」

「ていやっ」

　葉多恵はものすごい勢いで封ふうを解くと、あっという間に食べてしまった。

「ふぇんほーはふぁんふぉふほふぃふぉふははひいふぉふふぃふぁら」

「いや……。あの」

　ペットボトルのお茶まで、ごきゅごきゅと飲み干してしまう。きりりと眉まゆをＶの字にして葉多恵は言った。

「健康は三食の規則正しい食事から！　なんですかヒデオさんのこの食事量、だからそんなに細っこいんですよ。今日からはわたしが健康的な食生活の見本を見せてあげますから、座って待っていてください。すぐできますので」

　言われるまま、部屋で待つ。さすがにご飯を作ってもらいながらゲームやらする気にもなれず、待つ。

（……）

　しかしいいものである、女性が台所に立っている姿というのは。少し茶目っ気が多い女性だが、和服に割かつ烹ぽう着ぎというのがまた古式ゆかしく風ふ情ぜいがあっていい。

　大体が今まで会ってきた女と言えば、十手で殴なぐるわ、魔法で吹っ飛ばすわ、メイドのくせに悪の組織だわ、女子高生のくせに爆ばく弾だん魔まだわ……ロクなもんじゃなかった。
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　ああロクなもんじゃなかった。

　同じ特訓にしてもいきなり酒場で歌わせるなどという無体ではなく、まず食生活から相手の健康を気き遣づかおうというこの心配り。この慎つつましさ。今までのイロモノどもに決定的に欠けていたものである。

〝ひどい言い草ね……〟

　事実ひどかったのだから仕方がない。

　しかしもうなんですか、同じ部屋に二人きりというのは。しかもご飯を作ってくれるというのは、もはやフラグというやつではないですか。来きたるべき近い将来を予見させるそういう……。

「へいお待ちっ！」

　どん、とお盆ぼんごとテーブルに。

「葉多恵ちゃん特製総合バランス栄養食、山の幸さちカロリーメイツです。どうぞ召めし上がれっ！」

「……いや。あの」

　何かもっと手の込んだものを作っていた気がするのだが、目の前に出されたものはと言えば、おにぎり大の何かである。

　たとえるなら、そう……やたらなんでもぶち込んだおからを握にぎり固めたような。

「これ一食で一日に必要な栄養のほとんどをまかなえますからねー。何しろ期限は一週間。わたしがコーチとして赴ふ任にんした以上は、一週間でヒデオさんたちを優勝の狙ねらえるチームに育て上げて見せなければならないわけですからそれはもう気合いを入れて……」

　人差し指立て、得意になって話しているが、いちいち細かいことは突つっ込むまい。

「その……。できれば、詳くわしいメニューというか。この、団子状のようなものの中身を」

「はいはい。ごく一部を紹しよう介かいしますと、わらびにぜんまい、マイタケ、シメジに、エノキダケ、熊くま肉にく、鹿しか肉にく、何かの肉……まあ、その他諸もろ々もろです」

「……いや。僕としてはです。その。その他諸々の部分が非常に」

　何かの肉ってなんだ？

「はっ……？　さてはヒデオさん、現代っ子にありがちな奇き病びよう、好き嫌きらいというやつですか!?」

　現代っ子は現代っ子だが、好き嫌いでくくれる度を超こえてはいないか。

「まあまあ、全て国内産の天然物ですから」

「しかし、あの」

「国内産の天然物ですから」

「ですが」

「食べてしまえばみんな一いつ緒しよですよ」

「……」

「一緒ですってばー」

　団子を載のせたテーブルを挟はさみ、向かい合うことしばし。

「いいから食えっ！」

「もぐっ」

　葉多恵はやおら摑つかみかかるや、総合バランス栄養食をヒデオの口に詰つめ込んだ。

「この贅ぜい沢たく病のなよなよっとした現代っ子め！　食えっ！　食うんだっ！　そしてお山の神さまに感謝しながら飲み込むんだっ！」

　もくもく、ごきゅごきゅ。最後は水まで強制的に流し込まれた。全体的には、味を誤ご魔ま化かすために混ぜられたような蜂はち蜜みつと唐とう辛がら子しの味しかしなかったので、まあ食えなくはなかったのだが。気になるのは何を誤魔化したかであろう。

「どうです、おいしかったでしょう」

　一応、女性の手料理だ。せっかく作ってくれたものを不ま味ずいと言うのも失礼な話。ヒデオは頷うなずいておく。

「……ええ。まあ」

「おお～……。そうですか？」

「はい。まあ、それなりに」

「本当に？」

　葉多恵が瞳どう孔こうの反射を見るように、ヒデオの目の前で手をひらひら。

「……」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶですね」

　……。

　じゃあ？

「あの……」

「それではわたし、これから他ほかのお二人にもメイツを食べさせてきますのでこれで。明日は朝五時に起こしに来ますからねー。ではではー」

　笑え顔がおに戻もどった葉多恵が手を振ふりながら出ていく。他の先せん輩ぱいも当面このアパートで過ごすようなので、すぐ近くの部屋に入る音がした。

「……」

　やはり、何やら抵てい抗こうするような声とじたばたする物音が聞こえてきた。

　ヒデオが何か口直しにと冷蔵庫を開けると、元々ほとんど物のなかったそこには、あの団子だけがぎっしりと詰め込まれていたのだった。
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　翌日。

　そんな団子だけの食生活を除けば、朝からの訓練メニューは至って平へい凡ぼん、オーソドックスなものであった。繁と世見子、二人の先輩と一緒にジャージに着き替がえさせられ、近所の公園で三十分間の入念なストレッチの後、携けい帯たいラジオから流れるラジオ体操の第一第二、そこからなぜかアスレチックのようにやたら滅めつ多たと変なところを通らされる、一時間のランニング。

　帰ってからはアパートの空き部屋、葉多恵が勝手に壁かべをぶち抜ぬいたという広々空間で腕うで立たて、腹筋、背筋に反復横よこ跳とび、正せい拳けん突きと中段前まえ蹴げり。合間合間には、しっかりとクーリングダウンの時間も設けてある。

　無理をさせない、常に心地ここちよい疲ひ労ろうを引きずったままトレーニングは終わり、あっという間に日にち没ぼつを迎むかえて座ざ禅ぜんと瞑めい想そう。そして団子と水だけの食事を終えた後は早めの就しゆう寝しんとなる。

（……。）

　それが三日目にもなると、自分でもそうとわかるほどのあからさまな変化が現れた。

　最初は三人ともがそれなりにぜぇはぁ言っていたのだが、今では寝ね覚ざめもすっきりとして、ストレッチだけでぽかぽかと全身に血が巡めぐる。ランニングをしても足取りが軽く、呼吸がそこまで苦しくならない。筋力はさすがに一日二日でつくはずもないが、肩かたも腰こしもよく回る。

　休きゆう憩けい時間、繁が言った。

「あのメイツのせいすかね？　俺、妙みように体の調子いいんすよ。一回やったことあるんすけど、断食をやり遂とげた後みたいな？　こう、妙なすっきり感が持続してるような」

　世見子が微笑ほほえむ。

「あ、私も一緒よ。断食とかはやったことないけど、もう二キロ瘦やせちゃった。この合宿だけでいいダイエットになるかも……今度水着でも見に行こうかな」

　皆、感想は一緒のようだ。

「お～、いいっすねぇ世見さん。俺たちも一緒にお供しますよ。なあヒデオ君」

「は。ええ。その……」

　トレーニングやダイエットや、勉強などもそうだが、自身の錬れん磨まというものは続けて意味があるのか疑問が残るからこそ、苦しさに諦あきらめてしまうのであり……如によ実じつに効果が実感できるのであれば、これに勝まさる発奮材料はない。

「どれどれ、近くに来たから寄ってみたよ。ちゃんとやってるかい……って、え？　ちょっと、壁……」

　現れたのは翔香と里八だった。長身で寡か黙もくな里八と、いつも自信げな表情の翔香、並んだ姿が妙に様になっていた。

　その里八が翔香と同じように、１Ｌ２Ｋ、玄げん関かん二つという奇き妙みような間取りのトレーニングルームを眺ながめ渡わたす。

「……これは、主任の許可を得てやったのか？」

　そしてもう一人、翔香たちが連れてきたのは睡蓮だった。

「お久しぶりです、先せん輩ぱい方」

「あー、久しぶりー睡蓮ちゃん」

　繁が手を振り、世見子が微笑む。

「私たちまた中央勤務になったの。よろしくね」

　元より可愛かわいがられていたのだろう。口々に声をかけられた睡蓮は、生き真ま面じ目めに首しゆ肯こうした。

「こちらこそ、再びよろしくお願いします」

「怪け我がの。具合は」

　ヒデオが聞くと、睡蓮は小さく頷いた。

「言ったでしょう、大事はないと。かすり傷のようなものです。……まだ、現場には出るなと言われましたが」

　それから睡蓮は葉多恵に向く。

「どうもどうもー」

「……局長と副長が認めたのであれば、多くは言いませんが」

　素っ気なく言って、また何かに気付いたようにヒデオを見る睡蓮。ヒデオを見て、また先輩たちを見て。

　ぱちくり、ぱちくりとしていた。こと毎日道場で相手をしていたからこそ、睡蓮の目にはヒデオの変化がより顕けん著ちよだったらしい。

「これは一体、どうしたことですか」

「基き礎そはいいところできていたので、わたしはそれを一度整えてあげただけですよ」

　葉多恵が言うには、睡蓮の稽けい古こというのはそれでも効果はあったらしい。それは人間、事務仕事だけよりは、投げられるだけでも体を動かしていた方が身体能力は上がる。受け身は、一いつ瞬しゆんではあるが強きよう烈れつな全身運動でもある。そして生傷が絶えずとも、傷付いた箇か所しよが回復と同時により強くなるのは骨も筋肉も同じこと。

　ただヒデオの場合は、体が治ろうにも元々の栄養が足りていなかった。そこを総合バランス栄養食で補いつつ、適度な運動を交えることで徐じよ々じよに回復させてやる。これが一度にだと、どこかしらに筋肉が偏かたよって、またそれが姿勢の変化、ひいては肩こりや疲ひ労ろうの元に繫つながるらしいのだが……そういうことのないように、満まん遍べんなく運動をさせている。いまはそうした基礎的な体力と同時、体作りの段階。ということらしい。

「ヒデオ」

「……何か」

「打ち込んでみなさい」

　睡蓮がボクシングミットのように、手の平を上げる。葉多恵が言った。

「ではではヒデオさん、少し特訓の成果を見せてあげましょうか。わたしの教えた通りにやってみましょう。足は一歩幅はば。手の平を……」

　手の平を天てん井じようへ向けたまま、腰だめの位置で握にぎり込む。そこから一気に一八〇度、腰と拳こぶしを回転させるように。

（まっすぐに、突つき込むっ……）

　ぱしっ。

　くるんどたん。

「なぜ投げたっ!?」

　葉多恵がやおら睡蓮に摑つかみかかった。

「あぁ……。いえ、クセです」

　まーそんなちびっ子空手道場でも教わるような基礎の基礎で、この睡蓮がどうにかなるとはヒデオだって思ってはいなかった。いや、ちょっとくらいは驚おどろかせられるかとも思ったが。

「……ですが、なるほど。確かによくはなっています。受けるだけのつもりが、思わず投げてしまいました」

「……。本当、だろうか」

　ヒデオは後頭部を押さえながら起き上がる。

　彼女には、こうしたことで一度たりとも褒ほめられた例ためしはなかったが……だからこそ、本当に良くなっているのだろう。素す直なおに嬉うれしい。

「ようやく人並みになった、と言った方が正しいかも知れません」

「……」

　今までが悪すぎたと言いたいらしい。

　軽く嘆たん息そくした葉多恵が言う。

「要するに睡蓮さんがやっていたのはよく訓練された師し範はん代だいレベルへの稽古であって、那田さんの言ってたヒデオさんのレベルというのは、ちょっと運動不足なサラリーマンが門戸を叩たたくスポーツジムの辺りなわけですねー」

　人知れず肩かたを落とすヒデオの横、睡蓮は葉多恵に問う。

「どこかでいんすとらくたーでもやっていたのですか」

「それはもう、本業がヒマになった一ひと頃ころよりは一通りのことには手を染め……じゃなくて付けましてですねー」

　睡蓮が部屋の隅すみに目を留めた。葉多恵がラップにくるんで用意しておいた昼ご飯分のカロリーメイツが置いてある。

「……なんです、あの大量の魚の練り餌えは」

（……）

　ヒデオたちも何となく気付いてはいたが、いちいち口に出して言わないで欲しかった。

「ヒデオさんたちのご飯です」

「なんだか犬のご飯みたいな言い方だねぇ……」

　副長～、と繁と世見子の二人がげんなりした声を出す。

　どれ、と睡蓮。ラップをはぐるや、一口。

　もくもく。もくもく。

「……なるほど、少し風変わりですが兵ひよう粮ろう丸がんですか」

「兵粮丸。とは」

　なんだ、ちゃんと名前のある食べ物だったのか……とヒデオが聞くと、睡蓮が答えた。

「昔の兵や忍しのびなどが任務中に携けい行こうした糧りよう食しよくのことです。現代風に言えば、れーしょんです」

　レーション。有名なところでは軍隊が兵士に持たせるコンバットレーション。持ち運びしやすく、保存が利きき、高カロリー。もっともおいしいものも、そうでないものもあるらしい……が、むしろあの睡蓮がそんな単語を知っていることに驚いた。

「……なんですヒデオ」

「いえ。なにも」

　葉多恵が感かん嘆たんしてみせた。
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「お若いのに博識ですねー、睡蓮さんは」

「本家にいた頃、祖母によく食べさせられたものです」

　もくもく、もくもく。もくもくもく……。

「聞いた当初はどのような稽けい古こをしているか怪あやしいものでしたが、思ったより真っ当そうではありませんか。精進することです」

　ヒデオは首しゆ肯こう。何はともあれ、彼女は進歩したと受け取ってくれたのだ。

「先輩方も、随ずい分ぶん引き締しまったように見受けられます。わたくしでよろしければ、またいくらでも手合わせいたしますので」

　いつも気さくな繁と世見子も、以前にそれなりに痛い目を見ているのか、苦笑いにも似た愛あい想そ笑いをするだけだった。

　もくもく。

　おやつのように食べる睡蓮に、ハムスターでも見るような目で里八が聞く。

「そんなにうまいのか」

「いえ、そこまでは」

　……。

「里八先輩も食べられますか」

「俺はいい。いらん」

「長谷部先輩も、よろしければそこにまだたくさん」

「いや、ヒデオ君たちの餌えさなんじゃないのかい」

「「副長ぉ……」」

　睡蓮が丸一個食べ終わる頃、三人は仕事に戻もどるからとアパートを出て行った。

「……ふぅ、危ない危ない。どうやらバレずに済んだようで……」

「……。何か」

　そう、葉多恵が何か呟つぶやいたような気がしてヒデオは尋たずねた。振ふり返った葉多恵は首と手の平を左右。

「ああ、いえいえ、それはこちらの話。さあさあ皆みなさんは気にせず、忍にん者じやのように強い健康体を目指して頑がん張ばりましょー！　明日からはいよいよ場所を移して本格的なトレーニングメニューに入りますからねー、はいはい」

　なんだか、妖あやしい笑えみを浮うかべたように見えたのだが……それ以上詮せん索さくする理由もなく、三人もまた運動の続きに戻るのだった。
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　その夜。

「やあ蒼そう一いち郎ろう」

　大きな段ボール箱を抱かかえてオフィスに現れたのは、片側レンズの奇天烈きてれつ眼鏡めがねにぼさぼさ頭、白衣姿のあの男だった。

「ああ、先生。言ってもらえればこちらから伺うかがったのですが」

「ひひっ、そう言うなよぉ。ボクも暇ひまなのさぁ」

　どすん、箱を床ゆかに置くドクター。

「君たちのところは、何やら楽しそうでいいねぇ」

「まあ、あなたのような方に備品を依い頼らいする程度には窮きゆうしているということです」

　得体の知れない四人組。その少年少女が操あやつっていたという精せい霊れいらしき影かげ。だが那田としてはそこまでは別によかった。その少年たちが身分を隠かくそうとしている分には、それはこちら側の世界だけで完結する話。表側の世界に干かん渉しようするつもりがないのであれば、急は要さない。

　現実問題として恐おそろしいのは、やはり少年らに付ふ随ずいしていたという武装集団の方だった。最も生々しい現実的世界に住む彼らが、オカルトをそのフィールドに引き込まないとも限らない。国立展示場の件もあった。今では不思議と存在自体がなかったかのように扱あつかわれているが……今また神霊班の誰だれかが鉛なまり弾だまで死んだとあれば、再び表側の世界を震しん撼かんさせかねない。

　席を立った那田は、ドクターの置いた箱を前にする。

「……これが例の？」

「ひひっ、鈴すず蘭らんたちが大会で使ったものの余りだけどねぇ」

　テープを破って蓋ふたを開けると、中に入っていたのはプラスチック製の幾いくつかのガンケース。さらにそのケースを開けると、プラスチック製の銃じゆう……いわゆるエアガンが入っていた。いくら昨今のそれがディテールにこだわっているとは言え、手にとって眺ながめれば重さや材質、実銃との差は明らかである。

「なるほど、オモチャにしか見えませんな」

「肝かん心じんなのは弾の方さぁ」

　一見して透とう明めいなプラスチック製のＢＢ弾だん。ショックＢＢ弾などという存在すら知らない一いつ般ぱん人じんには、何が違ちがうのかを説明しても理解すらしてくれないだろう。

　着弾すると魔ま力りよく的な小しよう爆ばく発はつを起こし、生体に対してはその意識にショックを与あたえる。痺しびれ、目眩めまい、うまくすれば気絶……といった具合にだ。

　職務中の自衛官、警察官、猟りよう師しくらいしか銃の所持が許されぬ日本国内において、宮く内ない庁ちよう職員が携けい帯たい可能な相応の武器。これなら職務質問で見付かっても、翔香の日本刀や里八の短たん剣けん以上に言い訳が利きく。

「ひひっ……まあよくよく気を付けた方がいいねぇ。武装集団もだけど、四人組もさ」

「……と、言いますと？」

　現場ではなく研究者からの意見に、那田は興味深く視線を上げた。

「パーツを三つ組み込んだけど、どうも彼が押したスイッチは一つだけだったみたいだ。だから赤い色の光線しかでなかった。幸か不幸か」

「ヒデオ君のあのサングラスですか。しかし、どういう意味です」

「弾はじいたらしいじゃないか。ボクの作ったビームをさぁ」

　確かに睡蓮も言っていた。サングラスから出た光線を受けた一人の少年が、吹ふっ飛んだと。

「ボクはねぇ、蒼一郎。コンセプト自体はどれだけふざけても、その実用性について手を抜ぬいたことは一度だってないんだよ。ドリルだったら誰が付けても鉄鋼板を貫つらぬけるし、ビームだったら……まあそういうことさ。吹き飛ばすためなら、ボクは爆ばく弾だんを作るとも。そしてビームは貫くためにしか作らない」

　それを弾いたのだと、ドクターが笑う。

「他ほかはあやふやなゆらぎだったけど、その彼だけは赤い色の蛇へびのようなものだったと、二人とも証言している。その子はホンモノかもしれないねぇ……ひひっ」
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（魔眼……か）

　あの日からもう何度目だろうか。彼ひ岸が士し夜ナ炎イ斗トはその光線を受けた右手を眺め、歯は嚙がみする。魔眼と名乗った男の、あの圧あつ倒とう的な存在感と威い圧あつ感。

　周囲の喧けん噪そうも搔かき消えてしまうほど、深く。そのときの光景に集中する。

　勝てただろうかと。あの冷れい酷こくな男の言った通りに先手を打ち、邪炎龍サラマンダーを解放していたならば……いや、そんな気がしない。聞けば魔眼だけではなく、巫み女こ一人ですら霧きり也やと美み野の里りの二人を相手にできたという。膝ひざをついてはいたが、あの巫女の目も死んではいなかった。実際、水みず姫きが迂う闊かつに近付こうとしたときに、はっきりと殺気を見せたのは巫女の方……魔眼はその気配すら押し隠していた。

　いずれまた、会うこともあるだろう──。

　ならば……次に会ったとき、自分はあの男に勝てるのか？

「……イト。おい、ナイト」

「……」

　仲間の声に集中が途と切ぎれ、ナイトの耳に津つ波なみのような歓かん声せいが押し寄せてくる。

　深夜零れい時じ。メガフロント南区七番埠ふ頭とう。

　数百人を超こえる少年少女が、そこに集まっていた。社会のルールに従うことにも、大人が強しいたレールに沿うことにも嫌いや気けを覚えた十代の若人わこうどばかり、登録は疎おろか所有者も曖あい昧まいなクルマやバイクが円を描えがき、倉庫街の一角であるパーティー会場をライトアップしている。

　経済基き盤ばんとしてのメガフロント自体は、まだ開発途上だ。見上げれば星空の下、大半のビルは足場に囲まれた鉄骨の上、クレーンを乗せている。だが早くに開発が始まった区画では、幾つかのコンベンションホールやショッピングセンター等が営業を開始していた。つまり往来は自由だった。それがたとえ、ヒマを持て余した中高生たちであっても。

　誰かが始めたゲームだった。メガフロントという全く新しい土地。所有者も権利者すらもいないこのフロンティアで誰かが言ったのだ。




　ここは俺の縄張りシマだ。欲しけりゃ奪うばってみろ──。




　奪ったところで、たかが少年らに何があるわけでもない。土地の権利も登とう記き簿ぼも、所しよ詮せんは大人たちのものなのだから。だが利害なんて関係なかった。血気盛さかんな若者たちにとっては、それがこの上ない娯ご楽らくであったのだから。昨日はあいつが勝った。だから地図を見て、ケンカがあったその地区を赤く塗ぬりつぶす。今度はこいつが勝った。ここが青い色になった。

　退たい屈くつなテレビにはない、携けい帯たい電話をいじっているだけでは味わえないリアルがあった。どれだけふてくされても殴なぐることも許されぬ、つまりは相手にもしてくれない教師よりは、ぶん殴ることのできる赤の他人だった。少なくともその相手は、殴り返してはくれるのだ。自分がここにいて、そいつをぶん殴った証あかしとして……痛みは何より自分というものを自覚させる。

　いつしかそうした個人のゲームに、ヒマと力を持て余した大勢が参加するようになった。そしてただのケンカは、色分けされたチーム同士のパーティーとなった。地図には赤と青だけだったものが、今では緑や黄色や紫むらさきもある。

　そしてただそれだけのゲームである。

　彼らはそれぞれが属する色カラーを身に付け、クルマやバイクをそうした色やランプで彩いろどり、今日このシマが何色に塗り分けられるかを見守っている。

　ナイトは金具付きの黒ずくめのシャツに、いつものようにシルバーアクセサリーを身につけ、そして今はバンダナマスクを巻いていた。

　赤のバンダナマスク。それがナイトのいるレッドドラゴンズのアイコンだった。同じようにマスクを巻いたリーダーが、ナイトの胸をとんとんと軽く叩たたく。

「お前、大だい丈じよう夫ぶかよ。こないだから様子がおかしいぜ」

　そのリーダーは横浜に拠きよ点てんを持つ、中国マフィアの御おん大たいの孫。レッドドラゴンズとは、その彼が付けた洒落しやれだった。ナイトは彼の胸を叩き返し、腰こしを掛かけていたバイクのシートから降りる。

「問題ないさ、劉リユウ……」

「鳴ってるぜ」

　着信音など聞こえぬほどの盛り上がりの中、リーダーがナイトのポケットを指差す。ナイトがそれを耳に当てると、聞こえてきたのは美野里の声だった。

《あー、もしもしナイト？　あたしあたし》

「ああ」

《何よひっどい音ね～、またケンカゴッコでもしてるの？　まあいいけど、明日集合だって。夜の七時。おじさんたちが魔ま眼がんの情報摑つかんだとかで……あ、やばっ、お母さんきた！　じゃ、伝えたからね！》

「……」

　美野里は言うだけ言って、切ってしまった。

「彼女かよ」

「仲間さ。お前たちと同じ……本当に理解し合える、大切な……仲間だ」

　ナイトは多くを語らずに携帯をしまい、歩き始める。

　向こうにはデニムのベストとレザーグローブを着けた対戦相手が、すでに待ち受けていた。

　ブルーブルースカイズ。Ｇパン、Ｇジャン、Ｇベスト、なんでもいい。そのアイコンはインディゴの青。今夜のパーティーは赤と青、色取り合戦を始めた最初の二色の決戦だ。

「勝負の前に電話とは余よ裕ゆうだな。待ちくたびれたぜヒガシぃ……！」

　ナイトは相手の眼前に立つ。ギャラリーが声を強くする。相手はブルーのナンバー２だ。そしてナイトはレッドのナンバー２だった。

　開始のゴングなどというものはない。ギャラリーが形作るリングの中に立つことが、やり合う準備ができたという意思の表明。

「……幸せそうだな」

「ああ？　相変わらず不思議君だなおめーはよ！」

　前まえ振ふりなしに顔面に一発。上体が仰のけ反ぞり、視界が揺ゆれるが、ナイトは踏ふみ止とどまった。体ごと吹ふき飛ばされた魔眼の赤しやつ光こうに比べれば、なんということもない。

　そして邪じや霊れい眼がんは疼うずかない。

　あの魔眼と相対した後では、あれほど熱かったこのパーティーですら生なま温ぬるいのか……？

「てめえ、わざと喰くらいやがったな……！」

　相手が二発目を振りかぶる頃ころには、ナイトも拳こぶしを握にぎり固めていた。

「なあブルー、吞のん気きすぎて天使が降ってくるぜ……！」

　一いち撃げき。ナイトが放った高速のハンマーフックが、相手の顎あごを捉とらえる。相手はがくりと膝ひざを折り、そのまま横様に倒たおれ込んだ。

　勝利を宣言するように、その拳を高々と突つき上げる。ヘビー級ボクシングで見るような一発ＫＯ。呆あつ気けなかったが、鮮あざやかではあった。だからギャラリーは歓かん声せいと奇き声せいを上げ、讃たたえる。

　仲間たちの待つ場所へ戻もどったナイトは歓声に今までほど心躍おどらせることもなく、リーダーにハイタッチ、バトンパス。

「なんだよ、ちゃんと強つええじゃねえの」

「いや。天使がいても、負けるときは負けるのさ」

「詩人だな、相変わらず」

　馬ば鹿かにするでもなくそう言った劉が歩き出す。向こうからはブルーのナンバー１が舞ぶ台たいに赴おもむいていく。若者たちのボルテージは最高潮に達する。

（魔眼……）

　今頃奴やつは何をしている。こんな我流のケンカで勝てる相手ではない。自分も霧也のように、何らかの武道でも身に付けるべきか。だが、付け焼き刃ばで勝てるような相手でもあるまい。

　ならばやはり……力しかないのか。

　ナイトは今しがたブルーを殴り倒した手の平を見み詰つめながら、強く握り締しめた。
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　同じ頃のヒデオ。

（……。）

　目が覚めた。そうは言っても腹が減った。いくら栄養価が高くとも、病院食の如ごとく味気ないものを三日、しかも三食同じものを食べていればそれは飽あきる。当初は変なものを食べさせられた意識から食しよく欲よくも失うせていたが、今ではむしろ慣れてしまったことで物足りない。

　今ならばマクドナルドや吉よし野の家やで注文することも辞さない。それほどまでの食への渇かつ望ぼう。まあさすがに注文は面めん倒どうにしても、ツナマヨおにぎりを熱い緑のたぬきで流し込む至福くらいは味わってしかるべきだろう……。

　ヒデオはのそりと布ふ団とんを抜ぬけ出すと、ジャージ姿のまま財さい布ふ片手に部屋を出た。

　そして通路を出ようとすると、ぷつりと足に何か引っかかる。常夜灯の明かりにきらきら光る……蜘く蛛もの巣？

「おやおや、ヒデオさん。こんな遅おそくにどちらへお出かけで？」

「……。」

「だめですよー、コンビニ弁当なんて体に悪いものは。冷蔵庫にまだまだたくさん、百パーセント天然由来のおいしいメイツがあるじゃないですかー。さあさあ、戻った戻った」

　えいえいと背中を押されて元の部屋へ。

（……。）

　言わずもがな、アパートのドアはスチール製だ。開け閉めにはいくらかの音が響ひびく。そのせいで起こしたのだろうか。

　しかし……葉多恵は着物姿である。しかも今は深夜一時。あんな短い時間で着き替がえられるはずもなく……たまたま起きていたのだろうか。

　まあいい、ならばサッシを開けて窓から出れば……。

　ぷつ、とまた指に蜘蛛の糸が引っかかる。

「……」

　田舎いなかであれば初夏の頃、それと秋口、そこら中が蜘蛛の巣だらけになることもあるが……大都会東京のど真ん中で、なぜ急に突とつ然ぜん。通路だって昨日も今日も出入りしたが、蜘蛛の巣なんてなかった。この窓だって換かん気きなりなんなりで毎日開け閉めしているが、蜘蛛の巣があったのは初めてだ。

　ひょこっ、と葉多恵が窓から顔を出した。

「っ……」

　驚おどろいたヒデオは、部屋の中にひっくり返った。

「夜はちゃんと寝ねないと、疲つかれが取れませんよー。お伝えした通り、明日からは楽しい楽しい山ごもりですからねー」

「は……はい」

　何だかわからないが妙みように怖こわくなって、ヒデオは大人しく布団に潜もぐった。

（……）

　でも腹が空すいたので、冷蔵庫のメイツを一つ、二つ、食べてから改めて寝た。
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　翌朝、夜明け前にアパートを出たヒデオたちは都会の喧けん噪そうを離はなれ、葉多恵が借りたというロッジのある山奥へと一路。

　そして到とう着ちやくと同時にストレッチにランニング、ラジオ体操。いつものウォーミングアップを終えた小休止の時間だった。

「え……川村さんも？」

　同意を見せたのは世見子だった。葉多恵が外した隙すきに、先せん輩ぱいたちに昨夜の蜘蛛の巣と葉多恵のことについて聞いてみたのだ。

「私もなんだかおかしいとは思ったのよ……いつも寝る前にホットミルクを飲むんだけど、買いに行こうとしたら待ち構えていたように……」

　世見子が繁に向く。

「大谷内さんは？」

「いや、俺は蜘蛛の巣は気付かなかったんすけど……」

　真っ先に抜け駆がけしたのが気き恥はずかしいように、繁が言う。

「実は初日にジュースでも買いに行こうかと思ったら、そういうことありましたね」

　ひそひそ。

　ひそひそひそ。

「おやおや皆みなさん、お揃そろいでなんのお話で？」

「あー、いやいや、腹減ったなーって……」

　慌あわてて繁が言い繕つくろうと、葉多恵は肩かたから提げたクーラーボックスからあの団子を取り出した。

「そうでしょうそうでしょう。皆さん朝ご飯がまだでしたからねー。はいどうぞ」

　もう何個目になるかもわからないが、やっぱりあの団子である。場所を移したからといって、食事の内容は変わらないらしい。

　もくもく、もくもく。

「いやぁー、大自然ってのはやっぱいいっすね」

　朝あさ露つゆに輝かがやく高原の森。眩まばゆいばかりの朝の木こ漏もれ日。草木が香かおるほのかな朝あさ霞がすみと、マイナスイオン。

「うん、メイツもいつも以上においしく感じるよね」

「そうそれそれ、そうっすよね世見さん。特にこのチョコレート味なんか堪たまんないっすよ」

　もくもく、もくもく。

「うんうん、でも私はやっぱりこのヨーグルト風味が好きかな」

　もくもく、もくもくもく……。

　葉多恵はお茶を淹いれながら、にこにことそんな二人の様子を見守っていた。

「そうでしょうそうでしょう、たくさんあるのでたーんと召めし上がってくださいねー。ヒデオさんはなに味がお好みで？」

「僕としては。やはりこの、ストロベリー……」

〝ヒデオ。大だい丈じよう夫ぶ？〟

　何がですかヒキニパ神。

〝……ああ、よくわかったわ。もうだいぶぶっ飛んできてるわね、あなたたち〟

　だから何がですか。

　供えろと？　大ヒキニパ神にこの魅み惑わくのストロベリー風味メイツをお供えしろとおっしゃるのですか？　いかに神とはいえ、それはあまりに酷こくなお言葉ではないでしょうか。そして、ああ、信しん仰こうと物ぶつ欲よくの狭はざ間まに揺ゆれ動く自分。これが神の与あたえたもうた試練なのか……。

〝誰だれもいらないわよそんな真ピンク色した魚の練り餌〟

「……」

　はっ。

　とヒデオは我に返った。

　そうだ。ちょっと待て。

　初めてメイツを見たとき、自分はなんと思った？　おからを握にぎり固めたような……と思ったはずだ。あの頃ころのメイツは、まだ白っぽかった。おからは基本味気ないものであり、様々な味付けに順応できる。適当に味付けされたおからのようなものと思ったから、まだ普ふ通つうに食べられたのだ。

　だが三日目の昨日、睡蓮は魚の練り餌と表現した。おからではなく、そのように濃こい色だったからだ。だからそうと言われて自分たちはげんなりしたし、せめておからと呼んでくれとか、言い返しはしなかった……。

（……）

　それが一足とびに今日のはなんだ？

　ヨーグルト風味、チョコレート風味、ストロベリーにブルーベリー、パインにメロンにハワイアン……アイスクリーム屋のシャーベットの如ごとき彩いろどり。

（…………。）

　……今日、自分は何個食べた……？

「おやおや、ヒデオさん……何か、気になることでも……？」

「……」

　ヒデオは微かすかに息を吞のみ、首を左右に振ふった。

「ヒデオ君食べないのか？　じゃあ俺、いただきっ！」

「大谷内君、それは私が目を付けていたのに……！」

　……。

　なんだ。なんか、二人の先せん輩ぱいの眼めの色が……おかしい。

　先輩たちの皿はもちろんとっくの昔に、そしてヒデオの皿に残っていた団子も、あっという間にその二人に食べ尽つくされてしまう。

「ああ、メイツが……もうないのか、メイツ……」

「はうう、メイツ欲しいよ……メイツ……」

「うふふふ……大丈夫、大丈夫。午前の試練を全すべてこなしたら、またたーんと用意してあげますからねー……ウフフフフフフ……」

　ただのトレーニングが。

　訓練を通り越こし、試練にすげ代わっている……!?

〝……わかった？　ヒデオ〟

　ありがとうございます、やはり大ヒキニパ神こそが世界の真理です……じゃなくて、よくわかった。かなりやばかったようだ。

「ヒ、ヒデオ君……その食べかけのメイツは、もう食べないのか……？」

「いらないのなら、先輩に譲ゆずってくれるわよね？　ね？」

　今度はヒデオが手に持っている団子が狙ねらわれていた。

　……。

「おやおや……？　ヒデオさん、どうしましたか？　さっきまであんなにおいしそうに食べていたのに……？」

　ばくん、とヒデオはストロベリーメイツを一口で飲み込んだ。

　やばい。やばいやばいやばい。

　繁と世見子もやばいが、恐おそらく……その何らかに気付いたと悟さとられたら、葉多恵が一番やばい。そういう色の目をしている。肝きもの話を持ちかけてきたほむらと、同じ気配だ。そしてそのほむらに殴なぐられて平気だった女なのだ。策がない以上、睡蓮も翔香もこの場にいない以上、正気を取り戻もどしたことを今悟られてはならない……！

「や……やはり。その。ストロベリーが、至高かと」

「そうでしょうそうでしょう、ではお残しなく食事が終わったところで……」

　どん！　どん！　どん！

　と葉多恵が背負しよい子こを置いた。大きな石がくくりつけられている。

「四十キロの重おも石しです。これを担かついで、軽ぅく山の上まで走ってもらいましょうか」

　今、葉多恵はその四十キロ付き背負子を片手で置いた。腕うでの力だけで。
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　繁も世見子もさすがに目を丸めていたが。

「どうしましたか皆みなさん。お昼のメイツはいらないと……？」

「まさか！　おやすい御ご用ようっすよ教官！」

「ええそうね、この試練を乗り越えない限り、次のメイツはきっとお預け……！」

　わりに軽々と背せ負おい、二人は道も聞かずに走り出してしまった。

「……さあヒデオさんも、早くしないと先輩たちに置いていかれちゃいますよー」

　とにかく従順でなければ気付かれる。背負う。フラフラするが、まあ、歩けないほどではない。しかし走れるかというと、道が悪いと転ぶ危険性の方が……。

「ほらほら、走らないとこのあたりにはクマが出ますからねー」

　ぐいと葉多恵が何もない手を引っ張ると、茂しげみの中から首輪で引きずられるようにホンモノのクマが転がり出てきた。しかもかなり巨きよ大だいなのが。ヒデオと目が合う。

「グオォ……」

「っ！」

　ヒデオは走った。

　ひぃぃぃ、と本気で心の裡うちに叫さけびながら……。
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「なるほど、確かに面おも白しろい情報だ」

　甲こう山やまが数枚の写真をマホガニーの机に置き、ガスマスクに聞いた。

「少なくともここに写っている何人かは素人しろうとだというわけか」

「そういうこった」

　ジャージ姿が三人、メガホン持ったキモノ姿が一人。

　ヒマを持て余して遊びに出たガスマスクたちが見かけたのは、ごく簡単な運動風景であった。少なくともプロであるならば、ラジオの音楽に合わせて踊おどるような真ま似ねはしない。プロでなければ何か。

　素人だ。

　向こうさんの元からの人員なのか、新たに補ほ充じゆうしたそれかはともかく……目線の配り方や体の動きから見て、場慣れはしていない様子だった。つまりは、ウィークポイントだ。

　しかし甲山はいい顔をしなかった。

「なぜ居場所を突つき止めなかった。連中の拠きよ点てんを」

「そういう契けい約やくはしていない。ま、新しい契約のタネになるかと思って写真は撮とってきたわけだ」

「言われたことしかできん奴やつは、この国では無能と言うんだ」

「俺の国じゃ、無む駄だなことをする奴は馬ば鹿かって呼ばれてたけどな」

　実を言えばガスマスクたちはまかれたのだ。向こうは気付いているそぶりを見せなかったが、ああもめちゃくちゃに走られたのはそういうことだろう。外国人風ふ情ぜいの自分たちが追いかけるには、日本という国はあまりに目立つ。そして自然を装よそおうのなら、クルマで通れないところに逃にげ込まれればそれまでだ。

　だから必要以上の深追いはしなかった。トラップに誘さそい込まれたなんていったら、目も当てられない。

「まあいいだろう。どういう契約が望みだ」

「その写真の公園近辺を張らせてた部下の話じゃ、連中、夜明け近くに東京を出たらしい。向かったのはなんとかいう山の中だそうだ。街中でなきゃ、いくらか派手にやれるぞ」

　甲山が身を乗り出すように、机に肘ひじをつく。

「金はある。最大限派手ならどこまでできる？」

「迫はく撃げき砲ほう、航空支し援えん、戦術核かく、どこまで用意できる？」

　ガスマスクが肩かたをすくめると、甲山も翻ひるがえって同じジェスチャーをした。

　霧也たちの話では、巫み女こは霧也たちの力を観測機器を用いず、肉眼だけで見破ったという。そして古くから霊れいを相手にしてきた家いえ柄がらだという。

　事実なら、なんとしてもそのノウハウを手に入れたい。金であればいくら派手にばらまいても構わないが、その後に欲しい結果は生きたままの捕ほ獲かくだ。ならば当たれば死ぬ戦術核より、使い減りのしないフォース。データも取れる。そして万が一殺してしまったとしても、銃じゆう弾だんよりはアシが付かない。

「いくらかで充じゆう分ぶんだ。明後日あさつて、フォースを連れて行け」

「おいおい、ボーイスカウトは今夜も来るんだろう？　明後日だなんて、逃げられちまうぞ」

「今から向かってもその場所に連中が留とどまっている保証は？」

「ない」

「ではそういうことだ。私は今夜のうちに日本を発たたねばならない。どうしても外せない社のプレゼンテーションでな、帰国は明後日だ」

「アイサー、甲山副社長殿どの。じゃあ俺も明後日までのんびりさせてもらうさ」

　ガスマスクはひらと手を振ふって特等客室を後にした。
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　山道とすら形容しがたい、もはや獣けもの道みちとしか呼べぬ道なき道をヒデオは登る。

「っ……！　っ……！　っ……！」

　全速力で。

「おおっ？　追い付いたなヒデオ君、けど俺だって負けないぞ……！」

「いいえ大おお谷や内ち君、一等賞のご褒ほう美びメイツをもらうのはこの私……！」

　そんな約束誰だれが言ったのかヒデオは知らないが、そういう問題ではなかった。一気に走り去ったヒデオの背に、世よ見み子こから声がかけられる。

「ちょ、ちょっと川かわ村むら君、いくら何でも飛ばしすぎなんじゃ……？」

　気付いていない先せん輩ぱいたちに、ヒデオは息も絶え絶えに後ろを指差した。

「後ろ、をっ……、とにかく、走ってくださっ……」

「「？」」

　二人が振り返ると、どたどたどたどた、と人のものではない足音。

「グォォ……！」

「「～～～～～～～っ!!」」

　クマだった。

　世見子と繁しげるも猛もう然ぜんと走り始める。

「な、な、なっ、なんでクマさんがっ……!?」

「俺が知るわけないっすよ世見さん！　ヒデオ君、教官はどうした!?　まさかっ!?」

　そのまさか、ではないが。

「さあ皆みなさんその調子でどんどん登っていきましょう！」

　まさか後ろからクマに鞭むち打うち、けしかけてくるのが教官その人とは夢にも思わなかったのだろう。

　繁が声を裏返して叫さけぶ。

「何やってんすか教官っ!?」

「何って……鞭を」

　世見子も悲鳴じみた声を上げる。

「そうじゃなくて！　そのクマさんどこからっ!?」

「ああ大だい丈じよう夫ぶ、この子はわたしのペットです、ペット」

「「え？　ああ、なんだそれなら……」」

　と先輩たちが気を抜ぬいたのも束つかの間、葉は多た恵えが笑った。

「先ほど捕つかまえたばかりでかなり気が立ってますけどね！」

「「～～～っ!!」」

　ヒデオたちは一目散で藪やぶの中を登り続ける。

（……）

　そんな中、ヒデオはふと思い出していた。

　田舎いなかの祖父母の家で聞いた話では、クマは上り下りで言えば上りの方が断然得意らしいので、追いかけられたとき上に逃にげるのはＮＧだと。

　極きよく端たんな話、クマは木の上にでも登ってくるのだそうだ。が、ネコと同じで登って降りられなくなることはあるらしい。また思いっきり下り坂を駆かけ下りると、その頑がん健けんな顎あごを持つ頭の大きさ、上半身の重さ故ゆえに、つんのめって転んでしまうことさえあるらしい……と、いうことなのだが。

「行けっ、五ご郎ろう座ざ！　サーチ＆デストロイ！　サーチ＆デストロイだっ！」

　横道に逸それたところで、此こ度たびの相手は一いつ匹ぴきだけではない。果たしてこのノリノリの葉多恵がそれを許してくれるかどうか。

「さあさあこのクマの五郎座くんに捕まった人はメイツ抜きですよ～！　だって五郎座くんのごは……じゃなかった、生しよう涯がいご飯を食べられない体になってしまうかも知れませんからね～！」

　いちいち言い直さずとも同じ意味ではないか。などとツッコミを入れる余よ裕ゆうもなく一行はひた走った。
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　そして地じ獄ごくのような一時間の走り込みのあと。

「皆さん実に見事な走りっぷりでした。これで皆さんは危険なときには逃げるという判断力と、そのための強きよう靭じんな足あし腰こしを手に入れたわけです」

　自分たちの息切れの喘あえぎで、そんな言葉もかなり遠く聞こえる。元より長ちよう距きよ離り向きの生物ではないクマの五郎座くんは完全にバテて、いつの間にか山の中に帰って行ってしまっていた。

「ぜぇ、ぜぇ……つまり、これでまたメイツが……」

「はぁはぁ、そうよね、随ずい分ぶんと頑がん張ばったんだし……」

（……）

　二人は再び何かの中毒者のように、葉多恵を見る眼めの色を変え始める。

「おおっと、お昼にはまだ早いですよー。試練がこの程度で終わると思ったら大おお間ま違ちがいです」

「へへ、とは言えこっちはクマにまで追いかけられたわけっすから、もう怖こわいものなしっすよ……ぜぇ、ぜぇ……」

「はうう、メイツ欲しいよ、メイツ……はぁ、はぁ……」

（……）

　繁はともかく、まともだったときの世見子はもっと清せい楚そで大人しそうな人物であったのに。

〝なんかもういっそエロいわね〟

　そういうことを言わない。

「で、次の試練ってのはなんすか教官……もったいぶらずに、さあ……」

「えー、ではですね」

　葉多恵はどこからか取り出した三本のロープを近くの大木に括くくり付けると、それぞれの端はしで三人の両足首を縛しばり上げる。そして眉まゆをＶの字、ばっ、と着物の裾すそを鳴らして水平線上の彼方かなたを指差した。

「飛べっ」
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「「「……」」」

　ヒデオは元より、世見子と繁も彼女の示した虚こ空くうに瞬まばたきした。

　足を封ふうじられた状態で五郎座と戦えとか言われないだけ良かったが、飛べと言われても人間に羽はない。

　が、大ヒキニパのおかげで多少の正気を保っているヒデオは一人冷静に状じよう況きようを飲み込んだ。ロープは結ばれた木の幹からは随分と余裕があり、そして葉多恵が指差した方角は断だん崖がいの絶ぜつ壁ぺき。すぐ側そばの清流はそこから流れ落ち、目で追うと落差二十メートルほどの眼下には轟ごう音おんを立てる滝たき壺つぼが見えた。

　つまり……。

「……。飛べ、と」

「飛べっ」

　噂うわさには聞いていたしテレビでもそういうアトラクションを見たことはあるが、フックとかヘルメットとかそういう近代的な装備は一いつ切さいなく。

「あっ、世見さん、あんなところに!?」

「本当だわ、あれは!?」

　滝壺の少し下流の河原に、お月見の団子でも載のせるようにそんな台が一つ。

　葉多恵が言った。

「獅し子しは我が子を育てるのにまず千せん尋じんの谷に突つき落」

「ヒャッハー、メイツだぁ!!」

「イエス、ウィー、キャン！　フライ!!」




　ドボーン!!




　ビシャーン!!




「……」

　二人とも、葉多恵の話の途と中ちゆうで身を投げてしまった。

「……あの。葉多恵さん」

「はいはい、なんですかヒデオさん」

「二人とも。……その。返ってこないのですが」

　こう……びよ～ん、と。

「それはまあ、ただのロープですから」

　どうりで懐なつかしい、学校の綱つな引ひきのときの匂においがすると思った。

「と、いうか。浮うかんで、こないのですが」

「この高さだと水面がコンクリート並みに固くなるらしいですからねえ」

　不ふ憫びんなのは、初対面のときの世見子の印象、どう見てもこういうキャラクターではなかったということだ。のっけから翔しよう香かに殴なぐられていた繁はともかく……。

「で？」

　？

「……。で、とは」

　ずいずいずいと葉多恵が詰つめ寄ってきた。

「あなたは何をしているんですヒデオさん？　あそこにあんなにおいしそうなメイツがあるのに……？」

　なぜ？　なぜ飛ばないの？　ねえねえなんで？　不思議だな～、どうしてかな～？

　そんな思いっきり訝いぶかしむ様相で顔を覗のぞき込んでくる。

「つ……つまり。その。お話の、途中だったので。なんのための訓……試練かを意識しておいた方が、より効果があるのではないかと。そう、思った次し第だいであり」

　よし、今のはいい切り返しだった。

「なるほどなるほど、それは殊しゆ勝しような心がけ。いいでしょう、では一つお教えしますと、人は死に直面すると走そう馬ま燈とうを見ると言います。これ即すなわち生きようとする生物の本能でして、長い人生を一いつ瞬しゆんにして垣かい間ま見みるというのは大変な集中力なわけです」

　えっちらおっちら繁と世見子、二人のロープを一度に引き上げながら、葉多恵が解説する。

「えーと細かい部分は忘れましたが、まあそうした疑ぎ似じ臨死体験を経ることで普ふ段だんから脳内麻ま薬やくやらがたくさん出で易やすくなり、集中力が増すとかそんな話だったような気が」

「どこのグラップラーを育てる気ですか」

　ぴたり、と葉多恵の手が止まる。くるーり、と疑いの眼まな差ざしがこちらを向く。

（……）

　やばい。

　今の自分は正気であってはならないのだ。メイツと聞けば何かの犬のように涎よだれを垂らし、その姿を見たのならこの綱を引きちぎってでもそれを頰ほお張ばらねば気が済まない……そういう存在でなければならないのだ。

　葉多恵が手を放した途と端たん、目を覚ました二人の先せん輩ぱいが悲鳴を上げながらまた滝壺に落下する。

「ちょっとお尋たずねしますがヒデオさん」

「……。何、か」

「過去一年以内にアンフェタミン、メタアンフェタミン系の薬物を使用したことはありますか？」

　いいえ、と首を振ふる。

「では過去に自白剤ざいとかの抵てい抗こう訓練を受けたことはありますか？」

（……）

　わざわざこう質問してくるのだから、全部イイエと答えたらなおさら怪あやしまれる。ハイと答えればそういうものかと納なつ得とくしてくれる流れではないのだろうか。

「……実は。少し」

「ああそうでしたかなるほどなるほど。普通ではない目付きと思っていましたが、なかなかヘビーな過去をお持ちのようで……はてさて」

　葉多恵はメイツを一つ取り出すと、何やらパラパラと白い粉をかけた。

「……何でしょうか。それは」

「メイツです」

「ではなく。その、白い粉は」

「あしたのもとです」

「いや。あのＬ・グルタミン酸ナトリウムを主成分とした調味料であれば。そうした粉末状ではなく、針状結けつ晶しようの様相」

「いいから食えっ！」

「もぐっ」

「そして飛べっ!!」

　どん、とドロップキックで思い切り蹴けっ飛ばされる。

　あ、と思ったときには浮ふ遊ゆう感。

　そうしてまずヒデオの脳のう裏りをよぎったのは、幼よう稚ち園えんの頃ころのことだった。

　あれはそう、確か五歳の誕




　ずぼっしゃーん!!




（…………。）

　走馬燈なんて噓うそっぱちじゃないかと思いながら、ヒデオの意識は体と共に滝たき壺つぼに沈しずんでいった。
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　結局あの後も何度か引き上げられては落とされを繰くり返し、メイツはお預けのまま、帰りは急流を遠泳という名の下もとに延々流され、上陸しては再び五郎座くんに追いかけられ……ようやくロッジに帰り着いたときには、とっぷりと日が暮れていた。

「……もう、だめ……私もう、一歩も動けない……」

「ビリー教官のブートキャンプでも、ここまできつくは……、なかったっすよ……マジで……」

「……」

　ロッジに入るなり、ヒデオたちは三者三様、死ぬように倒たおれ込んだ。

「はいはい皆さんお疲つかれ様でしたー。ご飯の用意ができてますからねー」

　調理場から漂ただよってくるいい香かおり。アパートで嗅かいだメイツを作っているときのそれではない。

　葉多恵がテーブルの上に手て際ぎわよく配はい膳ぜんしていったのは、山菜たっぷりの炊たき込みご飯。尺はあろうかという岩いわ魚なの塩焼き。具だくさんの豚とん汁じると、少々の漬つけ物、デザートは色取り取りのフルーツが入ったヨーグルト。

「「「……」」」

　久方ぶりのまともな食事。メイツの怪しげな魔ま力りよくではない純じゆん粋すいな食しよく欲よくに、三人の空腹と喉のどが鳴る。

「さあどうぞ召めし上がれ」

「「「いただきますっ」」」

　それまでの疲れなどどこへやら。今日一日で失ったエネルギーを全すべて取り戻もどさんと、三人は旺おう盛せいに食べまくった。

「このワラビおいしいっ！」

「俺一度でいいからこういうでかい魚の姿焼き、丸ごとかぶりついてみたかったんすよ！　最高～！」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の葉多恵がそれをニコニコと見守っている。

「はいはい、お代わりはどれでもたくさんありますからねー。食事が終わったらいつもの座ざ禅ぜんと瞑めい想そうをやって、今日は終わりにしましょう」

　そして食べ終わった後、ロウソク代わりにランタンを一つ床ゆかに置き、それを囲んで座禅と瞑想。もう一つ今までと違ちがうのは、何かの香こうを焚たいているということ。アロマキャンドルのような強い香りではなく、わずかに甘い。

「……」

「……」

「……」

　いつもと違う感覚。

　眠ねむ気けではなく、すぅっと何かに引き込まれていくような。

「これがいわゆるトランス状態です」

　一人正座の葉多恵が言った。

「最近の若い人たちは信じるということをあまりしませんので、ネタバラシしておきますと……今日行ったことの全ては、この状態を作り出すことが目的だったのです。逃にげるという一心、メイツを手に入れる一心、飛び込む刹せつ那なに生きようとする本能に訴うつたえかけ、激流に吞のまれ全ての体力を使い果たした皆さんは休息を得たい一心でここに辿たどり着きました」

　確かにわかる。何か一つのことで必死になるということ。それがつまり集中力。そしてそれが精神力に繫つながる。だが今の時代は全てが安全で、安心で、集中力という人間に本来備わっている機能を余すことなく発揮できる機会がなかなかない。

「まあ、むかーしむかしの人たちは他ほかに余計な情報も雑音もない中に暮らしていたので、意識すればこの程度のちょっとしたトランス状態には容易に入れたわけですが……皆さんが今日まで食べてきたメイツは、そのきっかけのようなものだったわけです」

　ぽん、と葉多恵が一つ手を打った。

「さて目を開けてください。世見子さん、あなたはダウジングもできるとか」

「え？　はい……と言っても、そんな正確でもないんですけど……」

　気が付くといつの間にか、世見子の目の前に紙コップが並んでいた。雑多に十個。全て伏ふせられた状態である。

「私はビー玉を一つだけ隠かくしました。どこに隠れているか、ちょっと探してみてください」

「はい……それじゃあ……」

　世見子は首に掛かけていた鎖くさりの長いペンダントを外すと、それを手の平からまっすぐに下げ……その振ふり子を水平方向にくるくると回すのだ。

　通常のダウジングの振り子が、揺ゆれることで対象物の存在を視覚的に知らせるのとは違い……それ自体が三百六十度を回転し、レーダーが機き影えいを探すかの如ごとく。

「……え？　あら？」

　世見子が顔を上げたのは、紙コップではなく部屋の片かた隅すみに伏せられている。防火バケツの方だった。立ち上がった葉多恵がそちらへ行ってバケツを開けると、ビー玉が一つ、入っていた。

「お見事」

「「……」」

　啞あ然ぜんとしたヒデオは我に返るなり、繁と一いつ緒しよになって紙コップを全て開けていった。しかし中身は消しゴムやらキーホルダーやら洗せん濯たくバサミやら硬こう質しつゴムボールやら……ビー玉は一つとして、入っていなかった。

「うそ……私、こんな正確に探し物できたことなんてなかったのに……」

　自分自身驚おどろいて振り子を見み詰つめる世見子に、感心したように葉多恵が笑う。

「差し当たってスーパーボールあたりに引っかかると踏ふんでいたのですが……試ためしたわたしが言うのもなんですが、ここまでとは大した才能です」

「お……おおぉー、世見さんすごいっすよ……レベルアップっすよ！　レベルアップ！」

「かく言う繁さん、次はあなたの番です」

「え？　俺っすか？」

　葉多恵が今度は、手の平に載のるほどの木き彫ぼりの観音像を取り出した。随ずい分ぶんと古ぼけていて、錆さびた金属片へんが刺ささっている。いや、ボロボロすぎてよくわからないが、ひょっとして折れた小こ太だ刀ちか何かだろうか。

　一人それを見み抜ぬいたような繁が、青ざめた顔で固かた唾ずを吞む。

「……また随分と……罰ばち当あたりなものを用意してきたっすね、教官……。完かん璧ぺきに憑ついてるじゃないっすか、とんでもないのが」

「はいその通り。実はこう見えてこのわたしも仏門に下る者でして、このお姿には心を痛めている次し第だい……罰当たりにも観音様に取り憑いたこの悪あく霊りよう、どうぞ祓はらってみてください」

「俺が……っすか……」

　だが迷いは数すう瞬しゆん。繁は意を決したような表情で立ち上がる。

　……。

〝ヒデオには見えないわね〟

　見えない。全く何も。罰当たりなのはわかるが……。

〝今まであなたが睡蓮と見てきたのとは、比べものにならないレベルよ。いい？〟

　不可視の位置にいるノアレが、すっとヒデオの目の前に手を横切らせる。

「っ!?」

　一瞬見えた、その異形。そして感じたあまりの寒気に、ヒデオは座ったまま腰こしが抜けそうになった。

　世見子がきょとんとしている。

「え……？　川村君にも、何か見えるの……？」

「や。いえ。は。つまりその。とんでもない、ものが」

　同じ霊れい能のう者しやでも、やはり分野、ジャンルが違えばそういうものなのだろう。

　一瞬だったが、見えたのは鎧よろい武む者しやだ。それも矢や尽つき弓折れたかのような、首のない、血ち糊のりさえも鮮あざやかな。

　今まで、雑霊だ低俗霊だと見てきたが、ここまではっきりカタチを持った霊は初めてだった。初仕事のときに睡蓮が言っていたが、見えるということは見られるということ。ノアレに長く見せてもらえなかったのはこの際、幸運だったに違ちがいない。

「臨りん」

　観音像に面と向かった繁が、両手で印を切っていく。

「兵びよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、列れつ、在ざい、前ぜん！」




　パァン!!




「おぉ……素す晴ばらしい……」

　やはり葉多恵が感心したように目を丸めた。

　観音像に刺さった小太刀が、粉こな微み塵じんに砕くだけ散ったのだ。ヒデオは、それを見せられたときから感じていた寒気が、少し収まったような気がした。

「う、お……すげ……。じっちゃんみたいな真ま似ね、ほんとに俺にもできちまったよ……」

　そう言った直後に、繁ががくりと膝ひざをつく。

　九く字じの印を切ったその一時だけで、繁は全身にどっと汗を搔かき、肩かたで息を切っていた。それほどまでに集中力を発揮し、精神力を酷こく使ししたのだろう。そして繁も、やはり一いつ端ぱしの霊能者ということなのだろう。

「いやはや、素晴らしい。大したものです。これで観音様は元通り、あの落ち武者もようやっと成じよう仏ぶつできることでしょう。ありがたやありがたや……」

　粉と散った小太刀の破片を払い、布にくるむ葉多恵。

「……しかしさすが帝みかどのお膝元、神霊班ってこの今の時代にほんとにすごい方ばっかりですね。いやはや、感心しました」

　さて、と葉多恵の目がヒデオを向く。

「召しよう喚かん師しでしたっけ？」

「はい。あの……いや、その」

「さすがの私もその方面にはあまり詳くわしくないんですけど、とりあえず今まで呼べなかったような何か、呼んでみますか？」

　何かって……。

　じゃあせめて場を濁にごらせないよう、適当に大ヒキニパあたりを。

「始終あなたの側そばにいる黒い女の子は抜きで」

〝……ですってよ〟

　見み抜ぬいているのか。やはりただ者ではないこの女性。

〝ま、適当なんて言われたら私だって出る気ないけど。それにここって電気も来てないし圏けん外がいだから、ウィル子も難しいでしょうね〟

　さりとてそうなると他ほかに誰だれが。

（……）

　まあいいだろう。二人の先せん輩ぱいは如によ実じつにレベルアップを果たした。このいい流れ。そしてこの厳おごそかな空気。自分だって世見子や繁と同じ試練を乗り越こえたのだ、何かはわからないがきっと何かを呼び出せる。

　そんな気がするに違いない……！

「っ……」

　一度目を伏ふせたヒデオは先ほど座ざ禅ぜんを組んだときの、すっと引き込まれるような感覚を思い出し、その流れに身を任せた。

　そして意識を一点に集中する。

　我が意志に応こたえよ。まだ見ぬ大精霊よ、我が呼び声を聞け、我が命に従い、今こそ我が前に現れ出でよ……！

「「「おおぉっ……!?」」」

　三人の声に、は、と目を開け顔を上げると、そこに。

「で。なんの用？」

　白銀の少女が宙に浮ういていた。

　エリーゼ・ミスリライト。

　首にナプキン。両手にソースの付いたナイフとフォーク。明らかに食事中だったらしい。

「……」

「なんか必死にやばげに困ってるような声が聞こえたから、べ、別に心配したわけじゃないけど、まあ暇ひまだったし、わざわざ来てあげたから有り難がたく思いなさいよね。敵はどこ？」

　と。気付いたように慌あわててナイフとフォークを放ほうり投げてナプキンを外し、周囲を見み渡わたすエリーゼ。だが敵なんて、当然そんなもの、いるはずもない。

　そういう状じよう況きようを、何となく察したようにエリーゼが言う。

「……川村ヒデオ。もう一度聞くけど、用件はナニ？」

「……いや。その」

「あ？」

　びき、とひび割れるように、あからさまにエリーゼの表情が悪くなる。

「いや。つまりです、その」

「会社の仕事片付けてようやく大好きな煮に込こみチーズハンバーグをこれから一口食べようって時にわざわざ呼び出した用件はナニ？　って聞いてんのよ？　おわかり？　帰ってハンバーグ冷めてたら超ちようコロス」

[image: ]

　……。

　さっきは暇だって言っ

「ア!?」

「いえ……つまりその。……………………特には」

「シネっ!!」




　どごしゃあっ!!




「このカス!!　たかが就職できたくらいで舞まい上がってんじゃないわよ木こっ端ぱ役人風ふ情ぜいが!!」

　がすっ！　がすっ！　がすっ！

「たかが！　ヒキニートが！　我が命に！　従えだとか！　えらっそうに!!　言ってたのが！　何よりムカツクカスボケクズ!!　シネ!!　埋うまれ!!　使用済み核かく燃ねん料りようのように埋まってシネ!!」

　がすっ！　がすっ！　がすっ！　がすっ！　がすっ！　がすっ！　がすっ……！

「役人なら役人らしく今度呼ぶときは大量発注とかハコモノとかそういうおいしいハナシを持ってきなさい、いいわねゴミ。はい返事」

「はっ……、はい………、すみませっ……でし、た…………」

「はいよくできました、さようならシネっ」

　ごすんっ!!　と最後に一発強きよう烈れつな蹴けりを見み舞まって、エリーゼは姿を消し去った。同時にヒデオの意識も消え去った。

「……え……っと……川村君……？　川村君……？　大だい丈じよう夫ぶ……？」

「は……はは……、精せい霊れいって、おっかないんすね……なんか…………マジで」

「……えー。では本日の合宿メニューは、全すべて終しゆう了りようということで。お疲つかれ様でした」
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　翌日。

「ちょっとおじさん、こんな夕方に呼び付けてピクニックって……」

　美み野の里りがポニーテールを振ふって抗こう議ぎの声を上げる。

「おじさんじゃない。お兄さんだ」

「この格好をさせたということは、ただのピクニックではないわけだ」

　そう言った霧きり也やも、水みず姫きも、ナイトも。フォース全員がすでに例の制服姿。

「昨夜ゆうべ話しただろ。コードネーム魔ま眼がん。奴やつに奇き襲しゆうを掛かける」

　水姫が心配そうな顔をした。

「でも甲こう山やまさんは昨夜、自分が帰ってくるまで何もするなって言ってましたよ……？」

「俺も昨日言われたんだよ、この国じゃ言われたことしかできん奴は無能だってな」

　美野里が言った。

「だからってね、やるなって言われたことをわざわざやるのは違ちがうと思うよ」

「巫み女こってのはモンスターを呼ぶ。魔眼はビームを出す。それで、お前らあの二人相手にどうだった？　ちなみに俺たちはしっぽを巻いて逃にげてきた」

　四人が四人とも、口を噤つぐむ。

　どう考えてもあの二人には勝てなかった。勝てる気がしなかった。そういう忸じく怩じたる思いがあるからこそ、言い返せない。

「今回は魔眼一人だけ。しかも他ほかは素人しろうとだ。居場所も割れていて、連中はまだ動いていない。だが明日はわからん。また巫女と合流する可能性もある」

　これが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかも知れない。そう言っている。

　霧也が口を開いた。

「戦争じゃ、独断専行で失敗した例もたくさんあるだろう」

「上の都合で勝てるはずが勝てなかった例も山ほどある。言っとくが副社長は財界人としては優ゆう秀しゆうらしいが、作戦指揮官としては無能だ。獲え物ものが目の前にいるってのに、パーティーが大事だなんて言う将軍が信用できるか？」

　フォースから見れば、ガスマスクたちはあくまで雇やとわれの部外者。フォースを立ち上げたのは甲山であり、ガスマスクの言葉を借りれば最高司令官は甲山のはずなのだ。そこに抵てい抗こうがあるのだろう。

「……ま、嫌いやならいい。またレイスでも集めてろ。俺たちだけで行ってくる」

　なかなか煮にえ切らないので見誤ったかと、ガスマスクが肩かたをすくめたそのとき。

「待て」

　それまで寡か黙もくにしていたナイトだった。

「……あんたはどうして奴にこだわる」

「やばい橋渡わたってるのは俺たちも一いつ緒しよだ。この先、魔眼と巫女が一緒のときに行けって言われるよりはリスクを減らせる。うまく確保できりゃ、副社長からそれなりに金もふんだくれるだろうしな」

「……わかった。俺は行く」

　ナイトの言葉に、他の三人は戸と惑まどいの声を上げる。

「偵てい察さつや何かだったら気乗りはしなかったが……やるんだろう」

「ああ、やる」

　ガスマスクが胸を張って答えると、ナイトは独りごちながら車両の後ろに乗り込んだ。

「また会うこともある……そう言ったのは奴だ。なら、こっちから会いに行ってやるさ……」

　お前らは？　とガスマスクは残る三人を振り返った。ポニーテールが肩を落としながら前に出る。

「もう、しょーがないわねー。予定ないから別にいいけど、あたし怒おこられるのやだからね。おじさんが責任取ってよ」

「お兄さんだ」

「えっと、じゃあ……私たちも？　霧也くん……」

　水姫に言われ、霧也が顔を押さえるように眼鏡めがねの橋を持ち上げる。

「確かに、この人の言うことにも一理ある。それに僕たちは四人揃そろってのフォースだ。仲間が戦っているときに、自分だけ安全なところにいられるはずがない」

　これでフルメンバー。

（……）

　負けたとしても連れて帰ればデータは取れるのだ、甲山の方も文句はあるまい。そう思いながらガスマスクは最後に車両に乗り込んだ。
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「ふむ。……ああ。ああ、わかった。いや、それ以上はもう結構だ。あとはこちらに任せててくれたまえ。では」

　いつものようにデスクで電話をしていた那な田たが、いつものように受話器を置く。

「よし、餌えさにかかった」

　それぞれ暇ひまにしていた翔香、里さと八や、睡すい蓮れんは妙みような物言いに彼の方を振ふり返る。新聞を畳たたみながら聞いたのは翔香だった。

「なんです、餌って」

「ヒデオ君たちのことだよ」

　その言葉に、察しを付けた里八が呆あきれたような声で言う。

「まさかとは思うが主任……加か賀がたちをわざわざ山の中で修行させたのは」

「一週間や二週間で強くなれるなら、人間誰だれしも苦労はせんよ」

　頭に？を浮うかべながら睡蓮が尋たずねる。

「つまり……どういうことでしょう」

「人気のないところならば狙ねらわれ易やすい。早朝の霞かすみが関せきで君が狙われたようにだ」

　那田は葉多恵に注文していた。最初のうちは、なるべく目立つ公園などでトレーニングを行うようにと。

　すると初日の午前中にいきなり手て応ごたえがあった。葉多恵から、妙な外国人に監かん視しされたのだがそれはこちらの護衛か何かか、と質問を受けたのだ。あまり好意的な視線ではなかったので、ランニングがてら適当に撒まいたと葉多恵は言った。

　またその車両を見かけるようだったら詳しよう細さいな特とく徴ちようを知らせるように告げると、葉多恵はなんと運転手の顔付きで車両の写真を送ってきた。それはこちらで処理するので、予定通り、四日目から合宿の場所を移すように那田は言った。滝たき行ぎようもできる山のロッジを確保してあるからと。

　火器を使用しても他に聞こえぬほどの人目に付かぬ山奥、襲しゆう撃げきには最高のシチュエーション。日中の都会に臆おく面めんもなくフル装備で現れるほどのプロが、このチャンスを見み逃のがすはずはない……那田はツテを使って葉多恵から送られてきた写真の車両を張らせ、今それがヒデオたちのいる方面へ向かったとの連れん絡らくを受けた。

「だから君たちという切り札を、わざわざ待機させていたのだよ。今から向かえば彼女たちと君たちとで挟きよう撃げきできる」

「なるほど、つまり合宿は初めから敵と接せつ触しよくするための罠わな。鉈なたであるのに剃刀かみそりとはこれいかに……頭の切れは健在なようだ」

　感心するやら呆れるやらの里八に続き、翔香が聞く。

「ちょいと局長……それ、世見ちゃんたちには」

「はっはっはっ。長は谷せ部べ君。君は釣つりをするのに、餌に向かって君は餌だと言い聞かせるのかね？　そんな残ざん酷こくな真ま似ね、私にはとてもとても……」

「餌にすること自体残酷でしょうがっ!!」

　翔香が上からゲンコツを振り下ろすと、那田はデスクに顔面を強打し２ヒットコンボが決まった。

「大体あたしゃ釣りもしませんよ」

「あー……、そうかね。だがヒデオ君の話では、武装集団はともかく高校生たちは生死のやりとりに慣れていないということだった。それに本当に葉多恵君が君の報告通りで、ヒデオ君が噂通りの精せい霊れい使いなら最悪でも命の心配はあるまい。いいから行ってきたまえ、秘密の組織との貴重な接触の機会だ」

　すると気付いたように翔香は言った。

「……局長は？」

「悪いが今日は人と会う予定があってね」

「誰とです」

「政府の高官とだよ」

「局長だって政府の高官じゃないですか」

　那田は一つ溜ため息いきをつき、言った。

「これは極ごく秘ひ事じ項こうなのだが……まあ、ここにいる君たちならば心配あるまい。具体的には警察庁と防衛省の人間と、こちら側の役人同士での非公式の会合があるのだよ。今はまだ現場レベルでの話し合いだが、メガフロント周辺での怪かい異いの多発について、我々の今後を決める重要な……」

「ほう」

　翔香はやおら那田の背広に手を突つっ込むと、幾枚かのチケットを取り出した。

　完全会員制パブ、ウサギ屋の飲み放題パス。期限は今日までとなっている。

「ほほう」

「落ち着きたまえ長谷部君」

「ほう？」

「君は何か大変な誤解をしているのではないかね」

「ほうほうほう」

「なぜ自分の席に戻もどりそんな物ぶつ騒そうなものを持ち出」

　ガッ!!

「あんたって人は可愛い部下を罠に使っておいて自分は趣しゆ味みの接待かッ!!」

　ガッガッゴッ！

「ああもう税金ッ！　税金がッ！　こんな高官の給料と退職金にも税金ッ!!　国がやらないならあたしが仕分けてッ!!　この世から仕分けてッ……!!」

　ガッガッ！　ゴッ！　ガッゴッ！　ガッ！

「落ち着け長谷部、給料泥どろ棒ぼうはお前も似たようなものだ」

「それに長谷部先せん輩ぱい、一発目がくりてぃかるひっとで局長がすでに動いていません」

　世見子や繁のような抑おさえ役がおらず、担たん架かを呼ぶ声もなく。ひとしきり翔香の気が晴れたところで、三人は無音の那田を一人残しオフィスを出発した。
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　月のない夜だった。

　山中には風が揺ゆらす木の葉の音だけ。月が出ていたとしても、厚い森を抜ぬけて届くかどうか。

　いや、届いた。雲の切れ間から木こ漏もれ日のように月光が差し、茂しげみに潜ひそんだガスマスクの偏へん光こうレンズを鈍にぶく光らせる。

《テールよりリーダー、周辺に異常なし》

《ライトクリア》

《レフトクリア》

「リーダーより各隊、オールクリア。現状を維い持じしろ。四十秒後にフォースが突とつ入にゆうする。追ってセンター、レフト、ライトだ。合図は俺が出す」

《ラジャー》

《ヤー》

　静せい寂じやく。

　木造の山小屋からも物音は聞こえない。中には電灯の明かりも見えない。光源はあるが位置が低い。煙えん突とつから煙けむりは見えない。暖だん炉ろではなく床ゆかかテーブルにトーチが点ついているか。

　ただの制圧なら簡単だ。切り込みはフォースではなくフラッシュバン。そして一気に突入。それでケリが付く。が、今回の切り込み役はボーイスカウトたちだ。藪やぶを突つついて何が出てくるか。

「５、４……」

　３、２、１、とハンドサインの指を減らしていき、最後に手の平を前へ投げ出す。

「シルフっ!!」

　霧也が衝しよう撃げき波はのような突風でドアを破る。

「ウンディーネ！」

　水姫がシャボンのような水の膜まくで、中に飛び込むナイトと美野里の前方をバリアする。

　さて次に何が起きるか。

「……」

　三秒が過ぎ、五秒が過ぎ。

　アクションの気配がない。接敵したにしては反応が遅おそすぎる。無線から呼びかける。

「どうした、空から振ぶりか。やられたなら悲鳴くらい上げてから死ねよ。こっちからじゃ状じよう況きようがわからん」

《いや……それが、なんて言ったらいいか……おじさん、ちょっと来てよ》

　ポニーテールの戸と惑まどう声に、ガスマスクは溜息がてら二人ほど部下を連れて立ち上がった。フォースはすでに全員踏ふみ込んでいるが、一応癖くせのようなもので、上下左右、油断なく踏み入れる。

「クリア」

「クリア」

「クリア……で、なんだこりゃ」

　そちらに銃じゆう口こうを向けたままガスマスクは呟つぶやいた。公園でラジオで踊おどっていた連中、いるにはいるのだが。

「「「へらへらへら……」」」

　ぼうっと浮うかび上がるようなランタン火を囲み、都合三名が死んだ魚のような目でへらへらと笑っている。

　傍かたわらには何かを焚たいたような跡あと。

　ナイトが呼びかける。

「魔ま眼がん！　おい、魔眼！　一体何の真ま似ねだ！　それで俺たちを騙だませるとでも思っているのか!?」

　へらへらへら。

　ばばっ、とナイトは飛び退のいた。

「っ……油断するな！　こいつらは今、トランスレーションしている！　間ま違ちがいない！　高い精神集中状態が、能力を何倍にも膨ふくれ上がらせる……！」

「要するに……いや、まあいい……」

　眼鏡めがねに手をやり、困こん惑わくする霧也の声。

「それより、何よこの匂におい……」

　美野里の言葉に頷うなずき、水姫が眉まゆをひそめた。

「頭が痛くなりそう」

　ガスマスクはガスマスクを付けているので、匂いはわからない。バラクラバを被かぶった傍かたわらの部下を向く。

「マリファナの匂いに似てますが」

「ファ～ック……キマってるってことか、こいつら」

　ガスマスクのキャニスターを緩ゆるめると、確かにそんなような匂いが入ってきた。

「……いや、確かにマリファナに似てるがこりゃ違うな。なんだ？」

　へらへらへらへら。

「まーわからないでしょうねー。それはわたしこと葉多恵ちゃん特製の薬香ですから」

　二階へ続く階段から、巫み女ことは違う民族衣装の女が降りてきた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。わたししか作れないものなのでいかなる機関にもサンプルは存在せず、同時にいわゆる覚かく醒せい剤ざいや大たい麻まとも成分的に類似しない特とく殊しゆな何かですのでいかなる法律にも取り締しまられることはありません」

　とは言え三人のこのキマり具合、あまり有り難がたいものでないことだけは確かなようだ。

　ガスマスクは女に銃口を向けながら、要点だけを切り出した。

「この三人はもらっていく。そこにあんたも含ふくめていいか？」

「それはできないご相談。ちょっと早いですが、これから最終試験じゃないですか」

　楚そ々そとしたその女、座する三人の誰だれより、一等ひどい笑えみを浮かべてみせた。

「手塩に掛かけたこの五日間、さあてどれほどに育ったか見せてごらんなさい……な、っと」

　女が一つ柏かしわ手でを打つ。魔眼を除く二人の男女、ぴたり薄うすら笑いをやめると、真顔、眼めの色を失った様子で立ち上がった。

　ガスマスクが無言のままロッジの外に転がり出ると同時、反応が遅おくれた二人の部下は鋭するどい突つきと蹴けりでダウンする。

「……やはりヒデオさんは効きが薄い。あの黒いカミの仕し業わざですか……」

　小さな言葉は、戦せん闘とう状態に陥おちいった階下の誰にも届くことはなかった。
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〝……ヒデオ。ヒデオ、ほらお客さんよ。いい加減起きなさい〟

　ひきにぱー。ひきにぱー。

〝……〟

　ひきにぱー。ひきにぱー。ひきにぱー？

〝…………私もエリーゼみたいなキレキャラに宗しゆう旨し替がえしようかしら〟

　ビクッ。

〝もういいわ、口も利きけないんじゃつまらないもの。ちょっとひどいわよ〟

「っ……!!」

　全身から頭の中から、爆ばく発はつしたような衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐる。あまりにすごくて、一いつ瞬しゆんで目が冴さえた気分だが……同時に衝撃のひどさに、めまいを起こしたように視覚も聴ちよう覚かくも遠い。

〝クスリを無理矢理抜ぬいてやったわ。さあ起きなさい〟

　やがて視界がはっきりしてくると、座り込んでいるのは自分だけ。他ほかは戦っているか、倒たおれている。具体的に倒れているのは、武装集団の二人。

　そして繁と世見子が睡蓮ほど流りゆう麗れいではないが、彼女と同程度の速度でフォースの四人と戦っている。

「ちょっと、何よこの二人!?」

「気を付けて美野里ちゃん……！」

　ポニーテールへ放った繁の拳こぶしが、リボン付きの呼んだ水の壁かべに遮さえぎられる。

「喝かつッ!!」

　凄すさまじい気合いを込こめて繁がもう一度掌しよう底ていを叩たたき込むと、水の壁がシャボンのように弾はじけ飛んだ。

「ノームさんノームさんっ!!」

　追撃を、床ゆか下したから生えた石柱が阻はばむ。防戦一方のところを、横合いから世見子のペンダントが一いつ閃せん。あろうことか石柱を斬きり砕くだく。

「もう一度ノームさん！」

　直下からアッパーカットのように石柱が突き出し、繁と世見子を天てん井じようまでも突き上げ、押さえ付ける。

「霧也、ナイト、いまっ！」

「シルフ!!」

「邪炎龍サラマンダー!!」

　間かん髪はつ置かずメガネと世界観が二人を同時攻こう撃げき。それで決着だった。

（……）

　大体わかったのは、四人の連係。

　ポニーテールが攻撃を引き付け、リボン付きがそれをサポート。隙すきを見て攻撃に特化しているメガネと世界観がその威い力りよくで一気にケリを付ける。

　ヒデオは何だか、格闘マンガの鮮あざやかな一幕でも見るような錯さつ覚かくに囚とらわれていた。

「大だい丈じよう夫ぶか、美野里。水姫」

「あたしは平気。ミズキチは？」

「うん、大丈夫」

　メガネ……霧也と呼ばれた少年が小さな溜ため息いきをついた。

「以前の巫女も強かったが……」

「だね。巫女さんほどじゃなかったけど、この二人ってなんか……」

「ちょっと違う意味で人間離ばなれしてたね……」

　美野里と呼ばれていたポニーテールと、水姫と呼ばれたリボン付きが同意し、頷うなずく。

　そんな疑問を的確な言葉で表したのは、世界観……ナイトという名の少年であった。

「……この二人に殺意はなかった。意図的に作り出されたトランスレーションを利用され、操あやつられていたんだろう」

　ナイトが葉多恵を見上げると、他の三人の視線も集中する。

「なるほど良い目をしています、少年探たん偵てい団だん。少し舐なめちゃってましたねー。その通り、薬香で少々リミッターを外しましてですね……この場を切り抜けられるようでしたら、こっそり下僕に仕立てようかと思っていたのですが」

　霧也が言った。

「そんなことより聞きたいのは、あなたたちが何者かということだ」

「わたし？　わたしは非常勤で呼ばれただけのただの指導教官でして」

「僕たちは真ま面じ目めに聞いているんだ」

　確かに彼女が相手では、まともな話し合いは難しい気がする。

「……終わったか？」

　入り口の向こうからガスマスクが顔を覗のぞかせる。

「お前ら格闘選手にでもなったらどうだ。それでなくてもショーだけでも稼かせげるだろ」

「精せい霊れいさんは見せ物じゃないの、おじさん」

「……おい、お前ら何気を抜いてんだ。一番ヤバイのがまだ生きてるぞ」

　用心深そうな彼と、偏へん光こうレンズを挟はさんで視線が合った。




「魔ま眼がん……!!」

　まあ待て世界観、そう意気込むな。

〝さあ、どうするのかしら〟

　先日の教訓を得て一いつ切さい油断のない少年たちが相手では、今から勝ち目はない。サングラスも今はない。そして彼らがどう出るかはともかく、怖こわいのはガスマスクたち。発はつ砲ぽうは予期せず人命を奪うばう可能性がある。まずそれを撃うたせてはならない。やはり鍛きたえ方が違ちがうのだろう、倒された二人の傭よう兵へいももう意識を取り戻もどし起き上がっている。

（……）

　使える武器はなんだ。

　まず先回彼らに植え付けた恐きよう怖ふ心しん。ただならぬ闇やみの世界の人物であるという、その偶ぐう像ぞう。もう一つあるとすれば……。

（そう）

　圧あつ倒とう的不利なこの状じよう況きようこそが武器。霧也という少年の言葉から得た、彼らもまたこちらの素す性じようを知りたがっているという事実。ならば交こう渉しようは充じゆう分ぶんに可能だ。情報が欲しいからこそ、圧倒的優位にある彼らの攻撃の手は、油断ないながらも止まっている。

　今わかる状況の中では交渉が最善。わからないことを考えても仕方ない。後のことは後で考えるとして、繁と世見子の安全だけでも確保したい。ならば真っ向から言う他あるまい。

「えー、というわけでヒデオさん。わたしは正職員ではありませんし、今のところ皆さんの訓練だけを言われているのでこの先どうしたものか」

「いえ、充分です。この先は僕がヒキニ……引き受けますので」

　落ち着け落ち着け。

　見ろ、油断できないあまりにこんな些さ細さいな言い間違い、違い和わ感にさえ四人組はビクリと身構えてしまっている。咳せき払ばらいを一つ、改めてヒデオは言い直した。

「単刀直入に言う」

「なんだ……」

　リーダー格の霧也が交渉の先頭に立った。その場に立ち上がったヒデオは以前もそうしたように、丸まる腰ごしを表すために両手を広げて見せた。

「今回は君たちの勝ちだ。抵てい抗こうはしない。望む情報の全すべてを提供する。だからその二人にこれ以上危害を加えないことを約束して欲しい」

　ガスマスクが言った。

「……そこに、お前を拉ら致ちするという条件を加えることはできるか」

「可能だ」

「即そく答とうかよ。大したタマだな」

〝ちょっとヒデオ、それじゃ言いなりじゃない……〟

　うるさい、楽しい楽しくないを言っていられる状況じゃない。契けい約やく云うん々ぬんは後にしてくれ。

「あなたは少し黙だまっていてくれ、隊長。前回は成り行きでああなってしまったが……」

「オーケイ、接せつ触しよくと交渉はまずお前らにやらせろって契約だ。だが油断するなよ」

　大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてガスマスクは口を噤つぐんだ。もちろん、だからと言ってその銃じゆう口こうまでが閉とざされるわけではない。

　霧也が向き直って聞いてくる。

「……まず聞きたいのは、あなたたちは何者かということだ」

「宮く内ない庁ちようの役人だ」

「「「くな……」」」

　少年少女は同じようにオウム返ししようとして、その突とつ拍ぴよう子しもなさに二の句を継つげなくなった。

「……と言っても、もちろん普ふ通つうの部署じゃない」

「しかし、つまり……本当に政府の人間なのか？　じゃあやはり、霊を消して回っているのは……」

「いや、そこが違う」

　ヒデオは一いつ拍ぱくを置いて続けた。

　一いつ般ぱん社会に生きる人々に対して仇あだなす霊害、それに連なる怪かい異い、怪かい奇き、総じて隠おにと呼ばれるモノだけを事前に調査した上で祓はらっている。

「……ただ、それだけの部署だ。メガフロント開発のために、無差別に消して回っていることはない。そこだけは誤解しないで欲しい」

「しかし……役人ということは、上からそう言いくるめられている可能性も」

「ない」

　霧也へヒデオは断言した。

「霊に関して部署の中で最も精通しているのは、あのとき僕に同行していた彼女だ。そしてあの姿を見ればわかると思うが、彼女は国家という漠ばく然ぜんとしたもの以上に……もっと高こう尚しようなものに仕えている気がする。国家規模の利権に関かん与よしたり、それによって見返りを求めるような小こ狡ずるい人間じゃないことだけは保証する」

「……」

　睡蓮はあのとき、一目で彼らの精せい霊れいを見み抜ぬいた。そして彼らの素性よりも、その精霊をどうしたのか、捕とらえた霊をどうするかというところを、より気にかけていた。

　それがヒデオの言葉にわずかなりとも真実味を持たせた。だからこそ。真しん偽ぎを量りかねるが故ゆえに、フォース側は沈ちん黙もくした。

　今度はヒデオから口を開いた。

「君たちは、霊を。保護して回っていると……以前、言っていたが」

「あ……ああ。詳くわしい素性は明かせないが……」

　霧也に代わって美野里が答えた。

「霊っていうのは、自然環かん境きようのもう一つの姿。私のノームさんも、霧也のシルフも、ミズキチのウンディーネも破は壊かい、土や風や水の一つの側面。霊はイコールで自然のエネルギーなの」

　水姫が続く。

「だから環境破は壊かいや、人間の勝手な都合による開発で行き場をなくした霊たちを保護してあげてるんです」

「……本当にそれだけ、だろうか」

　ナイトが鋭するどく聞き返してくる。

「どういう意味だ、魔ま眼がん」

「君たちが言うのは、自然霊のことだろう。それについては確かに君たちの言う通りのものだと思う。だが……僕が知る限り、霊には大別して二種類ある」

「二種類だって……？」

　霧也の声に、ヒデオは首しゆ肯こうした。

「人の思いから生まれた霊と、自然から湧わき出てくる自然霊。そしてあの晩に君たちが捕つかまえたのは、人の思いから生まれた思念体の方……それも僕たちが派は遣けんされるほどの悪あく霊りようだった。だから君たちと鉢はち合あわせになった」

「……」

　再びフォースの四人は口を噤み、顔を見合わせる。

「君たちの話が事実だとして……そうしたものでも、自然界のエネルギーに還かん元げんできるのだろうか」

「それはどうでしょうねー」

　と、葉多恵の声。

「自然界と霊長類では、エネルギーのサイクルが違ちがいます。物質的には同じ地球上のものですが、自然のものは自然に還かえりますし、霊長類の魂たましいはそれが天国であれ煉れん獄ごくであれ地じ獄ごくであれ輪廻りんね転生であれ……そのサイクルから逃のがれることはありません。それこそ一度、霊魂ではなくエネルギーとして変へん換かんできるようであれば……」

「ちょ、ちょっと待って……あなたたち」

　頭痛がしたようにこめかみを押さえながら、美野里が言った。

「あの……あたしたちは、自然とエネルギーのことを言っているの。幽ゆう霊れいとか悪霊とか天国とか、そういう怪あやしい宗教じみた……」

「……そうか」

　残念だが。

「なっ……何よその目は!?　また目からビーム!?」

「……。いや。悪いが、君たちの底が知れた」

「そういうこと」

　ヒデオの傍かたわらに突とつ如じよ姿を現した黒い少女の姿に、少年らは瞬まばたきを繰くり返す。

「気を付けろ霧也！　こいつ、普ふ通つうじゃないっ……!!　お前は何者だ!?　どこから現れた！」

　猛たけるナイトへ、ノアレは答えず一方的に言葉を浴びせかけた。

「じゃああなたたちはさっきの精霊たち……まあ精霊って呼んでいいのかどうかわからないけど、どこから呼び出しているの？」

「動くな！　妙みような真ま似ねをすれば……！」

　だがそんな警告など、この少女にとってはどこ吹ふく風。

「教えてあげるわ。割と浅いわね。この辺？」

　ぱちん、とノアレが指を鳴らす。千ち影かげと高速道路で見たのと同じだ。意識にショックが走り、景色が青みがかる。

「え、あ、こ、これ……ノームさん!?　あたし今呼んでないのに……」

「シルフ……!?」

「わ、私のウンディーネも……」

　三人はそのときしか見えぬはずの各おの々おのの精霊の姿をその場に見付け、動どう揺ようしていた。

　だがナイトのサラマンダーだけ、姿が見えない。ナイトだけが、この期ごに及およんで油断ということをせずにこちらの一挙手一投足に注視したまま身構えている。

「あなたたちが呼んだんじゃないわ。私があなたたちを連れてきてあげたの」

　霧也が言う。

「どういうことだ……!?」

「手短に言うわね。そこら辺にいるのが自然霊」

　入り口付近や、窓の外にふわーっと漂ただよっている、綿わた菓が子しのような、あるいはマシュマロ状のものを指差す。色が濃こく白味が強いのは、ここが大自然の山の中だからだろうか。

「そしてここにいるのが思念体。いわゆる悪霊とか怨おん霊りようとかの方」

　ヒデオは指差され、振ふり返るとすぐ目の前にドロドロとしたそれがあり、慌あわてて飛び退のいた。

「あの巫み女こさんが見通しているのはこういう世界。あなたたちが見ていたのは？」

　ノアレがもう一度指を鳴らし、全すべての霊の姿は搔かき消え、視界が元に戻もどる。

「……あなたたちが見ていたのは、機械のモニターよ。自分の目で見たこととテレビの再現ＣＧ、あなたたちはどっちを信じるのかしらね？」

「っ……、今のは……今のが現実だというのか……？」

　霧也の彷徨さまよう視線が、やがて葉多恵の薬香を捉とらえる。

「幻げん覚かく……じゃ、ないのか……？」

「見せたいものだけ見せてハイ元通り、なんてほど便利じゃないわよ薬物ってのは。なんならもう一度連れて行ってあげてもいいわよ？」

　能力任せの力任せ。見せたいものだけ見せてハイ元通り。普段姿を見せずともこの少女、やはりその秘ひめたる力は絶大なのだ。

　ナイトが言った。

「つまり騙だまされているのは俺たちの方だと……そう言いたいのか」

　ヒデオはかぶりを振った。

「いや、そうじゃない。君たちが今まで知らなかったように。あるいは君たちに行動を指示する人物がいたとして……こうした情報を、正確に把は握あくしていない可能性もある。知らなかったのであれば、それは仕方ない。この先、特に自然霊たちを保護し、自然に還かえしてやればいい。それならこちらとしては敵対する理由はない。しかし……」

「……もし、知っていて利用されているとしたら……。そういうことですか？」

　大人しそうな見た目のわりに、強い意志の籠こもった水姫の声。ヒデオは首しゆ肯こうした。

　だがまず間違いない。こんな正義感に溢あふれる彼らが、どうして傭よう兵へいなんて物ぶつ騒そうなものを雇やとえるだろうか。目的はどうあれ、彼らは傭兵を雇えるほどの金か、権力を有する大人の下で動いているに違いないのだ。

　だがそう考えると同時、ヒデオはぞっとした。

　その大人に本当に何の野心もなく、今ノアレが見せたような事実を知らないだけであればいいが……そうではなかったとしたら？　この少年少女らに不信感を見て取ったとき、あの傭兵連中を使って容易に手を下すような人物だったとしたら？　なんの目的かはわからないが、少なくとも拉ら致ちという手段、銃じゆうという武力を厭いとわない人物ではあるのだ……。

「っ！」

　そのとき派手な銃声が轟とどろいた。入り口のガスマスクが振り返り様にサブマシンガンをぶっ放し、それを里八が制し大振りな短たん剣けんを向け、だがガスマスクも瞬しゆん時じに抜ぬき放ったナイフで受けて巴ともえに投げ……二人が起き上がると同時、左右の窓を破って翔香と睡蓮が飛び込んでくる。

　少年らは精霊を呼び出そうと、睡蓮たちは各々の得物を向けようとした瞬間。

「待てっ!!」

　間かん一いつ髪ぱつでヒデオは叫さけんだ。

　全ての動きが、時間を止めたように硬こう直ちよくする。安あん堵どの吐と息いきする暇ひまもなく、ヒデオは翔香へ告げた。

「……話は付きました、副長。今のところ、彼らと戦う理由は見付かりません」

「え？　あ、結局そうなのかい？　なんだい、心配して損したねえ……」

「いきなり気を抜くな長谷部。……確かか、川村」

　短剣を構えたままの里八へ答える。

「はい。彼らは僕たちを知らなかっただけです。そして彼らが環かん境きよう保護のためだけに動いていることは、間ま違ちがいありません。僕たちが争う理由は、何もない」

「でもヒデオ君、そこに伸のびてる世見ちゃんと繁君はさ？」

　あっさりと抜き身を鞘さやに戻す翔香。

「二人は、どちらかというと葉多恵さんの責任かと」

「謀はかったなっ!?」

　謀ってない。意味わからない。というか下僕だか従僕だかに仕立て上げるという謀はかりごとをされた被ひ害がい者しやはこちらではないか。

　ヒデオはガスマスクに言った。

「そちらも。銃を下ろしてください。それで今日はお開きです」

「レフト！　ライト！　あ？　ああ、いま目の前にいるぞファック……ああそうか、冗じよう談だんじゃない」

　どういう報告を受けたのか、ガスマスクの肩かたがみるみる落ちていく。

「お前らたった三人でうちの兵隊やっちまったのか。デルタもシールズもＳＡＳもいたんだぞ」

「殺してはいない。やると言うならやってもいいが」

　里八が低い声で告げると、ガスマスクはマシンガンから両手を放した。

「ファ～ック！　馬ば鹿からしくてやってられるか！　帰るぞお前ら、撤てつ収しゆうだ撤収！　何がファンタジーだよ馬鹿にしやがってこちとらただの戦争屋だっつーの！　ウォー・ドッグをハリー・ポッターの世界に巻き込むんじゃねえ！　ファックファック！」

　非常にぷんすか怒おこりながら、地じ団だん駄だを踏ふむガスマスク。美野里が聞いた。

「え、でもおじさん……ほんとに帰っちゃうの？　ピクニック、いいのこれで？」

「お兄さんは帰る。帰らない子は置いてく」

「待ちなさい」

　一人、睡蓮だけが薙刀なぎなたを持つ手を緩ゆるめていなかった。

「この四人については承知しました。ですがヒデオ、その小悪党どもはどうなのですか。なぜわたくしの身を狙ねらってきた者が、環境のために動くだけの者と行動を共にしているのです」

（っ……）

　そうだった。急場でそこまで考えが回らなかった。少年たちはともかく、連中はなぜ睡蓮をさらおうとしたのだ？

「えっと……隊長さん……？　本当なんですか……」

　水姫がおずおずと彼に尋たずねる。美野里が声を荒あらげた。

「うわっ、最悪！　身を狙ったって、おじさん!?」

「違う。仕事だ、仕事でだ。お前らと大差ないようなガキに興味なんてあるか。お兄さんが好きなのはブロンドで青い目のボインボインだけ。わかるか？」

　少しイラッとしたような様子で、睡蓮がずいと進み出る。

「答えなさい」

「知らん」

　バンザイしたままガスマスクは首を左右。

「俺たちは雇やとわれ者だ。お前をさらって来いと言われたからそうしただけだ。理由は聞かされていない」

「では命令したのは何者です」

「……おい魔ま眼がん、お開きじゃなかったのか。この姉ちゃん何とかしろよ」

「何者です」

　薙刀の刃はを首元に押し付けられ、ガスマスクは口を噤つぐむ。

　そのとき、彼の部下たちがインカムを付けた耳を押さえた。

　飛ひ翔しよう体が高速で落下してくる、風切り音が空の彼方かなたから聞こえてきていた。

「ちょ……と、この爆ばく弾だんが落ちてくるような音はなんだい……？」

　翔香の声を遮さえぎり、ガスマスクの部下が叫さけぶ。

「隊長!?」

　同じ無線を聞いた少年たちも同じようにぎょっと目を丸める。美野里が叫ぶ。

「おじさん、迫はく撃げき砲ほうってなに!?」

「ったくアホが！　伏ふせろ!!　表に出るな、カバーカバーカバー!!」

　直後、足が地から浮うくような振しん動どうと爆音。それが連発して轟とどろき、山間に鳴り響ひびく。十発、二十発、三十発を優に超こえる。窓から、入り口から、吹ふき込んでくる土つち埃ぼこりと硝しよう煙えん、振動に伏せたまま身動きもできない。

　そして五十発を超えたころ、ようやくそれも鳴り止やんだ。

「な……な、なんだってんだい!?」

「俺が知るか。長谷部、立ち上がるな。まだはっきりとした状じよう況きようがわからん」

　注意深く周囲の気配を探さぐる里八だったが、そのとき表から入ってくる影かげ一つ。

「いやはや、ひっどい爆撃でしたねぇー……まあ、この程度の爆弾で助かりましたが」

　葉多恵が、両手に抱かかえた砲弾を一つ二つと床ゆかに並べていく。それを指差し翔香が問う。

「ど……どうしたんだい葉多恵さん、それ……」

「いえ、近くに落ちてきたのを捕つかまえたんですが。直撃するとさすがに危なそうだったので」

　皆、呆あきれて声もない。

〝大だい丈じよう夫ぶ？　ヒデオ〟

　耳鳴りがしている以外は、特に異常はなさそうだった。衝しよう撃げき波はのような音と振動に痺しびれる体を、ようよう床から引き剝はがす。

　だが今の騒さわぎで、せっかく正体が摑つかめそうだった傭よう兵へいたちには逃にげられてしまったようだ。辺りにはもう、少年たちの姿もない。

　とりあえず、こちらは全員無事か。繁と世見子、葉多恵に里八に翔香……。

（……）

　一人、最もよく見知った彼女の姿がないことに気付き、ヒデオは青ざめた。

「睡蓮はっ……」

「ああ、睡蓮さんなら先ほどから」

　葉多恵が上を向き、天てん井じようを指差した。




　その屋根の上。

　夜風を受け、まっすぐに立ち、一直線に長弓を引き絞しぼる一人の巫み女この姿があった。
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　　　　◆




《ファーック!!　殺す気かお前ら!!　給料いらねえのかっ!!　このファッキンシットども!!》

　隊長の怒ど鳴なり声が、通信手の耳にガンガンと鼓こ膜まくに流れ込んでくる。

「だから俺たちじゃないんですよリーダー、副社長が……！」

　ケルベロス隊で偵てい察さつ・支し援えん・補給といったバックアップを主任務とするテールグループの中の一班が、そこにいた。

　双そう眼がん鏡きようを、対面する山の中腹へ向けていた一人が舌を巻く。

「この距きよ離りから山小屋一いつ軒けんを精密砲ほう撃げきできたのが信じられん……。迫撃砲だぞ」

　目標との距離、およそ三キロ。銃じゆう弾だんのようなライナー性の弾道ではない。高角度の放物線で目標を狙ねらう迫撃砲では、どうしても集弾が散らばるものなのだ。この距離であればその誤差は数百メートル。広こう範はんな陣じん地ちを狙うのであればまだしも、木々の間に見えるか見えぬかの山小屋の周囲だけに落として見せた。ベテランのスナイパーがライフル銃で見せる名人芸とはわけが違ちがっていた。

「もっと信じらんねえことには、この迫撃砲一本でいま何発打ち上げた？」

「……六十発毎分。グレネードガンじゃあるまいし」

　装そう塡てん機構なんてものはない。言ってしまえばただの鉄の筒つつ。そこに砲弾を落とし、落下の衝撃で激発し、飛んでいく。それがこの迫撃砲の仕組みの全すべてだ。だがこの砲手は、ただの一発も砲弾を装塡することなく毎秒一発を撃うち続けた。

「……おかしいわね」

　その砲手が訝いぶかしむ。あろうことか、まだ若い女であった。

「だから詳くわしいことは後でこの女か副社長に聞いてくださいって！　はいはい生きてて良かったですねオーバー!!」

　通信手は逆ギレして無理矢理無線を切ってしまった。

「ったく……むちゃくちゃファック言いまくってたぞ」

「そりゃあの中にいたらな。俺だって言う」

　今のケルベロス隊の雇やとい主の副社長が、この女を引っ張ってきた。素す性じようはよくわからない。雇い主本人はまだ海外のはずだが、この女が今日になって勝手に首を突つっ込んできた。いま行っている作戦の場所だけ教えると、挨あい拶さつ代わりだと言っていきなりこいつをばらまき始めた。

「……で、何がおかしいんだ？　俺たちから言わせれば、もう充じゆう分ぶんすぎるほどおかしいんだが」

「音よ、音。六十二発打ち上げて、七発も不発だなんてありえないわ」

　律りち儀ぎに着ちやく弾だんの爆ばく発はつを数えていたようだ。

「どこのランチャーだ？」

「メイド・イン・ＵＳＡ。月まで人間打ち上げた国のものよ？」

　そういう問題ではないと、ケルベロス隊の三人は思ったが。

「ま、いいわ。そろそろ砲身も冷えてきたみたいだし、第二波いってみましょうか！」

　女は砲身の照準は調整せず、ただ静かに、そのロッジがある部分へと指鉄砲を向ける。先ほど猛もう火かを開始したときと同じように。

　瞬しゆん間かん、女は目を見開き首を傾かしげた。




　カンッ。




　女が被かぶっていた古めかしいフリッツヘルムが弾はじき飛ばされ、鉛なまり色いろに輝かがやく髪かみが数本、風に流されていく。首を傾げていなかったら……いま木の幹に突き刺ささった矢や尻じりが貫つらぬいていたのは、眉み間けんのど真ん中だ。

「な……なんだ？　どこから飛んできた？」

「あそこ」

　女はロッジの方を指差しながら、特に気にする様子もなく、落ちた鉄メットを被り直す。

「あそこって……」

「二マイル先だぞ……」

「音どころかマズルフラッシュもないなんてタチが悪いわね、弓矢って。気を付けないと」

　傭兵たちはまともに信じるわけもなく。

「……まさかと思うが、向こうからの挨拶代わりってか」

「いやー、これはほら、そういうのとは違うんじゃないかしら？」

　挨拶ではない。

　この一本、本気で殺す気だった。

　距離三キロからの超ちよう精密射。

　普ふ通つうじゃない。バケモノ以上。

　なるほど、神殺し。

「……噂うわさには聞いていたけど、おもしろいわね」

　女は笑っていた。

「何か言ったか？」

「いいえ。ま、いいわ。お互たがい挨拶はできたことにして、楽しみは後に取っておきましょう。あ、ねえねえ、帰りにまたあれ食べましょうよ、あれ。おいしかったの。牛ぎゆう丼どんだっけ？」

　傭よう兵へいたちは顔を見合わせ、肩かたをすくめた。
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　翌日の神しん霊れい班はんオフィス。

「……そうかね。ご苦労だった」

　さすがにあんな爆撃の後、安あん穏のんと合宿を続けるわけにもいかずヒデオたちは帰ってきていた。繁と世見子は大事を取って休養中、その看病に葉多恵と……葉多恵だけではどうも不安だとヒデオが伝えたところ、今は里八が見み舞まいに行っている。

　そして合宿期間中に何が起きたのか。那田の身もまた、包帯や痣あざだらけである。

「ああ、これかね。昨夜階段で転んでね」

　どう見てもそういうレヴェルではなかったが、そう言うのなら察するのが社会人というものであろう。ヒデオは小さく頷うなずくだけにしておいた。

「まあ、交こう渉しようを進める上ではいずれ知られるか、打ち明けねばならん事こと柄がらだ。こちらの素性を明かしたのは、状じよう況きようを考えれば妥だ当とうといったところだろう。こちらが新たに得られた情報が、少年らの名前だけというのが惜おしかったが……」

「どうも。すみません……」

「謝ることなんてないよ、ヒデオ君」

　ヒデオの横に立ち、翔香が言った。

「釣つりなんてするからですよ。最初からちゃんと打ち合わせしておけばキッチリ連れん携けいもできたでしょうに……もうちょっと自分の部下を信じたらどうです」

「……なんとも耳が痛いな。次からは気を付けよう」

　と、嘆たん息そくをする那田へさらに翔香が詰つめ寄った。

「それより労災出してください、労災。危険手当でもいいですから。爆ばく弾だんですよ、爆弾」

「予算がない」

「あんたを仕分けりゃ退職金の分がいくらか崩くずれるでしょう」

「わかったから家内への告げ口はやめてくれないかね長谷部君」

　二人とも、近付き難がたいほど目がマジだった。合宿中に何があったのだろうか。

「しかし問題は……」

　那田が視線を向けたテレビの画面。ニュース番組では、深夜に起きた山中の謎なぞの大爆発事件を取り上げていた。マスコミ向けには、山小屋に貯蔵してあったガスタンクが何らかの原因で爆発したのではないか、ということになっている。

「……睡蓮君。間ま違ちがいないのだね？」

　那田から言葉を向けられた彼女は、自分の席で静かに湯飲みを傾かたむけ、そして一息の後、頷いた。

「ええ、間違いありません。敵は、本物のカミを擁ようしてきました──」
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　アクアリウムⅡ世号、特等客室。

　甲山が言った。

「で……まんまと敵の餌えさに釣られ、ノコノコと逃にげ帰ってきたわけか」

「冗じよう談だん言うなよ、ロードランナーもビックリの全速力で逃げたのはわけのわからん砲ほう爆ばく撃げきからだ」

「フン……まあいいだろう。フォースの戦せん闘とうデータは取れた、一定の評価はしてやる。宮く内ない庁ちようが戦闘部隊を持っているというのは眉まゆ唾つばだがな」

　甲山はそう言って、目を通し終えた報告書を机き上じように投げ出した。

「なんだよその宮内庁ってのは。どういう役所かも俺たちにはわからん」

「だろうな。まあそれだけどうでもいい役所だということだ。それが武力を保有しているなどということが、どう考えてもありえん」

「俺たちからすれば、あのボーイスカウトたちも同じくらいありえないんだけどな」

　その言葉に、甲山は一度酒を飲む手を止める。

「……ありえん同士か……。まあ、少しは探さぐりを入れてみるか」

「それよりうちのテールの奴やつらがだ、なんか馬ば鹿かなこと言ってるんだ。マシン迫はく撃げきキャノンがどうとか」

「気になるなら会ってみればいい。船内にいるはずだ」

「どうだか」

　ガスマスクは彼の部屋を後にした。

　別にその女とやらに会う気はなかったが、自分の部屋に戻もどる途と中ちゆう、あからさまに変なのと出会した。

　今となっては古めかしいデザインの鉄メットにＳＳの黒服コート。だがドクロもハーケンクロイツも付けてはおらず、目立つものと言えば鉛なまり色いろの髪かみと瞳ひとみ、首からぶら下げた鉄十字のペンダント。

　ガスマスクは思わず足を止めて聞いてしまった。

「……なんだ、お前」

「あたし？」

　物ぶつ騒そうな出いで立ちのわりに女は無む邪じや気きに笑い、にっこり笑ってピースサイン。

「あたしはマックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。銃じゆうの神さま。よろしくね！」
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　今日も今日とて神しん霊れい班はん。嵐あらしのような合宿が終わって二日後のことである。

　朝一番に来たヒデオがいつものように掃そう除じなどしていると、やはりいつものように顎あごの外れそうな大あくびをしたほむらが、ずるぺたと草履ぞうりを引きずりながらオフィスに入ってきた。

「う～ぃ、宵よいのうちからよく寝ねちまったい……ヒデオ、白さ湯ゆ入れてくれ」

「はい」

　ヒデオが給湯室へ行こうとすると。

「おっはようございまぁ～っす!!」

　ずどごん!!

　と。今しがたほむらの入ってきたドアが廊ろう下か側から蹴け破やぶられ、ほむらはドアと一いつ緒しよに奥にある那な田たのデスクまで吹ふっ飛んだ。

　蹴破ったのは、着物の裾すそをちょこんと摘つまんで少しばかり素す足あしを晒さらした葉は多た恵えであった。

「おやおやほむら鬼おに、いたんですか。ドアの前にぼけーっと突つっ立ってるとは危ないことこの上ない。誰だれかが私みたいに気付かずにドアを開けたら大けがをするところですよ」

「いや。あの」

　ヒデオが何か言おうとすると、のそり、ほむらが瓦が礫れきのような中から起き上がった。無論というかなんというか。普ふ通つうの人なら大おお怪け我がじゃ済まないだろうに、胸むな元もとをぼりぼり搔かくほむらには傷一つない。

「全っ然っ。効かねえなぁ」

「それはそれは、お怪我がなくて何よりです。次からはわたしもドアの前に誰かいないか、よく確かめてから開けることにしましょう」

（……。）

　なんなんだろうこの二人。

　ほむらは、鬼らしい。それはわかる。だが。

「……ところでヒデオさん、お茶など入れましょうか」

「え。は。はい。いやしかし」

　心配するヒデオを余よ所そに、諍いさかいはそれ以上発展することもなく、ほむらは来客用ソファの定位置にどっかと腰こしを下ろした。

「おう葉多恵、ついでにおいらに白湯入れてくれ」

「おやおや、わたしの入れたお茶なんて飲めたもんじゃなかったのでは」

「お茶じゃねえ、白湯だ。白湯」

　一難去ったのだろうか。

　それ以上険悪な雰ふん囲い気きもなく、ほむらはまたあくびしながら白湯を待ち、葉多恵も何事もなかったかのようにお盆ぼんに湯飲みを二つ、載のせて戻もどってくる。

「はいどうぞ、ヒデオさん」

「は。どうも」

　それからほむらの元へ。

「はいどうぞ、ほむら鬼」

「おっと、足が滑すべった」

　ずどがっしゃん!!

（……。）

　ヘビー級格かく闘とう家かでもあるだろうかという勢いでの、ほむらの足あし払ばらい。葉多恵の足は真っ逆さまに天てん井じようを向き、自然、その勢いで葉多恵の顔は硬かたい床ゆかにめり込んだ。

「おいらぁ、白湯、つったんだがなぁ……おい」

　よく見ると、ほむらに渡わたすはずだった湯飲み……割れて、中身がこぼれ、なぜか知らないが床を溶よう解かいし始めていた。

　やはり鼻血一つ垂らさず葉多恵がむくりと、顔面をめり込んだ床から引き剝はがす。

「いいから死ねっ!!」

「てめえが死にやがれ!!」

「はいはい、お二人さん」

「そこまでです」

　ドア……があったはずの場所から現れたのは、物々しい日本刀の鍔つばを浮うかせた翔しよう香かと、長弓を構えた睡すい蓮れんの二人であった。
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　ほむらは睡蓮に頭が上がらないらしい。それは何となくわかる。だが、葉多恵の方はどうも睡蓮よりも、翔香の方を恐おそれているらしい。そもそもいつも呼んでいるくせに忘れそうになるが、副長、なのである。特に何かしている姿を見たことはないのだが……。

「……副長」

「なんだい、ヒデオ君」

　赤あか鉛えん筆ぴつ片手の翔香が、新聞から顔を上げた。

　葉多恵は散らかしたオフィスだけ片付けると那田と一緒に出で掛かけてしまい、繁しげると世よ見み子こは合宿からこっち未いまだに静養中。現場には里さと八やと睡蓮が赴おもむいている。今日はまたことさら誰もおらず、いつだか千ち影かげが現れたときのように、ヒデオと翔香だけが留守番であった。

　そこで、いい機会だと思ったのだ。

「有り体ていにお聞きしたいのですが」

「お、次の重賞に投資してみる気になったかい？　十倍にして返してあげるよ」

　キッパリと首を横に振ふった後。

「……葉多恵さんの、ことなのですが」

　ヒデオ自身無口なのであまり他と会話しない。個人についてあまり根ね掘ほり葉掘り聞くのも失礼かと、ヒキコモリ気質から気が引けてしまう。翔香や睡蓮、那田にしても知らないことだらけだが……葉多恵ほどワケがわからないではない。

　彼女だけは身体的にも精神的にも、どこか並外れている風である。自己紹しよう介かいの時、繁と世見子が葉多恵の名前を聞いて妙みように驚おどろいてるのも気になった。結局そのまま合宿になり、聞かずじまいになってしまったが……。

「そうだねぇ……、でもほら、葉多恵さんも女だし、プライベートに関することだしねぇ」

「……まぁ。それは、そうなのですが」

「知りたいんなら直接本人に聞いてみればいいじゃないか。ああいう性格だし、悪い顔はしないと思うけど……それとも何かい？　葉多恵さんに気があって直接本人には言いにくいとかなら、あたしとしても考えなくは……」

　からかうように黒い笑え顔がおを見せる翔香。

　いえ、もう結構です。そう言ってヒデオは踵きびすを返した。

「ああもう、冗じよう談だんだよ。ヒデオ君は真ま面じ目めだねぇ……まあいいよ。みんな知ってることだし、資料室行って過去の記録を見ればすぐわかることだしさ」

「……。そう、なのですか」

「そう。霊れい感かんのないあたしが扱あつかった中で、唯ゆい一いつまともに解決した事件」

　……霊感がなくても、解決した？

「聞いてみるかい？」

　にっ、とどこか自じ慢まんげな笑顔を見せる翔香。

　事件のことは知らないが、葉多恵のことを言い出したのは自分の方。ヒデオは迷うでもなく首しゆ肯こうした。

「じゃ、お昼だしなんか買ってきておくれよ。食べながら話そう」

　そう言って翔香は、いつものように千円札を一枚、ヒデオに向けて差し出した。

　およそ五年も前になるだろうか。鈴すず蘭らんと貴たか瀬せたちが引っかき回した闇やみの世界が一段落した頃ころ。那田はまだ局長ではなく主任であり、神霊班のオフィスも、まだ宮内庁舎にあった頃のことである。
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　宮く内ない庁ちよう舎しやの地下深くに、裏より深い闇の世界を知る者たちがいる。

　宮内庁神霊班。

　古い家いえ柄がらの者たちだけが集められた、総員十名にも満たぬ小さな部署である。怪かい異い、怪かい奇き、科学的に計り知れないオカルトを、人目に触ふれぬことから総じて隠おにと呼こ称しようし、警察庁心霊班と張り合うのが、その主な任務である──。

「長は谷せ部べ君」

　そのひっそりとした地下のオフィスに、冷れい徹てつな男の声が響ひびいた。

「はい？」

「張り合うのではなく、隠の調査と解決が目的なのだよ。珍めずらしくパソコンに向かっているかと思えば、何を書いているのかね」

　翔香が振り返った先に宮内庁神霊班を束ねる男、那田蒼そう一いち郎ろうが立っていた。

　若い頃はさぞもてただろう燻いぶし銀の細ほそ面おもてと、オールバック。普ふ段だんからカミソリのように鋭するどい目付きは、翔香の打っていたパソコンの文章を見て更さらに細くなっている。

　だが翔香は椅い子すに掛かけたまま、悪びれもせずに言った。

「ええ、こうして小説でも書いて一発当てようって魂こん胆たんですよ。ここんとこ競馬も負けが込こんでるもんで」

「……うちの守秘義務がどれだけ重要なものかわかっているのかね。オカルトの存在という事実が、表の社会に広がってみたまえ」

　他の職員がインターネットで怪かい談だんを調べたり、その出しゆつ没ぼつの統計を解かい析せきしたり、ターボババアに逃にげられただのと歯は嚙がみしながら帰ってくる中の、那田の責めるような言葉だった。

　神霊班はそうした都市伝説や妖よう怪かいといったものを、闇の世界で大真面目に追っかけている部署である。が、それはもちろん、『あるはずがないからオカルトなのだ』という一いつ般ぱん社会とは異なるスタンス。

「いやぁ、天下の宮内庁がいい笑いものですよね。じゃあ警察庁の方のこと書きましょうか」

「仕事をしたまえ」

　ばん、と翔香のデスクに置かれたのは数枚の書類。

「うちで扱うのは初めての隠だ」

「洋よう鬼おに……。って、吸きゆう血けつ鬼きですか？」

　書面を見て、翔香は目を丸くした。神霊班でも分類上、カテゴライズされてはいるが、何せそれは大陸の、しかも西の果ての怪異である。極東の離はなれ島国で扱う事例ではなかった。

「ヨーロッパの秘密結社、クルースニクの追っていた獲え物ものがこの国に逃げ込んできたらしい」

「そりゃつまり調査とかじゃなくて……？」

「存在自体はすでに確定しているそうだ。君は向こうのエージェントと協力して、これを殲せん滅めつしたまえ」

「いやです」

　オフィスの中が、しんと静まり返った。片や『鉈なた』と謳うたわれるほどの破は壊かい力を持ったキレ者、那田蒼一郎。片や『鬼の副長』と呼ばれる長谷部翔香。神霊班名物、副長ＶＳ主任がもたらす、ひやひやはらはらの沈ちん黙もくである。

「長谷部くん」

「だいたいあたしゃね、この仕事に向いてないんですよ。霊感なんてこれっぽっちもないし、そもそもオバケなんて信じてませんし、そりゃあ少しは剣けん術じゆつの覚えもありますけどね、ここにだってじいちゃんに勝手に入れられただけで表向きは郵便局員に過ぎませんし、それ以前にあたしゃ来週の重賞予想に忙いそがしいんですよっ！」

　どばん、と書類の上に競馬新聞を叩たたき付けた翔香。

「どうせマチカネハルウララにしか賭かけんくせに……」

「主任、何か？」

「いや。で、その重賞とやらはどこで行われるのかね」

　翔香はここぞとばかりに、赤を入れまくった競馬新聞をばっさと広げて見せた。

「Ｎ潟がた競馬場です」

「出張辞令を読みたまえ」

　妙みように冷静な那田の顔色を見て、翔香は今一度書類を掘ほり返し、そして絶ぜつ叫きようした。

「え……Ｎ潟県!?　Ｎ潟県ってＮ潟競馬場のあるＮ潟県ですか主任!?　お土産みやげは何がいいですか!?　きゃーっ！　マーチーカーネーハールーウーラーラーっ!!」

　ささやかな幸せを待ち望むようなその馬の名前が、翔香は大好きだった。

「素す直なおに新にい潟がたと言いたまえ……。ではこうしよう。そのときまでに事件が解決していたら、競馬もしてきてよし」

「明日までには必ず解決します!!」

「まだ向こうのエージェントが来日していない」

　呆あきれ掛けている那田が、目頭を揉もみ込んでから顔を上げた。

「ああそうそう。少し時間が掛かるだろうから、君の勤めている郵便局には私の方から辞表を出しておいた。理由は結けつ婚こん退職。では気き兼がねなく頑がん張ばってくれたまえ」

「はいはい、もう思いっきり……って、はい？」

　ルンルンと競馬新聞を胸に抱いだいていた翔香は、はたと我に返った。背を向けた那田が事も無げに言い放つ。

「いい加減こちら側に専念したまえということだ。君のおじいさんにも了りよう承しようを得」

　ごん！

「な、何をする長谷部くん!?　君は上司に向かっ」

　がつんがつん。

「待ち……待っ……！」

　ごんごんごん。

「いやああっ!?　長谷部先せん輩ぱい、那田主任が、那田主任が死んでしまいます！」

「副長止めろ、副長を！」

「やばいって！　担たん架かだろ担架！」

　宮く内ない庁ちよう職員の間では、時折地下から搬はん送そうされていく血ち塗まみれの担架が七不思議の一つに数えられている。
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　翌日──。

　長谷部家は表向き、古くから続く剣術の家系である。そして表を裏に返せば、その業ごうの凄すさまじさから〝神殺し四家〟と呼ばれる一つに数えられるような、物ぶつ騒そうな家でもあった。

　昔ながらの武家屋や敷しきのような造りの家は、離れに道場を内包するような広さで、翔香も本来ならお嬢じよう様さまのはずであった。

（どこでどう間ま違ちがえたのかねえ……）

　今となってもわからない。朝、弟が学校に行ってから黒いスーツに身を固め、荷造りしたバッグを持つ。長い廊ろう下かを玄げん関かんへ向かっていると、居間から出てきた祖父に声をかけられた。

　短く刈かり込んだ白髪しらが交まじりの頭。老眼鏡。こうして胴どう着ぎは袴かまを着けていなければ、剣術師し範はんよりは陶とう芸げい家かや、書道家と呼んだ方がしっくり来そうな小こ柄がらな瘦そう軀くであった。

「なんじゃあ翔香、そがぁな荷物作りよって。ほんまに嫁よめに行くんかぁ？」

「格好見ればわかるじゃないかい！　仕事だよ、仕事」

「どこまで行きよんな」

「新潟の赤せき屋やってとこ。じゃ、少しの間帰ってこないからね」

　通り過ぎようとすると、祖父がふと視線を険しくする。

「……赤屋ゆーたんか？　そんでお前、得物はないんか？」

「ないよ」

　当然だ。この家の刀は居合い刀はもちろんのこと、竹刀しない木刀に至るまで祖父の所有。そして翔香はまだ貸してくれと言っていない。

「前に〝今こん月げつ今こん夜や〟くれよんなぁ、どーしよんじゃ」

「ありゃおっかなくてイヤなんだよ。ほんとのカミさま呼んでしまいそうで……」

　それはまた別な話として。

　しかし、こんなにまじめな顔をした祖父は珍めずらしい。ひょっとしたらチャンス到とう来らいか？　と思った翔香は一発カマをかけてみた。

「そんなに言うなら、じいちゃんたくさん持ってるじゃないかい。霊れい験げんあらたかな、由ゆい緒しよ正しいやつ一本おくれ」

「アホ。魑ち魅み魍もう魎りようは気合いで切れゆーとろぉが」

　生あい憎にくとその魑魅魍魎に会ったことがない。神しん霊れい班はんの同どう僚りように「あそこにいる」といわれて見つけられなかったこと数知れず。つまり霊感がない。今までだって、現場で刀を振ふったことはない。

　一度だけ例外があったが、あれは悪あつ鬼き夜行とは桁けた違ちがいのカミさまである。

「相手は何じゃァ」

「吸血鬼だって」

「はあ？　ありゃあ大陸の鬼おにやぞ。そがぁなもんがなんでこの国におるんじゃ」

　大して驚おどろきもしない祖父の代わりに、翔香が驚いた。

「……知ってるのかい？」

「霊れい伐ばつ隊におった頃ころ、満州の近くで何匹びきか斬きったがのォ。霧きりに化けよるとはぁ切れんけぇ、厄やつ介かいじゃけんが……それだけじゃのォ。なんてことありゃせんわぇ」

　そりゃあんただからだ。と突つっ込んでやりたい所だったが、口答えすると言葉より先に手が飛んでくる人なので、言わない。

　霊伐隊というのは戦争中に、作戦遂すい行こう上に支障をきたす、そうした悪あく魔ま的なものを退治するために編制された特とく殊しゆ部隊だったそうだ。宮内省時代の資料に祖父の名前を見つけたときには、柄がらにもなく誇ほこらしく思ったものである。

「まぁええわ。お前もはぁ師範代の当代じゃあ……そろそろなんぞ、持たせてやってもええ頃じゃろ。よし、ついて来いや」

（やたっ……！）

　翔香は思わず小こ躍おどりした。

　何せこの人の蒐しゆう集しゆうたるや凄まじい。江え戸ど時代の大おお業わざ物ものから、鎌かま倉くら期の古刀まで。見学に来たコレクターが一様によだれ垂らして帰っていくような逸いつ品ぴん揃ぞろいなのだ。

　翔香は荒あら事ごとは好きではなかったが、剣けん術じゆつをたしなんだ手前、やはりそうしたものを一振り持ちたい、とは常々思っていた。

　一度寝しん室しつに戻もどり、金庫から蔵の鍵かぎを持ち出した祖父についていく。

「しっかし、赤屋のォ……」

「なんだい意味深に。そんなにヤバイのかい？」

「わしゃあ行った事はないんじゃが、わしの爺じい様さまがのォ……」

　翔香のひいひいお爺さんである。

「なんや、おっそろしい鬼が住みよるゆーてのォ。あの人はわしと違って、お前みとぉ本物の退魔師じゃったけぇ」

　本来であればこの人もそうであったはずなのだが、いかんせん時代が悪かった。悪あく霊りよう以上に人を斬ったとは、幼い頃から何度も聞かされている。

「だからって……まさか、今もいるってことはないんだろ？」

　そもそも今回の仕事に関しては大陸からの吸血鬼である。古くからの鬼など、仮にいたとして関係のない話であろう。

「まぁのォ。じゃが……そがぁな場所は悪いもんが集まり易やすいけぇの。フツーのもんならええかも知らんが、わしらぁ流れてる血が違う。人間ゆーてもカミさま殺して続いてきた家いえ柄がらじゃあ、並なみ大たい抵ていの悪霊よりタチが悪いわ」

　呪のろわれた血脈、とは翔香の知人が吐はいたけだし名言。それが神殺し四家である。

　翔香は前を行く小さな背を追いながら、なんだかんだ言っても、この人は自分の師し匠しようなのだと思い知る。剣術においても、表世界の光届かぬ、闇やみの世界においても。

　そして辿たどり着いた刀蔵。重い木の扉とびらが軋きしみながら開かれた。

　幼少より何度か入れてもらったことがあるが、広い家の中でもここだけは別世界。例えばそれが真夏であれば、立ち入った瞬しゆん間かんに蟬せみの声を搔かき消してしまうような、しんと鎮しずまった空気。並ぶ刀剣の鋼はがねの冷たさが、鞘さやの内から染しみ出しているような気配。

　古来日本人が、刀剣に神秘的な何かを見ていたというのは、ここに入ると頷うなずける。祖父にそうした銘めい刀とうの刃はを見せてもらえば、それは紛まごう方なき畏い敬けいなのだと思い知る。

　かつまた今日は、そうした幼い頃からの憧あこがれが、自分の物になる。翔香は考えただけで身み震ぶるいした。

「で」

　蔵に入ると老眼鏡外した祖父が、身を乗り出して、じ、と翔香の目を見み据すえてきた。翔香の経験上、言葉を間違えれば殴なぐられるシチュエーションであった。

「何が欲しいんじゃ」

「正まさ宗むね！」

　思いっきり頭をはたかれる。

「ありゃわしの宝じゃゆーとろぉが」

「……じゃあ備び前ぜん長おさ船ふねでいいよ」

　今度は向こう臑ずねを蹴け飛とばされる。

「痛ったぁ!?」

「じゃあとはなんじゃこのど腐くされがァ！　やはりお前にゃまだ早いかのォ……」

「なんだい！　何だったらいいってんだい!?　あたしゃここに見学に来る人たちと違ってマニアじゃないから、刀の名前なんてそんなに知らないんだよ！　あとは……村むら正まさはなんか気味が悪そうだし……」

「妖刀かァ？　ありゃ徳川家の噂うわさらしいが」

「いいんだよ。あたしが嫌いやならイヤなの。そうなるとあと知ってるのは……菊きく一いち文もん字じ……子こ烏がらす丸まる……虎こ徹てつ……」

「無茶苦茶言いよるのォ……まぁええわ。くれてやる」

　祖父が、とことこ奥へ向かっていく。

「へっ!?　ど、どれを!?　備前かい!?　村正かい!?　まさか……虎徹!?」

「おう、そのまさかよ。虎徹をくれてやるゆーとるんじゃ」

「やったあ!!」

　実は、それが一番欲しかった！　歴史上で最も憧れる人物、新しん撰せん組ぐみ局長近こん藤どう勇いさみの愛刀！　その銘、虎徹！

　一いつ般ぱんには彼の虎徹は偽にせ物ものだったとも言いわれているが、そんなの翔香の知ったことではなかった。そうだとしても、あの激動の時代の侍さむらいに、それだけの信しん頼らいを得ていた名刀中の名刀。その事実に変わりは無い。

　はてさて、それが一体いかなるものか……待ち遠しくしていると、祖父が奥から持って来たそれは翔香のイメージとあまりにかけ離はなれていた。その柄つかはいかつく、鞘は暗く、全体としてものものしい。なんと言うか……軍刀。柄の先に結ゆわえられた刀とう緒ちよと呼ばれる帯が、それを示していた。

「それが……虎徹？」

「外装は規定があって変えたんじゃが、中身は虎徹じゃ。さっきゆーた満州に行ったとき手に入れたんじゃが……南方に回されてから、朝あさ右衛え門もんも入れて三百は切ったかのォ。言うなればわしの青春の全すべてよ」

　血を吸った刀と言われれば、忌き避ひ感はある。翔香はこの場で抜ぬくのがためらわれた。しかしこの祖父が言うのだから、新撰組さながらの激戦を搔い潜くぐって尚なお無事にあるという……それはまさに、名刀である事の証明。

　そう考えれば、軍刀としての外装が急に説得力を持ち始める。飾かざり刀ではないのだ。

「……しかもこいつぁただの虎徹とは違ちがうけぇ」

「ただの虎徹じゃ……ない？」

「おおよ。虎徹は虎徹でも、わしが知る限りの最上大おお業わざ物もの、〝袞えん州しゆう虎徹〟じゃ。受け取れや」

　祖父は、無造作にそれを差し出した。

　手にすればこれが、翔香が今まで手にしてきたいかなる刀以上にずしりと重く、稽けい古こで使っている居合い刀とはワケが違うとよくわかる。

「こりゃまた……長いね」

「そりゃあ虎徹じゃけぇ。刃は渡わたり二尺二寸の大だいだんびらじゃ、己おのれの脚あしぃ切らんように気い付けぇよ」

　その長刀身もさることながら、この鞘は鉄製か。重さを通して時代が伝わってくるようだ。

「袞州……虎徹」

「あまりに凄すさまじいんでのォ、コイツの噂は当時、全支の日本軍に広まっとった。わしゃあ霊れい伐ばつ隊に入っとったおかげで、優先的に譲ゆずってもらうことができたんじゃ。ラッキーじゃったのォ」

　蔵を出て行く祖父を追う。

「古刀、新刀、新々刀、なんでもそうじゃが……二度とそがぁな刀は造られんじゃろォ。折れず曲がらずよく切れる。それに限れば、わしゃあこれ以上の刀を知らん。この先会うこともないじゃろォ」

　数多あまたの名刀を所有し、かつ自身でも未いまだにそれを振ふるう祖父に、ここまで言い切らせるのだ。もはや翔香が口を挟はさむ余地はなかった。その波は紋もんも見ずに、押し頂く。

「ありがとう。大事にするよ」

　そろそろ出発しなければ。

　翔香は荷物を取りに家の中に戻もどっていく。

　淑しとやかさなど欠片かけらもない元気な足音を聞きながら、長谷部轟ごう希きは小さく笑った。

「よいよ、剣けん鬼きじゃのォ……女子おなごのくせに、刀もろぉて笑いよった」

　久しぶりに孫まご娘むすめの笑え顔がおを見た長谷部轟希は蔵に錠じようをし、上じよう機き嫌げんに道場へと向かって行った。

「ま……あの虎徹の正体も知らんのじゃろうのォ」
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　そんなこんなで、翔香はその日の夜にはＮ潟県に入っていた。

　神霊班の制服とも呼べるダークのパンツスーツにネクタイ姿、色の薄うすいサングラスをかけ、某ぼう市の駅前公園に一人佇たたずんでいる。

「あーったく、思い出してみたらほんとなんてことしてくれるんだろうね……腹の虫がまだ治まらないよ」

　頭に来ているのは主任のことであった。

　翔香の生まれた長谷部家というのが、神殺し四家の一つ。その祖父に七光りだけで無理やり入れられたのが宮内庁神霊班という意味不明な職場。翔香にとって表側の顔である郵便局勤めは、オカルトなんてわけのわからない世界に首まで浸つからないための心の拠より所であったのだ。

「よりによって結けつ婚こん退職って……いくら年とし頃ごろだからって、あたしにゃそんな予定まだないよ。知り合いに会ったらどんな顔すりゃいいんだい、ったく」

　ベンチに腰こしを下ろした翔香は気持ちを切り替かえ、駅の売店で買った地元新聞を広げた。

　翔香がいるこの某市の中心市街では連続殺人事件が起きていた。混乱を避さけるために公にはされていないが、宮く内ない庁ちように回ってきたレポートには、遺体はほとんどミイラ化して発見されているということが記されている。

　ふと顔を上げれば日の暮れただけなのに、駅前の商店街の多くにはシャッターが降り、すでに人通りもなく、青黒い夜の街に、ぽつぽつとした街灯だけがもの寂さびしい。

（いきなり出たりしないよねぇ……）

　まずは現地でクルースニク側のエージェントと合流すること。約束の日時はこの日、この時間。ここで待っていれば、接せつ触しよくしてくるということだったが……その相手の容姿は、翔香には伝えられていなかった。それが不安を一層搔かき立てる。

　と。公園に入ってくる背の高い人ひと影かげが一つあった。

　ボーラーハットの下に癖くせのある長ちよう髪はつを束ね、まるで神父の着るような詰つめ襟えりの丈たけの長いコートを着込み、右手にはチェロのケースを携たずさえているが、ミュージシャンにしては雰ふん囲い気きが暗い。夜の静せい寂じやくに溶とけ込むような雰囲気だった。

　整った面おも立だちから西洋人のようではある。だが目ま深ぶかな帽ぼう子しの奥に輝かがやくその瞳ひとみが、いやに翔香を意識していた。じ、とベンチの翔香を見詰めたまま、長い脚でゆったりと歩み寄ってくる。

　何か嫌いやな予感がして翔香が立ち上がったところで、男はあと数歩という所まで来ていた。翔香も身長一七〇センチを超こえるが、異国の男はさらに見上げるよう。翔香は本能的に、威い圧あつ感と恐きよう怖ふ感に苛さいなまれる。

「……こんな時間にこんな場所で、女一人とはな」

　背に見合ったバリトン調の低い声。流りゆう暢ちようで、小こ馬ば鹿かにした日本語……いや、日本人のようにも見えるが……。

「待ち合わせだよ」

「ほう。誰だれと。クルースニクからのエージェントを……今頃どこで息絶えているかも知らずに、待ち続けているわけか」

（ほんとにいきなりかい……!?）

　翔香は失敗を予感した。ここまで間合いを詰められてしまっていることに。

　その時には相手は楽器ケースをその場に落とし、腰の後ろから抜ぬいた磨みがき込まれた短たん剣けんを左右の手に握にぎっていた。翔香は相手を向いたままベンチを踏ふみ台に、後ろへ高く跳とんだ。着地した時に見えたのは、金属の骨組みごと切り裂さかれたベンチの残ざん骸がい。

　そのまま植え込みの裏に飛び込み、念のために隠かくしておいた刀を手にする。その瞬しゆん間かんさえ相手は攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

「今どき銃じゆうではなく刃は物もので来るか」

「はっ。笑っていられるのも今のうちさね」

　負けずニヤつきながら、翔香は竹刀しない袋ぶくろから刀の柄つかを覗のぞかせる。鯉こい口ぐちを切ろうとして……切れない。

（いっ……!?）

　いつものように、鞘さやを摑つかんだ左の親指を押し上げるのだが、ぴくりとも鍔つばが浮うかない。つまり、刀が抜けないのだ。

「……どうした。来なければ、またこちらから行くぞ」

「ちょ……！　卑ひ怯きよう者もの！　あたしゃ女だよ！　しかも実は丸腰！」

「自じ業ごう自じ得とくだな。だから吸きゆう血けつ鬼きになど狙ねらわれるということを忘れるな……日が沈しずめばそこは不死者の世界だ」

「そうやって怖こわがらせながら、今まで街の人たちを殺してきたってわけかい……！」

　男はこれ見よがしのように短剣を閃ひらめかせ、その刃と瞳とを水銀灯の下にぎらつかせた。

「宮内庁神しん霊れい班はんの最強ということで期待していたが、口先で喚わめく程度か……失望した。終わらせよう」

　頭から爪つま先さきまで切り捨てようというのか、男が凶きよう器きを空へ向けて振ふりかざす。その瞬間翔香は祈いのり、竹刀袋を投げ打った。

（虎徹、折れませんように！）

　がん!!

「ッ……！」

　中身入りのくそ重たい鉄鞘で、顔面をぶっ叩たたかれた相手は仰のけ反ぞった。

　翔香はバットや鉄パイプ等、硬かたい棒一本あれば、並なみ大たい抵ていの暴漢に負けない自信があった。結局の所、師し範はん代だいの肩かた書がきはダテではない。

　そしてまた……コイツは恐おそらく、吸血鬼ではあるまい。目を通した被ひ害がい者しやのレポートに、そのような凶器で斬ざん殺さつされたことは記されていなかった。それでもってただの暴漢なら刃で脅おどかしてやろうと思ったのだが……抜けないなら、実質的な暴力に訴うつたえるしかない。

「……なるほど、速い……！　これなら……！」

　翔香が左手を柄、右手を鞘。鍔を両りよう拳こぶしの間に挟はさむように二連撃を加えると、男は短剣でそれをいなしながら、本ほん性しようを現したように口にした。

「待て……、わかった……お前の強さはよくわかった。実は俺がクルースニクから派は遣けんされてきたエージェントだ」

　帽子を脱ぬいだ顔を見れば案の定だが、ヨーロッパの高名な秘密結社のエージェントから想像するには意外というか。西洋人のように端たん整せいな顔立ちの日本人であった。
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「森もり里さと八やだ」

　話には聞いていたがこの女、想像以上のやり手のようだ。里八は傭よう兵へい部隊での軍歴もある。格かく闘とう戦なら、クルースニク内部で五本の指に入る腕うで前まえであった。その戦闘技能と、日本語能力を買われて今回の派遣に至っている。

　脅かすための雑な攻撃だったから、それを避さけられたのはまだわかる。だがああも容易たやすく反撃されたのは、全くの予想外だった。事前情報で宮内庁側のエージェントが古い剣術をマスターしていると聞いていたが、彼女の剣術はただの古典芸能や無形文化財ではないらしい。防ぼう御ぎよする暇ひまも与あたえぬほどの高速剣。本身を抜いていれば、自分の首は胴どうを離はなれていたに違ちがいない。

　里八は短剣を鞘に収めると、殴なぐられた自分の顔を撫なで付けた。痛みはひどいが、皮が剝はがれているようなことはなさそうだ。

　だが長谷部翔香という女はしかし、まだ敵意を失ってはいない様子。

「見ろ、もう武器も収めた。今までのは冗じよう談だんだ」

「……冗談にしちゃ笑えなかったもんでね」

　翔香はあからさまに鼻白んでいた。

「悪かったな。申し訳ないと思っている。この国に協力を申し出たのはこっちだが……無力な奴やつに手伝ってもらっても犠ぎ牲せいになるだけだ。だから実力を試ためさせてもらった。納なつ得とくしてもらえないか」

「あたしゃあね、こう見えても結構な怖がりなんだよ。そんなか弱い乙女おとめをあんたは……」

「……しかし、ああでもしなければ本気を出すような女ではないと、お前の上司から言われていてな」

　翔香が片かた眉まゆをそびやかす。

「……主任が？」

「ここに来るエージェントがどんな相手か、全く聞かされていなかったはずだ」

　ようやく彼女は納得したように肩を落とした。気の毒だがやむを得まい。

「まあ、そういうことだ」

「ふーん。へーえ。なるほどねぇ」

　と、翔香が突とつ然ぜん携けい帯たい電話を取り出し、ぴ、ぽ、ぱ。

「もしもし、主任？」

　静かな夜の街。翔香の携帯の音は、耳を澄すませば里八の耳にも聞こえてきた。

《……長谷部君か。どうかね、そろそろ向こうのエージェントと》

「帰ったらコロス」

　ぴっ。

（……）

　割とはっきりと殺意が見えた。

「随ずい分ぶんストレートな女だな……」

「はん、どうとでも言いな。こっちゃわざわざ来てやったんだよ。それを試すだのなんだのって上から物言ってさ。そんなに自信があるなら、最初からあんたが一人でやっつけりゃいい話じゃないかい」

「それは……無論、それが可能であれば、その通りなんだが」

　もちろん、そうも行かない事情があってのことだ。里八が観念してそれを認めたとき、生なま温ぬるい気配が漂ただよってくる。

「伏ふせろっ！」

　翔香に飛びかかり、押し倒たおす。

　その場所を、赤いもやのようなものが、ゆらりと通り過ぎていく。里八は先ほどのように瞬しゆん時じに短たん剣けんを抜ぬき放ち、翔香を背にしてそのもやへ向かった。

　動きを止めたもやは、暗い虚こ空くうにどんよりとわだかまっていた。




　……おぉぉん……おぉぉん……。




　壊こわれたテープレコーダー。あるいはそれ自体が呼吸のような、薄うすら寒い声が聞こえる。度ど肝ぎもを抜かれ、背筋を凍こおらせたような翔香の声が、背後から聞こえてくる。

「あれが……霧きりになった吸きゆう血けつ鬼きなのかい……？」

　よどみながらも、常に蠢うごめいている。まるで無数の赤い蛆うじ虫むしどもがその中にひしめき合っているように、どろどろと泡あわ立だちながらよどんでいる。ひどく気色悪い、搔かいて分けられそうなほど滑なめらかに沸わく、濃のう密みつな赤い霧。

「いや……それが奴の厄やつ介かいな所なんだがな」

　戦う目をした里八は、一呼吸置いてから言った。

「あれは、霧の吸血鬼だ」

「霧の……!?」

「実体があって、それが霧に代わるだけなら話は早い。俺たちクルースニクは本来、その専門家だ……だが霧の方が本体となると、話は違う。心臓に白木の杭くいをぶち込むこともできない。あのブラティロットは、吸血鬼の中でも特異中の特異だ」




　……おぉぉん……サ…ァ…トォ……ヤァアア……。




　ぼこっ、ぼこっ、と喜ぶように、もやが沸ふつ騰とうする。

「あ……、あんたの知り合いかい……？」

　緊きん張ちように声を詰つまらせる翔香へ、里八は短く沈ちん黙もくしてから首を振ふった。

「……まさか。長く奴を追っているせいか、名前を覚えられただけのことだ」

　そしていよいよ、こちら目め掛がけて向かってくる……そう思われた刹せつ那な、公園内が白く瞬またたいた。恐おそらくはカメラのフラッシュ。公園内ではない。どこからかはわからないが……。




　……おぉぉん……。




　それをきっかけとしたように、もやがどこかへ向かって流れていく。

「ちょ……逃にげられるよ！」

「……無む駄だだ。それに、今夜はもう現れない」

　どっと溢あふれたような冷や汗あせを拭ぬぐいながら、里八は嘆たん息そくした。

「……そういうもんなのかい？」

「あの色……あんなにくっきり見えただろう。今夜、既すでに一人吸っている」

　はっと翔香が目を丸めた。

「吸ったって……血を？　もう誰だれか殺した後だってのかい？　じゃ、あの赤い色は……」

「血の赤ブラツデイレツドだ」

　ブラティロットの姿が消え、里八が振り返ると、翔香の顔は青ざめていた。怒いかりよりは、恐きよう怖ふが勝まさっているような感じだ。
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　本来それを食い止めるためにやってきた里八としても、新たな犠ぎ牲せい者しやを出してしまったその事実は認めたくなかった。

「霧であるが故ゆえに、奴やつはその痕こん跡せきを残さない。足あし跡あとも、匂においも、音すらもだ。そして逃げると決めた奴は、あの体をどこまでも拡散させて不可視の存在になる」

　つまり追っても無駄なのだ。だが一晩に一人以上の血を吸えば、奴は重くなりすぎる。あれ以上濃こくなれば、傷付かずにはいられなくなる。クルースニクの一員たる自分がこの街にいる以上は、今夜は凶きよう行こうには至らないだろう。

　里八はゆっくりと息を吐はき出した。

「情けない話だ。奴は笑っていた。無力な俺を」

　いくら追い詰めてもだめなのだ。いくら待ち伏ぶせようと、奴は逃げ切る。そのためのギリギリの軽さを維い持じして。里八が固く拳こぶしを握にぎると、翔香がその肩かたを軽く叩たたいてきた。

　女のクセに、和なごやかでも、しとやかでもない。何の屈くつ託たくもない、気持ちのいい笑え顔がおだった。

「……ま、そう自分を責めるもんじゃないよ。あたしにゃあんたを笑ってるってより、自分を勝ち誇ほこってるように見えたけどね」

「勝ち誇っている……か」

　気き遣づかってくれているのだろう。

　だが彼女の言葉も事実だ。奴は次の満月の晩には、行動を起こすはずだ。一夜に一人の人間を吸うだけではなく……。

　それまでには何としても。

　そうでなければ、その満月の夜こそが、最大にして最後のチャンス。

「無理だってんなら仕方ないじゃないかい。あたしだって無いものは斬きれないよ。髪かみを逆立てた黒いマントのオッサンがさ、ワハハと笑いながら窓まど際ぎわに現れるなら、それをぶった斬ることもできるだろうけど……霧きりだの水だのではそうも行かないしねぇ」

　小さく肩をすくめて、あっけらかんと彼女は言った。

「悪いけど、あたしじゃあんたの役には立てないかもね」

「随ずい分ぶんあっさりと言ってくれるな……」

　それこそ、呆あきれるほどに。

「そうかい？　でも沈しずんでたっていいことなんて何もないよ。泣いたって外れ馬券は当たらないしね。出ないってんなら今夜はもう寝ねようよ。明日、明日。それじゃ」

　手を振った翔香は、背を向けて歩き始めてしまっていた。

「おい、お前……長谷部」

「なんだい？」

「明日、赤せき屋やという場所に向かいたい。さすがにその話は聞いているだろう」

「わかってるよ。じゃ、明日」

　翔香は去っていく。里八は半ば面めん食くらったような心境で、長い黒髪のなびく彼女の背を見送った。

「沈んでいてもいいことはない、か……」




　　　　◆




　赤いもやがわだかまる。

　あるホテルの一室の、その窓の外。密室など彼の問題とするところではなかった。空気の出入りできる隙すき間まさえあればよい。その隙間を残したガラス窓、カーテンの向こうに、あの女が眠ねむっていた。里八と一いつ緒しよにいた女だ。

　彼にはとても魅み惑わく的な女に見えていた。美しい顔立ちがではない。伸のびやかに均整の取れた身体からだのラインがではない。長い黒髪ですらない。

　それら全すべてを形作る、彼女の中に流れる血がだ。

　霧の体、維持するにはそう多くの血は必要ない。吸うほどに、色は濃く、見付かり、傷付き易やすくなっていく。自己を維持するだけであれば年に一人でもよいほど、軽い体であった。そうして極限に軽い体でこの数十年を雌し伏ふくしてきたからこそ、クルースニクの手を逃のがれ続けることができた。

　だが今は違ちがう。その雌伏は次の満月の夜のため。今、多くの血を吸うのはそのときのため。力を得るため。

　その力だ。この女はただならぬものの血を引いている。どこから由来するものかはわからない。彼には知る必要もない。彼にただ一つわかっていることは、この女を吸いたいという渇かつ望ぼう。

　そのチカラが欲しい。多少の重さを差し引いても有り余るほどの力を、この女は秘ひめているのだから。

　夕焼けに照らされた雲うん霞かのように赤いもやは、その窓まど縁べりに漂ただよっていく。そして粘ねばつく毒ガスのようにサッシの隙間をくぐろうとして……彼は、淀よどんだ。

　勘かんのいい女だ。目を閉じてはいるが起きている。手こずる間に、里八を呼ばれては困る。

　まあいい。記き憶おくに留とどめておこう。また機会があれば。なければ次の満月の後、この女を吸おう。彼は夜の街に霧む散さんしていく。




（……いま、来てたねぇ……たぶん）

　寒気を催もよおすようなあの気配が消えた。翔香は念のために布ふ団とんの中に隠かくしておいた刀を、そっと手放した。

　カーテンに映ったアメーバのように蠢うごめく影かげ。これほど不快な影絵はなかった。

　だが、なぜ来なかったのだろう。里八の言ったように、一人吸ってお腹なかいっぱいだったのだろうか。彼と一緒にいたから、警けい戒かいしてどんな人物か様子を見に来たのだろうか。

　もしあのまま来られてたら、こんな抜ぬけもしない軍刀では茶番だったろうが。

　まずは、助かった。

（怖こわいねぇ……いやな仕事だねぇ……）

　翔香はもそもそと、布団を頭まで被かぶって寝た。




　　　　④




　翌日。翔香がチェックアウトギリギリの時間まで寝てからホテルを出ると、昼近い公園にはすでに里八が待っていた。

「……来たか。よく考えたら何時にどこで会うかも約束していない、連れん絡らく先さきもわからない。神しん霊れい班はんという部署はいつもこんな大おお雑ざつ把ぱな仕事をしているのか」

　帽ぼう子しの下で明らかに怒おこっている風の視線を受け、翔香は愛想あいそ笑いを浮うかべるしかなかった。

「あはは……ごめんね、コーヒーかなんか奢おごるからさ。まあこうして会えたんだし、いいじゃないの。さ、さ、車に乗ってよ。赤屋だっけ？　ね、乗せてくよ。あんたいい男だよねぇ、ほんと」

　なだめすかして適当におだててから、翔香は彼と昨日停とめた駅前のコインパーキングへ向かった。そこへ、若い女がてくてくと寄って来る。

「どーもー」

　ジーンズのハーフパンツに、ミリタリールックのベスト。首から一眼レフのカメラを提さげて、頭にはハンチング帽ぼう。小こ柄がらな身体とあいまっていかにもフットワークの軽そうな出いで立ちで、年の頃ころなら自分と同じかちょい下くらいだろう。好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな丸い瞳ひとみが印象的な女だった。

「お姉さんたち、赤屋に行くのよね？」

「そう……だけど？」

「おい長谷部。俺たちはこういうパパラッチ風ふ情ぜいは相手にしない方が……」

　そんな里八の小声の警告を搔かき消すような大声で、

「ああ、やっぱり！　そこ、私の実家があるのよ。よかったら案内しようか？」

　どう応こたえたものかと思う前に、里八が翔香の前に出て遮さえぎった。

「その必要はない」

「う……」

　長身の里八に見下ろされ、厳いかつい顔で凄すごまれて。びっくりしたのか、彼女はみるみる涙なみだをめ始めた。

「ひ、ひどい……ただの郷土愛から、風ふう光こう明めい媚びな私のふるさとを知ってもらいたかっただけなのに……」

　ぐしぐしと。

「あーあ、泣かしたよこの男は……」

「な……なにっ……。い、いや、俺はそんなつもりでは……」

　女の子を泣かせてしまったことに対し、里八が演技抜きでおどおどし始めた。見てくれはクールを装よそおっていても、こうして見れば気の優やさしい、いい男ではないか。

　翔香は内心で笑ってから、その女に応対した。

「見ず知らずの人間に田舎いなか自じ慢まんとは、暇ひま人じんだねえあんた」

「じ、実は聞くも涙語るも涙の物語……家に帰るお金がないのよ！」

　それはそれは。

「で、ただで乗せてもらうのも悪いから！」

　なぁんだ、つまりヒッチハイカーか……そう思った翔香は改めて突つき放した。

「ああそうかい。悪いけどこっちも仕事でね」

　するとその言葉が徒あだとなった。

「やっぱり……宮く内ない庁ちようの？　神霊班の？」

「!?」

　笑った。この女、今確かに笑った。




　　　　◆




　そう、仁ひと美みはほくそ笑んだ。

　真実は隠かくし通せるものではなく、いつかは露ろ呈ていする。そしてそのたった一つの真実を更さらに広く露呈させるのが自分の仕事！

「まさか田舎に帰ってきた拍ひよう子しに、こんなスクープが取れるなんてね！　そんなわけで私、週刊フライＤのオカルトコーナー『あなたのいらない世界』担当記者、中なか津つ川がわ仁美。よろしく」

　無理やり押し付けた名めい刺しを、神父かミュージシャンかわからぬ黒いコートの男は目を白黒させて眺ながめ、うんざりとした声で呟つぶやく。

「だから言ったんだ……」

　長谷部と呼ばれたネクタイ締しめたカッコイイお姉さんはと言うと、名刺をその場で細かく引き千切った。

「うわ、ひど……！　そんな、Ｎ野県知事だってそこまでの仕打ちはッ!?」

「ああそうかい。たとえここがＮ潟県だろうと容よう赦しやしないよあたしゃ。あのねえあんた、好こう奇き心しんだけで首突っ込むとケガするよ」

　だがしかし、仁美はすでにメモ帳片手に鉛えん筆ぴつを装備していた。その程度の脅おどしではいごめんなさいとすっ込むようなら、端はなから記者になどなっていない。

「つまり、つまりそれは？　この街で起きている連続殺人や、赤い幽ゆう霊れいの噂うわさと関係が？　赤い幽霊と赤屋との関連性は!?」

　聞き込む仁美。すると翔香は先ほどの態度とは裏腹に、妙みように好意的に仁美の肩かたに手を回し、優しく微笑ほほえみかけてくる。

「あたしが怪け我がさせるって言ってんのが聞こえないのかねえ……？」

（やばっ……。）

　なんかこのお姉さん、かなりホンモノっぽい。すごく慣れた言葉遣づかいな気がするので、仁美は慌あわてて翔香から離はなれた。

「ぼ……暴力反対！　ペンは剣けんより強し！　不当な暴力、圧力には屈くつしないわよ！」

　ジャーナリスト魂だましいという名の野次馬根こん性じよう全開で鉛筆を突きつける。それから慌ててカメラを見せつける。

「そ、そうよ、もうこっちは撮とっちゃったんだからね……昨夜の赤い幽霊を！　そっちの男の人がすごい凶きよう器き持ってるところも、全部撮ってあるんだから！」

「……あの時のフラッシュはお前だったのか」

　よりによって記者に撮られてしまうとは……男はそんなことを悔かい恨こんするように顔をしかめていた。真実の効果はいつだって抜ばつ群ぐんだ。

　だが翔香の方はまだ堪こたえていない様子。

「ふーん、へーえ」

「な、なによ！　私が死んだらフィルムの行方ゆくえはわからなくなるわよ……ふふふ！」

　ごんっ。

「ほ、ほんとにぶったぁ!?　しかもグー!?　グーでぶったわね!?　書いてやる！　宮内庁の暗黒面を洗いざらいぶちまけてやるわっ！」

「そーいう飛ばし記事を捏ねつ造ぞう報道って……！」

「きゃーっ!?」

　さらなる強きよう拳けんが発動されようとした所で、翔香は里八に腕うでを捕つかまれた。

「落ち着け。人が見てるぞ」

「……。」

　昨日の宵よいの口と違ちがい、明るい内であれば人通りもある。

　渋しぶ々しぶと降ろされるゲンコツを見て、仁美はバクバク鳴っている胸むねを撫なで下ろした。今どきはヤクザだって、こんなに簡単に人を殴なぐったりはしないのに。

（お、恐おそろしい……宮内庁ってきっと、国会記者クラブ以上に怖こわい所なんだわ……）

　もうこれだけでかなりのネタになるが……いやいや、『あなたのいらない世界』はオカルトコーナーなので、省庁の腐くさった内情を描えがいても何にもならないのだ。うん、フリーになったときに自分の本に書こう。

　そう気を取り直し、仁美は翔香の顔色を窺うかがう。

「で……あのー……？」

「あーもーはいはい……わかったよ。赤屋まであんたも乗せてけばいいんだね」

「うん、取材ついでに」

　仁美はコロッと笑え顔がおに戻もどった。

　そうして乗せてもらった翔香のクルマ。旧規格の軽自動車、ミニカ・ダンガンは赤屋集落のある山奥へ向けて快走していく。彼女の運転と聞いた仁美は最初こそ不安だったが、暴力的な第一印象と違ってごくごく普ふ通つうの安全運転だった。

「……最悪、うちの方でなんとかしとくから、あんたは気にせずにさ……」

「……いや、アレを見てしまったなら、このまま行動を共にした方が安全……」

　運転席の翔香と助手席の森里八という男が、ごしょごしょとなにやら喋しやべっている。が、いかにも昔の軽自動車らしい静せい粛しゆく性の低さで、後席の仁美には聞き取りにくかった。

「里八さん、何がどうして安全なのかしら？」

「あー、なんて狭せま苦くるしいクルマだ。まるでオモチャだな」

「あ？　なんだい。文句あるならこの場で蹴け落おとしてもいいんだよあんた」

「お前も一応はお役所の人間だろう。公用車はなかったのか？」

「あたしゃでかいクルマは苦手なんだよ」

　旧規格の３ドア軽自動車は、背の高い里八が背筋を伸のばすと頭がつかえて窮きゆう屈くつそうだった。というより思いっきり話をはぐらかされた。

「それにしても……こんな田舎いなかなのに道がいいんだねぇ」

「それはもちろん、角かく栄えい大先生の偉い大だいなお力は県下全域に行き届いているもの」

「……角栄って……今は眞ま紀き子こさんじゃないのかい」

「一度良くなっちゃったもの、ほっとけないでしょ」

「なるほどねえ。そうそう、あのバイパスが無料ってのにはたまげたねえ」

「県外から来た人はみんなそう言うわよ」

「次の日曜は、あの競馬場インターで降りるよあたしゃ」

　こうして世間話でもして相手の心を開かせるのは、取材の定石である。オカルト業界では長いこと不文律、一種の禁きん忌きとまで言われていた宮く内ない庁ちよう神しん霊れい班はんのしっぽを摑つかんだ。アルバイトの修しゆ行ぎよう時代から数えて苦節五年、ようやく手にした大スクープ！

（うふふ、諦あきらめないわよ……！）

「でさぁ、里八君」

「里八でいい」

　翔香が曖あい昧まいに頷うなずいてから話を進める。

「赤屋には何しに行くんだい？　来る前にちょいと調べてみたけど、特に見るようなとこもないみたいだったよ？」

「別に観光に行くわけじゃない。そっちの用件は知らされているはずだが」

「あたしゃほら、電気製品の説明書とかってさ。困ったときにしか読まないタイプなんだよ」

「読め。人の命が懸かかった……」

　ささ、とさりげなくメモ帳と鉛えん筆ぴつを取り出した仁美であったが、惜おしい所で勘かん付かれてしまった。

「……やりにくいな」

「いいじゃないかい、勝手に首突つっ込んで死ぬ分には知ったこっちゃないさ」

　芝しば居いっけのない翔香の言葉に、仁美は思いがけず寒気が走った。

　まさか本当にこの二人は、三流オカルト誌の賑にぎやかしのようなものではなく、オカルトを現実として捕とらえてヤマを追っているのか？

「あんたそれでもいいかい？　連続殺人の、被ひ害がい者しやの一人になるかもしれないけど」

　ルームミラーから、翔香の険しい視線が向けられる。冗じよう談だんめかした素そ振ぶりも、脅おどかすような雰ふん囲い気きもない。むしろ事実だけを言っているから、これほど怖い目なのだ。だから仁美も、真っ直すぐに頷く。

「もちろんよ。いま、確信した。私がこっちに帰って来たのは……きっと、偶ぐう然ぜんじゃないわ」

「どういう意味だ？」

　振り返った里八に続ける。

「マジメな話をするとね。私、その最初の被害者の……お葬そう式しきのために帰省してたのよ。中学校でのクラスメートだったわ」

　重い沈ちん黙もくが車内を支配した。

「彼とはそんなに仲の良い方じゃなかったけど……参列してた他の友達に頭にきちゃって。猟りよう奇き殺人とか、赤い幽ゆう霊れいとか、そんな話で持ちきり。あなたの仕事にぴったりの、いいネタになるんじゃないのって」

「よく言うよ。実際それを飯の種にしているのが、あんたたちじゃないかい」

　翔香の言い分はもっともだ。そうした火のない噂うわさに火を付けて、ガソリンをぶちまけるのが記者というものだし、仁美もそうして仕事を続けてきた。

「そうね。でも、そんな私たちでも、守るべき一線はあるわ」

「なんだい？」

　問う翔香に、仁美はきっぱりと言い返す。

「真実よ。それが真実なら、でっち上げと言われるくらいにあらゆる角度から切り込み暴あばく。噓うそだったらそれを同じように指し摘てきする。それが記者よ。だから私は昨夜、一人で調べていたの。そんな下らない噂を払ふつ拭しよくするために……ね。皮肉なことに、担当してる仕事には反するけど」

　里八がやり切れぬ様子で呟つぶやく。

「が……さらに皮肉なことに、昨夜現物を見てしまった」

「そういうこと。噂の宮内庁が来てたのは驚おどろいたけど……もしお姉さんたちが冗談交じりで事件を追ってるんだったら、それをスッパ抜ぬいてやろうと思って。でも……本当なのね？」

「そこまでの覚かく悟ごなら俺のことも教えてやる。オフレコの条件付きだが」

　ヨーロッパ全域に広がる吸きゆう血けつ鬼き退治の秘密結社、クルースニクからのエージェント。彼が追ってきた霧きりの吸血鬼、特異体ブラティロット。

　仁美が里八から聞いたのは、まさかはぐらかすためのでっち上げかと思ってしまうほどの話であった。書こうにも、あまりに真実味の薄うすい真実。熱心なフライＤ読者でも、果たして面おも白しろがってくれるかどうか。

「……記者を辞やめて小説家になろうかしら」

「だめだよ、退職したらあたしが書くんだから」

　翔香に釘くぎを刺さされる。

「お前たちの老後はどうでもいい。話を戻もどすが、赤屋には廃はい鉱こうがあるはずだな？」

「赤屋鉱山のことね」

　仁美は首しゆ肯こうして、里八へと言葉を向ける。

「大正の頃ころには、銅の産出量は日本一を誇ほこっていたらしいわ。山が赤く染まって見えるほどの鉱脈だったことから、赤い屋根……赤屋の名が付いた、ってくらい」

「へぇ。そりゃスゴイねぇ」

　素す直なおに感心した様子の翔香が頷く。

「でも戦前に、大規模な落らく盤ばん事故が起こって閉山。以来、それっきり」

「なんだい、じゃあ行っても仕方ないじゃないかい」

「でもそれに関連して、赤屋には面白い話があるのよ。鬼おにが住んでいたっていうね」

「……面白いのかい？」

　職業柄がらの割りに興味なさそうな翔香へ、仁美は子供の頃聞いた話を続けた。

「そもそもおかしいじゃない。実際は藪やぶだらけの普ふ通つうの山だから、銅が埋うまってたって赤くなんて見えるはずないのよ」

　山の天候は変わりやすい。いつしか空は曇どん天てんとなり、赤屋へと峠とうげ道みちを登るクルマは垂れ込める雷かみなり雲ぐもに向かうかのようであった。左右を森に囲まれた山道は昼尚なお暗く、ぽつぽつと降り出した雨に、翔香が顔をしかめながらワイパーのスイッチを入れる。

「……その昔、赤屋には身の丈たけ十尺の鬼が住んでいたの」

　一尺を三十センチで換かん算さんすれば、三メートル。立ち上がった大おお熊くまのような鬼だったのだろう。

「鬼は夜な夜な、里に下りては若い娘むすめを山にさらって食べていたんですって。頭から、がぶり、がぶりって丸かじりにしてね。里って言うのはもちろん、さっきまで私たちがいたあの街の辺り」

　仁美がルームミラーを窺うかがい見ると、翔香の顔は一層暗くなってきている。

「でもある時に、鬼はさらってきた娘がおかしいことに気付いたの。その娘の正体は、鬼退治をお願いされた、偉えらいお坊ぼう様さまの変装だったのね。お坊様が念仏を唱えると、山にはたちどころに真っ黒い雲が現れて……落ちてきた仏ぶつ罰ばつの雷かみなりは、鬼の体を引き裂さいた」

　奇くしくもそのとき、三人の向かう先の山に、雷らい光こうが瞬またたいた。

「そして鬼の断だん末まつ魔まは地鳴りとなって越えち後ご平野に響ひびき渡わたり、雷光で引き裂かれた鬼の体から噴ふき出した血は、尾お根ねを真っ赤に染め上げたんですって……」

　明らかに落ち着かない様子の翔香が、ちらりとこちらを窺った。

「で……赤屋かい」

「それもあるんだけど……その年からお山には、見事な紅葉もみじが見られるようになったの。それこそ血のように真っ赤な。それは倒たおされた鬼が吐はき出した、無念のうちに死んでいった娘たちの……！」

　すぐ近くに雷が落ちた。空を割るような音が、クルマを揺ゆらす……かと思ったら、ビックリした翔香が手元を狂くるわせただけらしい。

「おい長谷部、気を付けろ。こんなところで自じ滅めつなんて笑い話にもならない」

「わ、わかってるようっさいね！」

　仁美は噴き出しそうになる口元を押さえた。

　この人は怖こわがりだ。だからつれない振ふりをしていたのだろう。楽しい。

「あ？　何笑ってるんだいあんた」

　またもミラー越ごしに睨にらまれ、仁美は誤魔化すように咳せき払ばらいする。

「い、いえいえ。でもね、この話にはまだ続きがあって……大量の銅っていうのも、鬼の血が染しみ込んだ岩が、変化したんじゃないかって。祟たたりがあるからって、村の人たちも最初は鉱山に大反対したそうよ。その閉山の理由になった落盤事故も、そうした鬼の呪のろいか……そうじゃなかったら若くして死んで行った娘たちの怨おん念ねんが、たくましい鉱員たちを婿むこに呼んだんじゃないかって。当時はすごい評判になったらしいし」

「そんなとこに行くのかい……？　まぁ、あれだよ。噂うわさとは言え」

「……噂じゃ、ないわ」

　情念たっぷりに仁美が言うと、翔香は低く呻うめいて黙だまり込んだ。

「だって、やっぱりおかしいじゃない？　最さい盛せい期きを迎むかえていた鉱山が、たった一度の事故だけで採さい掘くつをやめるものかしら？　折しも日米通商条約は破は棄きされて、一いつ触しよく即そく発はつ。戦争に向けて資源はいくらでも欲しいって時に……国にとって鉱山は、莫ばく大だいな資産なのよ。それは昔も今も変わらない。技術が進んだ現代になっても、再開されないなんて……きっと、何か本当の理由があるのよ。そう……あの山には、何かが本当にいるのよ！」

　ぴしゃーん。

　また近くに雷が落ちて、クルマは急停止した。いよいよ呆あきれたように里八が呟つぶやく。

「おい長谷部……何をさりげなくＵターンしようとしている」

「うっさいね！　あたしゃ怖いのは嫌きらいなんだよ！　これはあたしのクルマだからどこへ行こうとあたしの勝手！」

「とんでもないのを寄よ越こしたもんだ、宮内庁は……どうやら本当に資料に目を通してないらしいな。いいから行け、俺が種明かししてやる」

　里八の説得により、翔香は渋しぶ々しぶ、クルマはトロトロと進み始めた。

「今の中津川の話が、全部本当かどうかは俺もわからない。だが、今までの話のうち、二つだけは事実だ」

「「うそ……？」」

　呟いたのは翔香であり、翔香を怖がらせるために昔話を面おも白しろおかしく脚きやく色しよくした仁美自身でもあった。

「一つめ。落らく盤ばん事故は閉山の理由ではない。そしてもう一つ……赤屋には鬼が住んでいる。今もな」
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「……いいからアクセル踏ふめ」

　いい加減睨むような里八の声に、翔香は止やむ無く右足に力を込こめた。

　全くとんでもない仕事だ。ひょっとしたら、祖父がその祖父に聞いたという赤屋の恐おそろしい何か……とは、その鬼おにのことだったのだろうか。

　いやいや。

　いやいやいやいやいや。

　翔香は怪かい談だんから逃のがれるために、現実的な話題を里八へとぶつけた。

「あたしたちが追ってるのは和鬼じゃなくて洋鬼……吸きゆう血けつ鬼きの方だってわかってるかい？」

「そんなことは俺が一番わかっている。だからこそ、その鬼に会いに行くんだ」

　里八が向かう山を指差した。やはり山の天候は変わりやすく、いつしか雲も流れて晴れ間が覗のぞき始めていた。少し落ち着きを取り戻もどした翔香は、ワイパーを止めた。

「そりゃ一体、どういうことだい？」

「鬼狩かる鬼。赤屋の猟りよう鬼きってのがこの山に住んでいるらしい」

「りょうき……？」

　仁美が首をかしげた。そんな言葉、地元の彼女ですら聞いたことがなかったのだろう。里八がさらに続ける。

「その昭和の初めというのは、丁度日本がドイツ、イタリアと同盟を結んでいた時期だ。クルースニクの本部の記録によれば、ドイツでもイタリアでも吸血鬼狩りを行ったが、同じようにこの国でも大々的な鬼狩りが行われたらしい。その時に活かつ躍やくしたのが、『鬼狩る鬼』と讃たたえられた鬼狩りの一族。向こうで言えば吸血鬼ハンターだ。……そういうわけで安心しろ。要は鬼のように強い人間ということだ」

「はいはい……」

　鬼退治をするのだ。神殺しなんて呼ばれる長谷部家と違ちがって、さぞ立派な家いえ柄がらなのだろう。

　うらやましい。

「なんだか坂さかの上うえ田のた村むら麻ま呂ろみたいね」

「誰だれだいそりゃ」

　翔香にとって、歴史は苦手科目の一つであった。

「翔香さん……オカルト業界じゃ平たいら将の門まさかどと並ぶ超ちよう有名人よ」

「将門様なら知ってるけどねえ」

　名前くらいは。

　メモ帳に鉛えん筆ぴつを走らせていた仁美が、諦あきらめたように里八へ向き直った。

「今までの話をまとめると……ブラティロットを追ってクルースニクから派は遣けんされてきた里八さんは、同じ鬼退治のエキスパートであるその鬼狩りの子孫に、ブラティロット退治の協力を仰あおぎに行きたい……」

「そうだ。そして話を付けてもらうために、日本国内で古くからそういったオカルトに精通している宮く内ない庁ちようにエージェントを要よう請せいしたんだが……」

　心なしかとほほとでも言うように、里八の肩かたが落ちる。

「とほほで悪かったねえ！」

　そうこうするうちに赤屋の標識が見えた。坂を上りきると、道路の両りよう脇わきに十数軒けんの家々が並ぶ小さな集落があった。酒屋と雑貨屋、郵便局と交番……必要最小限がまとまっただけの、仁美の話に聞いていたより、ずっとほのぼのとした場所である。

「ほら着いたよ。あんたの家はどこだい」

「ないわよ」

　殴なぐろうかという勢いで、翔香は仁美へ振ふり返る。

「あんた、実家に帰るって……！」

「そんなの二人に接せつ触しよくするための方便よ。でも全くの大おお噓うそでもないわ。中学生になったときに、下の街に引っ越こしたの。一応土と地ち勘かんはあるから、案内は任せて」

「ああそうかい、もう好きにしな、ふん……」

　すっかりヘソを曲げてしまった翔香に、やり切れぬ様子で里八が手を出してくる。

「この分では、その家の場所も知らなそうだな。……資料は。お前が言っていた説明書だ」

「それならダッシュボードの中だよ」

　助手席の里八がそれを開けて、Ａ４サイズの茶ちや封ぶう筒とうを手にする。中から数枚のコピー用紙を取り出し……。

「貸して！　見せて！　私が読んであげる！」

　記事になると踏んだか、仁美が強ごう引いんにそれを奪うばい取った。

「へえー、すごい！　これが神しん霊れい班はんの公文書……普ふ通つうのお役所と変わりないのね」

「あんたねえ、うちだってお役所だよ。一応」

「ね、コピー取っていい？　写真は？」

「いいから読め。読まないなら返せ」

　里八に諭さとされて、仁美がぺらぺらと紙面をめくっていく。するとある所で急に手を止め、顔を強こわ張ばらせた。

「……八や瀬せ様のお屋や敷しき……？」

「八瀬というのか。それで、その家はどこにある」

「ちょ……ほんとにここ？　ほんとに八瀬様のお屋敷に行くの？」

「どうしたんだい？」

　翔香の目には、仁美が怯おびえているように見えた。今までのような演技ではない。そもそも今どき、様付けで呼ぶのがおかしい気がするし、お屋敷と呼べるほど立派な家も、見た限りこの道沿いには存在しない。

「だって……八瀬様のお屋敷には、もうずっと人が住んでいないのよ……？」

「なんだと……？」

　面めん食くらったのは里八の方であった。

「本当よ！　落らく盤ばん事故の話をしたでしょ？　そのときに一帯の地主だった八瀬様は、金に目が眩くらんで山を売り渡わたすから、鬼おにの祟たたりで事故が起きたって……あんたのせいでまた鬼が蘇よみがえるって、村の人たちに吊つるし上げられて……これは当時の地元紙にも載のってる事実よ」

　行き過ぎた民間信しん仰こうの成れの果て……無残なものだと、翔香はハンドルにもたれかかった。

「お屋敷自体は……廃はい墟きよのまま残ってると思うけど。でもあそこは本当にヤバイわよ。遊び半分で肝きも試だめしに行ったら、着物姿の娘むすめに会ったとか、誰だれ々だれが帰ってこなかった、とか……。一番ひどかったのは、数日後に見つかったと思ったら、山の中で熊くまに襲おそわれていて、体がバラバラになってたとか……」

「鬼の次は熊かい……」

　いよいよ翔香は帰りたくなってくるが、ヨーロッパからはるばる訪おとずれたという里八の方は、そうも行かないらしい。

「怪かい談だんはもういい、とにかく屋敷がある場所まで連れていってくれ」

「案内はするけど……ううん、でも、なんだかそれっぽくなってきたわね！　いい記事書けそう！　ほら翔香さん、このまま真っ直すぐ進んで！」

　朗ほがらかになった仁美とは対照的に、はいはい、とやる気ない返事を残し、翔香は再び車を走らせた。ここまで来たら、行けるとこまで行くしかあるまい。集落を抜ぬけて、谷川を見下ろす道に入る。真っ直ぐ行けばダムと、件くだんの廃はい鉱こうとがあるそうだが……。

「ここでいいわ」

　と仁美が指定したのは、山道の入り口のすぐ側そばであった。深い森の奥へと、苔こけ生むした登りの石段が続いている。

　近くに家は見えない。右も左も鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる緑色。雑木林のトンネル。完全に山の中だ。

「……熊、出るのかい？」

「熊ぐらいなら俺が何とかしてやる」

　クルマのハッチを開けた里八が楽器ケースを持つ。彼のガタイを見れば、あながち誇こ張ちようでもなさそうなのが頼たのもしい。

「長谷部、お前も武器は用意しておけ」

「熊くま撃うちなんてしたことないよ。それともあの赤いの、昼間でも出てくるのかい？」

　吸きゆう血けつ鬼きは日光を浴びると灰になる、位は翔香も知っていた。事実そうかは知らないけど。

「確かに吸血鬼は、日中はおいそれとは活動できないはずだ……が」

「が……、なんだい」

「奴やつは霧きりだ。下水管でも土の中でも、空気の入れる隙すき間まさえあれば、奴は太陽光を浴びずに移動できる」

　山の中。周りは昼なお暗い森に囲まれている。地面はふかふかの腐ふ葉よう土ど。里八の表情は、油断するなと言っていた。

「たとえ効かなくても、武器は手にしておけ。それが最後の自信に繫つながる。化け物退治は、諦あきらめた時が死ぬときだ」

「……そうだね」

　自分のようにあるかないかを追うだけの役やく柄がらと違ちがい、彼は実際に叩たたき潰つぶすことを生業なりわいとしているエキスパートだ。素す直なおに聞いておいた方がいいだろう……そう思った翔香は竹刀しない袋ぶくろにくるんだままではあるが、祖父の軍刀を手にした。

　名刀虎徹。

　確かに、持っているだけで心強い。

「中津川も俺たちから離はなれるな。それと聞いた通り、吸血鬼が光に弱いのは事実だ。いざという時はそのフラッシュで牽けん制せいしてくれ」

「わ……、わかったわ」

　里八の真しん摯しな眼まな差ざしに気け圧おされたように、仁美が息を吞のむ。それからすぐ意を決したように、カメラを両手でしっかり携たずさえた。

　そうして一行が石段に足を踏ふみ入れたとき、里八が言った。

「結界だな」

「……わかるのかい？」

「お前……。……わからないのか……。かなり強力なものだ」

　本当に闇やみの世界のプロか？　と問いかけるような、もう何度目になるかもわからない諦めの視線。そんなこと言われても、と翔香は頭を搔かくしかない。なんとなく薄うすら寒い気はするが、それは仁美の怪談を聞いたときからの気もするし。

　里八が横を指差した。

「見ろ」

「見ろ……って、ただのお地蔵様よ？」

　拍ひよう子し抜けしたような仁美に翔香も賛同する。薄く苔生し、とてもよい顔をしているが、至って普ふ通つうのお地蔵様だ。葉っぱのお皿に角切りの野菜が供えてある。

「とにかく表の世界にはない何かが、ここにはあるということだ。行くぞ」

　三人は石段を踏み締しめるように登っていく。

　ほどなくして開けた場所に出た。そして目の前に広がる光景を見た仁美が、呆ぼう然ぜんと声を上げる。

「そんな……ウソ……。なんで……お屋や敷しきが……」

　平屋の立派なお屋敷が、そこにはちゃんとあったのだ。瓦かわらは一枚たりとも剝はがれることなく、青々とした椿つばきの垣かき根ねは乱れることもなく、障子は破れるどころか、色あせた様子もない。柱は色いろ濃こいが、それはただ古いのではなく、長く歴史を積み重ねてきたのだろう飴あめ色いろで、庭先には雑草は愚おろか落ち葉一つ見当たらず、とても肝きも試だめしに使えるような雰ふん囲い気きではない。

　しかも門には『七なな瀬せ』の表札もちゃんと掛かけてあるのだ。

　……いや？　名字が一つ少ない……？

「仁美。あんたまたあたしを怖こわがらせようとして、あんな作り話を……」

「違うわよ！　だって私、小学校の頃ころ……」

「待て。何か来る」

　里八の低い声で、仁美がその背に隠かくれた。屋敷を取り囲む森の中から、がさがさ、ぺけぺけという音が近付いてくる。それからがたごとという音と。

　がさがさ。ぺけぺけ。がたごと。

　ぺけけがたごとがさがさり。

　ぺけれぺけけけけけけけ……！




　がさっ!!




「いぇーい！」

　ぺけぺれれれれれれ……。

　現れたのは、若い女性の乗ったバイクであった。

　一いつ般ぱん的には新聞配達。郵便局に勤めている翔香としては、赤い色なら馴な染じみのあるビジネスバイクである。バイクのカゴには山菜ときのこ。ガタゴトと牽けん引いんしてきたリヤカーにはイノシシ一頭。

　まぁそこまではよい。

　問題は自分と同い年くらいと思おぼしき女が、可愛かわいらしい笑え顔がおで、和服の上から割かつ烹ぽう着ぎ姿で、半はん帽ぼうヘルメットを被り、あまつさえ肩かたに猟りよう銃じゆう担かついでいる点である。ぺけぺけと片手運転でやってきたその女。一同の前で止まるとヘルメットのツバを押し上げ、警けい戒かい心も悪意もない声で言う。

「こんな所にお客様なんて珍めずらしいですねー。何か御ご用ようでしょうかー？」

　対して仁美が我に返った様子で言った。

「何かじゃないわよ!?　あなたは誰だれ？　どうしてこの家にいるのよ!?　ただの廃はい屋おくだったお屋敷がなんで……！」

「ああ、はいはい。そのことですかー。でしたら立ち話もなんですから、上がってくださいな」

　ぺけぺけとハンドルを取って返し、屋敷の前に止めると、彼女は門を開けた。片手で口元を隠して嬉うれしそうに笑い、残った片手で手招きする。

「どうぞどうぞー。気合い入れてお茶をお出ししますのでー」

　三人はそれぞれに顔を見合わせてから……七瀬の札が掛かった門をくぐることにした。
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　外観通りの、畳たたみ敷じきの居間に通される。なぜだかあまり生活感も感じないが、テーブルに、座ざ布ぶ団とんに、テレビ……普通の家にあるような最低限のものは揃そろっていた。

　彼女の名前は七瀬葉多恵。代々八瀬家に仕えていた家いえ柄がらの娘むすめなのだそうだ。

「……というわけでしてー。お館やか様たさまのお住まいを、わたしが継つぐように言われましてですねー。つい最近、いま流は行やりのリフォームをしちゃったわけなんですよー」

　やたらと笑顔の絶たえない人である。と同時に、くすくすと笑う時には口元を隠す、品の良さを窺うかがわせる人でもあった。

「それでみなさんは、どういった御用で？」

　気合いを入れたという渋しぶいお茶を一口すすって里八と顔を見合わせるが……、協力を取り付けるのが今回の神しん霊れい班はんの仕事ということだ。だから翔香の方から切り出した。

「名乗り遅おくれて悪かったね。あたしは宮内庁から来た長谷部翔香。こっちのデカイのはクルースニク……って言ってもわからないだろうけど、簡単に言うと化け物退治の専門家」

「森里八だ」

　最後に仁美が紹しよう介かいしてもいないのに、自分の名めい刺しを差し出した。

「私、週刊フライＤのオカルト担当、中津川仁美。よろしく」

「はいはい、皆みなさんご丁てい寧ねいにどうもどうもー。神霊班と、吸きゆう血けつ鬼きハンターと、雑誌社の方ですねー」

　これに翔香は驚おどろいた。

「なんでそこまで……？」

「いやですよー。一般人が、お館様にお仕えできるはずありませんからねー。わたしも幼い頃からそれなりの教育を受けてますので、隠かくし事とかの方はご心配なくー」

　そうしてまた口元押さえて、くすすと笑う。

「それじゃ葉多恵さんは、ここが鬼おに狩がりの家だっていうのは……」

「はいはいもちろん、よぉーく存じ上げておりますですよー」

「あたしたちはその、鬼狩る鬼って血筋の人に協力をお願いしたくて来たんだよ。いつ頃帰ってくるんだい？」

「いえいえ。最初に申し上げたように、この家はわたしが継いじゃいましたからねー。お館様は、もういらっしゃらないんですよー」

　確かに表札には、彼女の姓せいである『七瀬』の方が掛かかっていた。彼女がお勤めで入っているのであれば、表札は主あるじとなる『八瀬』の方が出ているはずなのだ。

　泡あわを食ったのは里八である。

「なんだと……!?　それなら封ふう印いんの方はどうなっている!?」

「ええ。ですからわたしがやってきたのはですね、お館様に代わって、このお山に封印された悪いモノを逃にがさないように、っていうのもあるんですねー」

「なんだいそりゃ？」

　封印なんて話、翔香はまだ聞いていなかった。里八を見るが。

「後で話す……それより鬼狩る鬼がいないというのは、どういうことだ」

「お館様の血筋は、残念ながら絶えちゃったんですよー。鬼狩る鬼は、言い換かえれば鬼食う鬼……普ふ通つう、鬼は人を食べるんですけど、お館様の一族は鬼を食べる鬼でした」

「まさか、本物の……鬼？」

　仁美が、書き込んでいたメモ帳から顔を上げ息を吞のんだ。テーブルの上には、いつの間にかＩＣレコーダーも用意され、会話を録音している。

「そうです。と言っても、見た目は人間と変わりありませんでしたけどね……でも戦争の始まる前でしたか。お国の命令で、日本全国で鬼狩りが行われたんですよー」

　葉多恵の話は、車内で里八が語った話とぴたりと符ふ合ごうした。だが、葉多恵の言葉は更さらに詳くわしい。

「富国強兵、欧おう米べい列強を追い抜ぬけ追い越こせの頃ころです。力の強い鬼を捕とらえては満州へ送って、猟兵という生物兵器の材料にしたとかしないとか」

　軽く面めん食くらったような里八が呻うめいた。

「そうなのか。俺もクルースニクの本部で似たような話を聞いたが……ナチスが吸血鬼の能力を人間に移植し、軍団を作ろうとしていたと」

「じゃあ、同盟国同士で研究してたんでしょうねー。ともかくお館様はそれを手伝う代わりに、食料としての鬼を、報ほう酬しゆうとして得ていたわけですが……それが、少し行き過ぎまして」

　里八が思い当たったように呟つぶやいた。

「まさか……鬼が全ぜん滅めつして、食い物が無くなった」

「ご明察ですー。まさにその通りなんですよー。まぁ鬼退治がお館様の一族の宿命でしたから……それについては、お館様は不満は言いませんでしたけどねー。ようやく一族の肩かたの荷が降りた、と。そして当時のお館様は、赤屋鉱山の落らく盤ばん事故の責を負わされ自害……という形で、姿をくらませ、人として幸せな余生を送られたのです。めでたし、めでたし」

　葉多恵は自分の話に、ぱちぱちと自分で小さな拍はく手しゆをしてから。

「……お館やか様たさまは鬼ですから、食うや食わずでも、しばらく長生きされましたが……つい三年ほど前に亡なくなられました。結局最後まで、一人のご子息も遺のこされなかったんです」

　喰くらうべき鬼がいなければ鬼狩りは生きられない。狩かるべき鬼がおらぬのであれば、そもそも生きる価値もない。戦うことを宿命付けられた、悲しい一族だったようだ。

　翔香と同様、感じ入ったように里八が首しゆ肯こうした。

「なるほど……それで代々仕えていたあんたの家に、この赤屋の封印を守れと遺ゆい言ごんがあったのか」

「封ふうじられたのは、何か、よほど強力なものなのでしょうねー。封印が百年を経過する次の満月の晩……つまり明日の夜」

「っ！」

　翔香の視界の端はし、里八が小さく身を強こわ張ばらせた。それを感じ取ったかのように、葉多恵は小さく微笑ほほえむ。

「わたしはその時のために、お館様の持つ全すべての業わざを教え込まれました」

　ずず、と葉多恵がお茶をすすった。

「ぷはー」

「じゃ、つまりあれだね……葉多恵さんが、今の鬼狩りって考えてもいいわけかい？　全部の技術を教え込まれたって言うなら」

　愛らしい外見からはとてもそうは見えなかったが、翔香の言葉に、彼女は誇ほこらしげに胸を張った。

「そうですねー。赤屋の猟りよう鬼き、村むら田た童どう子じとはわたしのことですよー。と言っても、今は熊くま撃うちくらいにしか使いませんけどね」

「村田童子？」

　興味深いキーワードに、仁美がオウム返しに尋たずねる。

「はいはいー。わたしの持ってた鉄てつ砲ぽう、村田銃じゆうのことです。あの『村田三尺』が、お館様の最も得意とするところでしたからねー。おかげで女のわたしでも、お館様の技術を受け継つぐことができたわけですよー」

　里八が顎あごに手をやり、考え込む。

「なるほど、銃か……銀の弾だん丸がんでもあれば心強いが……」

「ありますよー。お館様の遺されたものですけどねー」

「そうか。ならばそのお館様、封印したものをよく把は握あくしてたということだ」

　メモが一段落したか、仁美も顔を上げる。

「あとで写真撮とらせてもらっていいかしら？　その猟りよう銃じゆう」

「どうぞどうぞー」

　言いながら葉多恵は急きゆう須すにお湯を注ぎ、そろそろ少なくなってきた全員の湯ゆ飲のみに注つぎ足していく。

「これまでの話をまとめると……みなさんは、わたしに協力して欲しいということになりますねー」

「そうだ、まず封印の場所を確かく認にんさせて欲しい。それとその強度だ。そして必要なら……」

「それにはまず、みなさんのお力を試ためさせて頂かないと。試験ですねー」

「なに……？」

　こういう急ぎの用に限って、そうそう話がうまく進むはずもないのだ……翔香はなんとなくの経験から、半ば達観して里八の焦しよう燥そうを眺ながめていた。

「当然ですよー。封印は、大事なものですからねー。それをどうこうしようってんですから、それなりの覚かく悟ごと、実力を、見せていただかないことには」

　ずずっ。

「ぷはー。いいですか里八さん。わたしは一応、封印されたものの正体が何であるか……お館様から聞いて知っています。いま麓ふもとの街で起きていることもですよ」

「だったら尚なおのこと、そんな吞のん気きに試験などと……！」

　いきり立つ里八にも、葉多恵はこれっぽっちも笑え顔がおを崩くずさない。

「まーまー。この試験は、あなたたちにとってもプラスになるはずですよー」

「あんたじゃ話が進まないね」

　注がれたばかりのお茶を飲み干し、翔香は里八を遮さえぎった。こちとら昨夜、里八に試されたばかり。いまさら一つも二つも変わりない。

「試験の内容はなんだい、葉多恵さん」

「そうこなくっちゃ。実はこのお屋や敷しきの地下に、二本の太た刀ちがあるんですねー。片方は名刀『鬼おに斬きり』。もう片方は、無む銘めいの『人斬り』ですよー」

「面おも白しろいじゃないかい。ブタか当たりか、見み極きわめて持ってこいって事だね」

「うふふふふー。ノーヒントで行きますですよー？」

「上等さね……あたしゃギャンブルは大好きでね！」

　こんな山奥で娯ご楽らくも少ないのだろう。この上なく楽しそうに、口元を隠かくした葉多恵が笑う。

「長谷部さんでしたね。わたし、あなたが気に入りましたよー。戻もどってきたら、牡ぼ丹たん鍋なべと地酒で大おお盤ばん振ぶる舞まいしちゃいましょう」

「ますます乗ったッ!!」

　里八が止める間もなく、翔香は拳こぶしを握にぎり締しめていた。翔香は競馬の他ほかには、お酒も大好きだった。

「それではー。よーい、スタート！」

「「「えっ……!?」」」

　ガタンッ！

　どういう仕組みか次の瞬しゆん間かん、三人は屋敷の地下へとまっしぐらに落ちて行った。

「うふふー。くすすー。さてさて、前祝い前祝いー。やっほー。牡丹鍋の用意をしましょうかー」

　ウキウキと浮うき足立って、葉多恵は台所へと向かうのだった。
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　一方地下に落とされた三人は、それぞれぶつけた所をさすりながら、あーだのうーだのと呻うめいていた。

「あ……あんたどういうリフォームしてんだい葉は多た恵えさんっ!?」

　と翔しよう香かが上を睨にらんだ時には、落とし穴の蓋ふたはぱたんと閉まっていた。

「世に言う悪徳リフォーム会社……じゃないのかしら……いたた」

「ここまで来れば、どう考えても頼たのんだ家主が悪徳だ……。七なな瀬せというあの女、どうにも食えない性格のようだな……」

　落とされた地下は、真っ暗。鼻をつままれてもわからないとはこのことだ。手近に触ふれた壁かべはひやりと湿しめっぽく、漂ただよう空気もカビ臭くさい。

「誰だれか明かりは持ってないのかい？」

「マグライトがある」

　里さと八やはコートの中から。

「私も、小さいけどそれ持ってるわ」

　仁ひと美みはミリタリーベストのたくさんあるポケットの一つから、それを取り出した。

　ぱち、かちっ、と二本の電灯が点つく。

「つっ!?」

　ゴッというリアルに鈍にぶい音。立ち上がった里八が、頭を押さえていた。石造りの通路の天てん井じようはかなり低く、翔香でもギリギリの高さだ。自然、里八は不自然に屈かがんだ姿で進むことを強しいられる。

「ったく日本はどうなっているんだ……クルマも小さければ、ダンジョンもミニサイズか……」

　そんな発言からして、海外暮らしが長いのだろうか。

「だったらその太た刀ち、すぐに見つかりそうだけど……違ちがうみたいよ」

　仁美が明かりを向けた先は、どこまでも真っ暗い。通路はよく見れば石造りではなく、岩がん盤ばんをくりぬいて掘ほられたものであった。天井も、落とされたこの場所近辺がたまたま低かっただけらしい。その壁へき面めんに触れながら仁美が唸うなる。

「手掘り……ひょっとしたら、ここも坑こう道どうの一部なのかしら？」

「だとしたら、どこに何があるか……鉱山だのなんだのは、鉱脈がある限り縦じゆう横おう無む尽じんに掘り広げられるものだ」

　言うが早いか、一向は分かれ道に突つき当たる。

「でも、迷う心配はなさそうだよ」

　と、翔香は壁の一部を指差した。

　矢印があって、『こっち』と彫ほられている。同じように、デフォルメされた葉多恵がその方向を指差して笑っている。

「……ますます食えないようだな、あの女。何かの罠わなか……」

「でもとりあえずは、このミニ葉多恵さんに従うしかないんじゃないのかい？　試験ていうくらいだし、課題があるのかも」

　翔香の推測に二人は頷うなずき、そのまま進む。

　暗く、抑よく圧あつされた空間の雰ふん囲い気きは、誰ともなく口数を少なくしていく。

　三人分の足音は、岩の回かい廊ろうに騒そう々ぞうしいくらいよく響ひびいた。それだけがせめてもの救い。ともすれば、永遠にこの地下迷めい宮きゆうから出ることが適かなわぬのではないか……そんな錯さつ覚かくすら覚えてしまう、長い道のり。

　時折壁を、ムカデのような小さな虫が這はっていく。

「辛しん気き臭くさいねぇ……。そう言えば里八君さ」

「なんだ？」

「封ふう印いんってのは、一体何なんだい？　クルマの中じゃ聞かなかったけど」

「それ、私も聞きたいわね！」

　興きよう味み津しん々しんの仁美にだけ、少し困った顔をした里八は……止やむ得ずといったように話し始めた。

「吸きゆう血けつ鬼きの最も忌いみ嫌きらわれる能力……他のバケモノと決定的に違う点は、自分の眷けん族ぞく……配下を増やしていくという点だ」

「血を吸われた者がなるっていう、あれね」

　常識だとでも言わんばかりに、仁美が頷く。

「俺たちのセオリーでは、血を吸われて死亡した人間が……だがな。それはいいが、そこで出てくるのがファミリーという概がい念ねんだ」

「ファミリー？」

　オウム返しの仁美へ、里八が低い声で答えた。

「大たい抵ていの人間は血を吸われて死んだ後、操あやつられるだけのデク人形になるんだが……中には、自分の意思を持ったまま新たな吸血鬼になる奴やつがいる。その違いは何か？　知っての通り奴らは不老不死だ。いや、不死というのは俺たちクルースニクがいる以上成り立たないが……少なくとも、不老だ。何千年の昔から、人類最後の夢とまで言われる永遠の命」

　忌いま々いましげに唇くちびるを歪ゆがめた里八が、懐ふところから煙草たばこを取り出した。

「いやがるんだ。人間の中にも、進んで吸血鬼になろうという奴がな」

「……そうした人たちが、新しい吸血鬼になってしまうのね？」

　固かた唾ずを吞のむ仁美に、彼は首しゆ肯こうした。

「そうだ。デメリットと言えば昼間出歩けなくなること、生き血を吸わなければ生きられないこと……。人によっては、それくらいの代だい償しようを払はらってでも生きたいと思うらしい」

　翔香は思わず呟つぶやいた。

「あさましい話だねぇ……わからなくもないけどさ」

　死ぬことは怖こわいし悲しい。それは誰だれだって同じだ。死なずに済むならそれに越こしたことはないのだが……お金欲しさに人を殺す人間もいる。夢物語でないのなら、命欲しさに命を奪うばう者もいるのだろう。その血を奪うという形で。

「ああ。とにかくそうしたシステムで、強い吸血鬼の元に、強い眷族が集まっていくことがある。そうして出来上がっていくのがファミリーだ。そしてあの赤い霧きり……ブラティロットも、元々はある吸血鬼ファミリーの一員だった」

　一度立ち止まった里八が、手にしたままだった煙草に火を点つけ、大きく息を吐はく。

「その頂点の吸血鬼、付いた二つ名が凄すさまじい。『黒ペ死ス病ト』だ」

「って……中世ヨーロッパで何百万人も死んだ!?　吸血鬼の仕し業わざだったの!?」

　啞あ然ぜんとする仁美に、里八は苦く笑しよう気味に首を振ふる。

「昔の話で、はっきりとはしていないが……少なくとも後年、そのぐらいの猛もう威いを振るった吸血鬼だったことは確かだそうだ。黒い霧に姿を変え、村一つ、町一つだ。ひとたび暴れると、その規模が他の吸血鬼とは桁けた違ちがいでな。しかも……」

「霧だから倒たおす術すべが無かったって？」

　翔香は、里八の煙草から流れていく紫し煙えんを目で追いながら言った。傍はた目めには、この煙けむりくらい危機感の薄うすい存在だったのだろう。何の注意をする間もなく、人々は犠ぎ牲せいとなっていったに違いない。

「その通りだ。そしてある時、霧になったペストは海の魔ま力りよくが届かない高空まで舞まい上がり、偏へん西せい風ふうに乗って、吸血鬼ハンターのいないこの日本にまで辿たどり着いた。……そして赤屋の猟りよう鬼きに出会った」

「まさか……！」

　表情を硬かたくした仁美が息を吞み、里八は紫煙とともに忌まわしい言葉を吐き出した。

「この赤屋に封印されているのが、そのペストだそうだ」

　里八が再び歩き始めた。

　翔香もまた、仁美とともにその後を追う。

「当時の猟鬼も、さすがに奴は殺せなかったんだろう。だが猟鬼にペストへの決定打がなかったように、ペストにもこの国に対する知識は乏とぼしかった。幾いく多たの吸血鬼ハンターから逃のがれ続けてきた奴も、全く様式が違う東洋の封印には捕とらわれてしまった、というわけだ……」

　また分かれ道。壁かべに彫られたミニ葉多恵が、『こっちこっち』と指差す方へ。

「そして封じられた赤屋鉱山は、同盟国だったドイツ、イタリア両国からの要よう請せいと、猟鬼の進言によって……永久閉へい鎖さされた。噂うわさの落らく盤ばん事故というのは猟鬼との戦いで、一帯の地盤が弱っていたからだとも言われている」

「どんな戦い方したんだろうねぇ……」

　翔香は、せめて強がるように呟いた。

　洞どう窟くつに流れる冷気が、背に刺さすようだった。ともすればいま歩いているこの道が、その封ふう印いんの場所に繫つながっているのだろうか。今はまだ、そんなのは気のせいだと思いたい。




　　　　◆




　仁美はＩＣレコーダーを屋や敷しきのテーブルに置きっぱなしにしてきたことを、悔くやみながら聞いていた。メモを取ろうにも、この暗さではうまく行かない。記き憶おくだけが頼たよりだった。

　そしてその記憶をまとめ、印象付けるために、自分からも質問する。

「ねえ里八さん。じゃああの赤い霧はファミリーの一員として、その親玉の封印を解くためにやってきたのね？」

「そういうことだ。長い時間が経たって、封印の力が弱まってきている。奴はそこを狙ねらってくる。逆に言えば封印の場所さえわかれば、その瞬しゆん間かんだけは、完全に奴の居場所が特定されるということだ。満月の力を受けて霧の状態から、封印を破るために力を集中し易やすい、より重く密集した姿になるはずだ」

　仁美の横では、ようやく話が見えたように、翔香が深々と頷うなずいていた。里八はその瞬間こそを逆手に取って、ブラティロットを狙おうというのだ。

「でも……その話が全部本当なら、ものすごく危険なんじゃないかしら？」

　一歩間違えばそのペストまで解放されてしまう、危険な賭かけのはずだ。

「わかってる。だがそうでもしなければ、あのブラティロットを葬ほうむり去ることなど永遠に不可能だ。結局、封印の弱まろうという今の今まで、逃がし続けてしまったわけだからな。だったらこの危機を、ただ手をこまねいて見ているわけにはいかない」

「見方を変えれば、あんたが言う通りの大チャンス、ってわけかい……やるしかないねえ。葉多恵さんの言ってた鬼おに斬きりとやらで」

　翔香の言葉に、彼が力強く頷いてみせた時だった。

　しゃわしゃわ。

　しゃわしゃわしゃわしゃわ……。

「何の音かしら？」

　音のする行く先へと、仁美は注意深く光を向ける。通路はその先で折れていた。同時に爪つま先さきで、からんと、木の棒を蹴けっ飛ばす。ライトを足元に向けて……仁美は、絶句した。

「ッ……!?」

　異様に白い棒切れは、しかし両りよう端たんが不自然に節くれ立っていた。呼吸と同時に、自然と悲鳴が漏もれる。

「きゃあっ!?　こ、これ……骨っ……？」

　見ると通路の奥の方、肌はだの泡あわ立だつような、しゃわしゃわという粒つぶの細かな音のする方へ、白い破は片へんは点々と、そこかしこに転がっていた。何かに引きずられたように。

　もしくは、食い散らかされたように。

　しゃがんで、それを見た里八。

「人骨……ではないようだな」

「そ、そう……よかった……」

　ライトの加減もあるだろうが、今の自分は真っ青な顔をしているはずだ。仁美は心底ほっとして、胸を撫なで下ろす。同じように、恐きよう怖ふと驚おどろきに半笑いのような顔をした翔香が言う。

「何だってこんなとこに動物がいるんだい……？」

「俺が知るか。知りたければ進めということだろう」

　里八は肩かたをすくめる仕草をした。

「案外、あの女の用意した演出かもしれない。猟りよう師しだったら動物の骨なんて、いくらでも用意できる」

「だったらなお結構だけどねぇ……あんたが言った、ご大層な封印をどうこうしようってための試験だよ」

　翔香の言葉が、仁美の胸に不安を搔かき立てる。今までは話に聞くばかりだったが、いよいよ、その目で見ることになるのだろうか。

「まさか……何かいるのかしら……？」

　骨を見てからすっかり腰こしの引けてしまった仁美は、里八の背中に隠かくれて進んだ。怖こわい話を記事にするのは楽しい。人に話して怖がらせるのも楽しい。自分自身がホラー映画なんかで怖がることも、大好きだ。

　しかしそれらは、自分にまで身の危険が及およばないからこそ成り立つ娯ご楽らく。実際に死ぬと言われれば、話はがらりと変わってくる。先行く二人が身を置いているのは、そうした冗じよう談だんでは済まされない世界らしいから、なおさらだった。

　三人は慎しん重ちように、しゃわしゃわしゃくしゃくと音のする角を曲がる。そして里八がライトを向ける。

「見ろ。言った通りだ」

　そこには頭骨が埋うまっていた。彼の言った通り、動物の……これは鹿しかか何かだろうか。角の折れた縦長のシャレコウベが、ふかふかした絨じゆう毯たんに埋まっていた。

　が、仁美はふと違い和わ感に気付いて、ぐいと里八のコートを引っ張る。

「……ね……なんで、岩の床に、骨が埋まってるの？」

「よく見ろ、これは絨毯……いや、だったらなんで絨毯がこんなとこに敷しいてある？　……これは……床だけじゃない……！」

　里八がライトをぐるりと回せば、壁かべも天てん井じようも、くりぬかれた岩いわ肌はだの硬こう質しつさはなく、ふかふかしたようなものに埋め尽つくされていた。

　しゃわしゃわという音は、そのときにはピタリと止やんでいた。

「何か……おかしいわよね……？」

　しゃがんで、それを間近で見ていた翔香が、冷や汗あせをかきながら立ち上がる。

「あんたたちよく見なよ」

　翔香が足あし下もとにあった骨のカケラを、絨毯に向けて蹴っ飛ばす。




　ざわわわわっ……!!




「ッ～～!!」

　仁美は声にならない悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

　絨毯が蠢うごめき、骨の落ちた場所には岩肌がむき出しとなったのだ。次に里八が叫さけぶ。

「なっ……なんだこれはっ……？」

　しゃわしゃわという音が、蘇よみがえる。洞どう窟くつを覆おおいつくすほどの……子こ蜘ぐ蛛もの群れ。

　繊せん毛もうのようなそれはか細い八本脚あし。それが一面に敷き詰つめられ、毛足の長い絨毯のように見えていたのか。
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「い、いやああっ!?　虫!?　クモ!?」

　勢い、波打つように押し寄せてきた子蜘蛛たちに、仁美は金切り声を上げて飛び退のいた。

「さ……里八さん、何かないの!?　ほら、ぼわーっと焼き払はらえるような武器とか！」

　が、里八は首を振ふる。

「武器なんて落とされたときに全部置いて来てしまった。確かにあの中なら焼しよう却きやく剤ざいも入ってたんだが……」

「なんだい、たまたまここに住んでるだけかも知れないじゃないか。焼き払うなんて可哀そうだと思わないのかい」

「え……翔香さんは、平気なの……？」

　翔香の言葉はもっともだが、時と場合と……この場合、量にもよるだろう。

「オバケとか骨はともかく……まあ、生きてる動物だからねえ……気味は悪いけど、怖くはないよ」

「で……何か策はあるのか」

「あるから、ちょいとこっちにおいで」

　翔香が里八へと手招きした。里八は言われるままその場に立つ。

「どうすればいい？」

「いいかい、あんたそこに立ってるんだよ。動くんじゃないよ」

「ああ」

　念を押した翔香が、里八の背後に回った……次の瞬しゆん間かん、思いっきり彼の後頭部を蹴けり飛ばす。

「っ!?」

　べしゃ、と頭っから蜘蛛の海にダイブする里八。

「し……翔香さん……？」

　仁美は一瞬、何が起きたのかも理解できなかった。すると翔香は得意満面に手を広げる。

「ほら、橋ができた」

（……。）

　やっぱりこの人は怖い人だ。宮く内ない庁ちようは怖い所なんだ。ほら、あんなに涼すずしい顔して人様の上を歩いていけるなんて……！

「あんたもおいでったら」

「あ、ああ……はい」

　で、結局自分も里八の背中に上がってみるのだが。

「……この橋、全然足りないわよ……」

「あんた、里八が身を張ってくれたってのに、随ずい分ぶんな言い方をするねえ」

　絶対アンタほどじゃない。

　ともかく、蜘蛛の通路はあと十メートルばかり残っている。いくら里八が長身だからと言っても、最初から無理な話だったと思うのだが。

「足りないとなると……」

「無理！　私は無理！　翔香さんよりも背がちっちゃいし！」

「……言われてみればそうだね」

（え……？　本当にやる気だった……？）

「仕方ないねえ。ま、どうせ官給品だしね」

　靴くつのことを言ったのだろう。で、さらりと降りてしまう翔香。官給品と言っていたから自腹ではなく。つまり、いくら汚よごれても捨てれば平気という考えなのだろう。

　でなければ、堂々と蜘蛛の海に下りようなどと考えないはずだ。

（さすがに……社会部あたりにリークしてみようかしら……）

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ほら、みんな逃にげていくよ」

「あ。本当だわ……」

　足を下ろそうとしたところから、蜘蛛たちはかさこそと素す早ばやく退ひいていく。よく見れば人柱になった里八の回りにも、蜘蛛はよってきていなかった。

「可愛いもんだねえ」

「へえ……何ていう蜘蛛なのかしら？」

「そんなの後で葉多恵さんにでも聞けばいいじゃないかい。気にしてないで先へ進もうよ」

「待て……！」

　ようやく意識を取り戻もどしたように、里八がズゴゴゴゴゴとオーラをまとうように起き上がった。

「それが!!　宮内庁の!!　やり方か!!」

「はいはい、あんたハンサムだし細かいこと気にしないし、いやぁ、ほんといい男だよねえ」

　うんうんと頷うなずきながら、すたすたと先へ行ってしまう。

「なっ……！　おい待て、長谷部!!　まだ俺の話は終わって……!!」

「あ、ちょっと、二人とも置いてかないでよ……！」

　そうして三人は、しゃわしゃわという音を後にする。




　　　　②




　何人目かのミニ葉多恵。満面の笑えみで、『ＧＯＧＯ！』と分かれ道の奥を指差している。

「なんでこの人、こんなに元気なんだろうねえ……」

「絵だからだろう」

　明らかに疲つかれた様子の翔香へ、里八は言った。日常を戦せん闘とうに明け暮れているような里八にしてみれば、この程度の行軍は慣れたもの。とは言え日ひ頃ごろ街中に暮らしている二人の同行者は、しかも女性だ。当然ながらそうも行かない。

「もうどれくらい歩いたのかしら……」

　仁美が腕うで時計のバックライトを灯ともした。かれこれ、一時間以上もさまよっているようだ。

「疲れたわ……少し休みましょうよ」

「わかった。いいだろう」

「そうだね」

　三人で、適当に腰こしを下ろす。

　そして沈ちん黙もく。

「……ちゃんとここから出られるのよね？」

　仁美のポツリとした声が、彼女の心境をまざまざと現していた。その話はしたくなかったように、翔香が表情を強こわ張ばらせた。口にしてしまうと、それだけでぐっと現実味が湧わいてくるものだ。

「ごめんなさい……」

　仁美はそんな空気を察したようにまた呟つぶやく。

　暗く圧あつ迫ぱく感の強い洞どう窟くつという状じよう況きようは、よほど慣れてなければ精神的にきつい。実際彼女も、身体からだの疲れよりそちらが先行しているだろう。

「謝ることはない」

　里八はミニ葉多恵をライトで示す。

「この絵があるということは、あの女もここまでは来ているということだ。俺たちはまだ遭そう難なんしたわけじゃない」

　翔香も頷く。

「だね。道案内出してるくらいだから、葉多恵さんはこの場所をかなり知ってるってことだよ。いざとなったら助けに来てくれるよ」

「そ、そうよね……！　それに、こんな後ろ向きな話をしてても仕方ないしね！」

　仁美が自分を含ふくめた全員を鼓こ舞ぶするように、拳こぶしを握にぎった。

「私たちは早く鬼おに斬きりの太た刀ちを手に入れて、あの赤い霧きりをやっつけなきゃいけないわけだし！」

「そういうことだ」

　三十分足らずの休きゆう憩けいを終え、一行が再び立ち上がったところで、異質な音が聞こえてきた。先のしゃわしゃわではないが……ウンザリとした様子で翔香が呟く。

「……今度は、何の音だい？」

　ゴツゴツゴツゴツゴツ……。

「壁かべを……叩たたいているのかしら？」

「だとしたら、杭くい……いや、まるで石柱か何かででも叩いているような音だが」

　低く硬こう質しつな打だ突とつ音。それが連続して響ひびいている。

「空気ハンマーなわけないよねぇ。なんだい？」

　音は、三人が来た道を辿たどってきている。もう、すぐ近く。里八は仁美を自分の背後へ隠かくし、翔香とともに、その緩ゆるいカーブへ睨にらみを利きかせる。

「「「ッ──!?」」」

　現れたのは、蜘く蛛もであった。

　その通路を膨ふくれた尻しりだけで埋うめ尽つくしてしまうような巨きよ大だいな蜘蛛が、まさしく丸太のような八本の足を鳴らして来たのだ。

「あ……あんたがあの蜘蛛の子を潰つぶしたせいだよ！」

「あれはお前が蹴けり飛ばすからだろうが!?」

　本当にとんでもない女だと、里八は思わず声を荒あらげた。

「け、ケンカしてる場合じゃないわよ！」

　迫せまってくる。

「逃にげろ！」

　里八の号令で、三人は一いつ斉せいに駆かけ出した。

「長谷部、武器は!?」

「あんたと一いつ緒しよ！　お茶飲んでるときに置きっ放しにしてきたよ！」

「いやぁ！　いやぁ！　怖こわいぃ！　何よ、何なのよあれぇ！」

　霧などではない、はっきりとしたバケモノを見てしまった仁美が、軽いパニックに陥おちいっていた。しかもそれが自分目め掛がけているというなら尚なおのことだ。

　見るもおぞましい蜘蛛の怪かい物ぶつである。四対ついの目を禍まが々まがしく鈍にぶく輝かがやかせ、体表の剛ごう毛もうを洞窟の岩がん壁ぺきにざらざらと鳴らし、巨岩の転がるような勢いで、地じ響ひびき奏かなでて迫り来る。

「見ろっ！」

　里八は叫さけんだ。見れば壁。

「そんな、行き止まりッ……!?」

　仁美が絶望的な声を上げる。しかし里八が言ったのは、そのことではなかった。行き止まりとなった空間の突つき当たりに、祭さい壇だんが見えたのだ。

　三人は小さな祠ほこらの中に飛び込むが、しかしそれ以上の行き場もなくして立ち止まった。その祭壇に飾かざられているのは、一ひと振ふりの太刀。

「これが鬼斬りよね!?　ね!?」

　安心感から、仁美は正気を取り戻もどしたのだろうか。里八や翔香と違ちがって、ジャーナリストの武器たるカメラを首からぶら下げたままだった彼女は、祭壇に向かってシャッターを切り始める。

　しかし翔香が、神しん妙みような顔でその太刀を見み詰つめ、呟つぶやいた。

「……おかしくないかい？」

「お前もそう思うか……？」

　里八は渋じゆう面めんのまま翔香に聞いた。蜘蛛の足音は迫っているが、平静な思考を用いれば、それは当然至る疑念である。

「何やってるのよ！　早くしないと蜘蛛が……！」

「そんなことはあたしもわかってるよ！　でも、いいかい？　葉多恵さんは、鬼斬りか人斬りを持って来いって言ったんだ。なのに、道案内どおりに来たらここにある刀は一本きり……どういうことだい？」

　里八は感心した。昨夜もそうだったが、この女は案外、土ど壇たん場ばに来てこそ冴さえるタイプなのかも知れない。だとすれば本物の実戦型。相当に大したタマだ。

「だが翔香、ここに来るまでに分ぶん岐きはあったか？」

「いや、なかったね。ミニ葉多恵さんのいた場所以外は」

「じゃ、じゃあ……言いなりに歩いてきたからハズレだったってことなの!?　そんな!?」

　もちろんその可能性も捨てきれない。あれだけのバケモノを用意してあるのだ。試験自体が一いつ切さいの罠わな、あの葉多恵は封ふう印いんを狙ねらうもの一切を排はい除じよせよと命ぜられた、協力者になどなりえぬ、全くの番人であったのかも知れない。

　それとも、この状じよう況きようを、あの蜘蛛を空手で打破せよというのが試験の真意なのか。だとしたら安易にこの太た刀ちを抜ぬくのはかなり危険だ。

　……ヒントは少なく、考えていても埒らちが明かない。

「くそっ！」

　里八は胸中の苛いら立だちを振ふり払はらうため、祭壇横の壁を蹴った。ブラティロット、町の犠ぎ牲せい者しや……余計なバケモノを相手している暇ひまなどないというのに。

「どうする!?　試験は捨てて、とりあえずこの刀であの蜘蛛をやるか？　少なくともこんなところで死ぬ道理はない……！」

　ところが翔香は、不意にとんちんかんなことを言い出した。

「……聞こえたかい？」

「何がだ？　蜘蛛の音ならさっきから……」

「いやあ！　来た！　こっち見てるわよ!!」

　蜘蛛は曲がりくねった通路の奥より再びその姿を現し、壁に張り付いた状態で動きを止めていた。袋ふくろのネズミへ舌なめずりするように、八つの眼めがこちらを低く見み据すえている。太い牙きばがその下で、ぎちぎちと蠢うごめき、粘ねばつくような体液を滴したたらせている。

　あれはためだ。抵てい抗こうするのか、諦あきらめるのか。抵抗するのであれば武器は何か。そうした見み極きわめも含ふくめて、蜘蛛は八つの脚あしに充じゆう分ぶんな力を蓄たくわえている。

　来るとなれば、恐おそらく一気。

「……里八君、避よけられるかい？」

「さあな……！」

「じゃあ仁美を頼たのむよ」

　どういう意味かと里八が聞き返す暇もない。獲とれると踏ふんだ蜘く蛛もが、猛もう烈れつな勢いで駆け出してきた。ゴツゴツと壁かべと床ゆかを蹴けり、瞬またたく間に目と鼻の先まで迫せまってくる。

「おい、長谷部!?」

　仁美の小さな身体からだを腕うでに抱かかえ、里八は壁を蹴って飛び上がった。祠の中は天てん井じようが高く、更さらに蜘蛛の背を蹴ってその背後に下りるが……。

　ずずん!!

　そうして蜘蛛が祭壇を逸それて突っ込んだのは、翔香が立っていた場所。壁が崩くずれるほどの勢いだった。もし直ちよく撃げきしていれば、猛もうスピードの自動車に挟はさまれたのと大差なかっただろう。

　土つち埃ぼこりの中、翔香はどうやら間かん髪はつでかわしていたが、そうして見えたのはまるで、蜘蛛の下した敷じきになりそうな位置。

「逃にげろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　あたしゃこういうときばっかり賭かけ事に強くてね、ったく！」

　その太すぎる蜘蛛の足を使い、逆上がりするように抜け出す。が、そのまま逃げようともせずに、今しがた蜘蛛が突つっ込んだ壁の方へ向かった。

　光が漏もれていた。

　蜘蛛の破った壁の向こうは、外界に通じているのだ。遠くに、光の降り注ぐ出口が見えた。

「隠かくし部屋か……!?」

　ようやく思い当たり、里八は顔をほころばせた。さっき自分が、八つ当たりに蹴った場所。翔香はその場所の音の響ひびき方が違ちがうと踏んだのだろう。だから「聞こえたか」と聞いたのだ。

　そこは、やはり小さな祠ほこらであった。四方を細い注し連め縄なわに囲まれ、その中心に、厳いかめしいもう一本の太刀が祀まつられていた。それこそ、彼女がギャンブルに、命を賭けて勝利した証あかしである。

　洞どう窟くつ側の祠と、外界の祠は表ひよう裏り一体となって、それぞれに人斬りと鬼おに斬きりとを祀っていたのだ。

　そのもう一つの祠から漏れ出す空気に気け圧おされたように、あるいは光を嫌きらうように、蜘蛛は身動きやめて、じりじりと後あと退じさる。

　それを見た翔香はもはや微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、二本目の太刀を取る。答えるはずもない蜘蛛へ聞く。

「さて……あんた、このお山の主かい。御ご寝しん所じよに入ってしまったのは謝るよ。でもここから先は、あんたの住む世界じゃないよね。だから、大人しく下がっておくれ」

　しかし蜘蛛は気勢を張るように、翔香へ向かい最前の二本を持ち上げる。

「どうしてもあたしたちを取って食おうってんなら、容よう赦しやしないよ」

　逆光の中で背筋を真っ直すぐに、聖者のような荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを身に纏まとい、吹ふき込む風に黒くろ髪かみ揺ゆらし、彼女は太刀を引き抜いた。ところどころに赤く錆さびが浮ういてはいても、その刃やいばは清流のように透すき通っていた。

　だがそのとき。




　──失うせよ。




「！」

　突とつ風ぷうのように凄すさまじい声が、心に叩たたき付けられてきた。言語を超ちよう越えつしたその意思に、里八は総毛立つ。横にいる仁美など、今にも卒そつ倒とうしそうに硬こう直ちよくしている。

（この蜘蛛……モンスターなんて次元では……！）

　醜しゆう悪あくな見かけ以上の、何かを秘ひめている。翔香を止めた方がよい。止めなければ。里八がそうした漠ばく然ぜんとした直感に従い、駆かけ出そうとした刹せつ那な。

「ああそうかい」

　しかし翔香は微塵も引かなかった。

　肉にく迫はくした蜘蛛の脚が、振り下ろされる。

　翔香の双そう眸ぼうが、爛らんと輝かがやく。

　長き眠ねむりより目覚めた刃は音もなく、美しい弧こを描えがく。

　断たち切られた二本の脚は、翔香に触ふれる事もなく、勢いのままあらぬ方向へと飛んでいった。蜘蛛は切断面より真っ白い体液を撒まき散らしながら、残る六本の脚を繰くって、元来た道へと下がって行く。

　見れば蜘蛛の散らした白い体液は、孵ふ化かしたばかりのような幼き蜘蛛の子。翔香の切断した脚も、化けの皮が溶とけるように無数の子蜘蛛へ姿を変える。砂の城が崩れたように地面に広がり、白波の引くように洞窟内へと消えていく……。

「すごい……」

　翔香の見事すぎる太た刀ち筋すじにか、それとも蜘蛛の正体にか。息を詰つまらせたように仁美が感かん嘆たんする。一方で里八は、冷や汗あせを拭ぬぐいながら懸け念ねんしていた。

（あの怨おん念ねんじみた声の正体……こんな簡単なトリックとは思えなかったが……）

　いや、しかし鬼斬りだからこそ、それだけの邪じやを打ち払はらったのだろうか。まずはそういうことにしておこう。それに自分は、日本固有のモンスターには面識がない。

　そうとも、そんなことはどうでもよい。こんな所で消しよう耗もうすることが目的ではないのだ。真に打だ倒とうすべきはブラティロットなのだから。

「あーっ!?」

　仁美の突然の悲鳴に、里八は咄とつ嗟さに振ふり返った。

「どうした!?」

「写真……！　今の写真撮とり忘れたぁっ!?　あんなおっきな蜘く蛛もだったのに！　せっかくの対決だったのにぃ!!」

「……」

　諫いさめるでもなく、里八は嘆たん息そくした。

　まあ、いい。あのまま正気が吹っ飛んでいたよりはずっと上等であろう。

　そうして二人は、未いまだ立ち尽つくすままの翔香へと駆け寄る。

「……よくやったな、長谷部……お前のことを少し見くびっていたようだ。大丈夫か？　怪け我がは？」

「ああ、怪我は……ないんだけどねえ」

「翔香さんどうしたの？　ぼーっとしちゃって」

「いや……ねぇ」

　真っ青な顔した翔香が、太刀の柄つかを持ち上げて見せた。

　柄だけを。

「折れちゃったよ……？」

「「げっ!?」」

　里八は仁美と一いつ緒しよに呻うめく。

　鬼おに斬きりの太刀は、根元近くから。パッキリと折れてしまっていた──。




　　　　③




　ぴし。

　石像に亀き裂れつが入った。

　日暮れ。山が夕日に赤く染まる頃ころ、彼は身を潜ひそめていた土の中から沸わき上がった。まるで地面から鮮せん血けつの滲にじみ出すように、周囲の雑草、木立を枯からしながら、真っ赤な霧きりは揺ゆらぎ起こった。

（返す返すも……惜おしいことをした……）

　もう少しだったのだ。

　あの三人がこの場に到とう着ちやくしたとき。車を降り……あと二秒。いや、一秒、あの石段に足をかけるのが遅おくれていれば。結界に立ち入るのが遅おそければ……完全にあの翔香という女を吸えていた。いや、あの間合いまで気付かれなかったのだ。里八ですら殺せていた。

　その絶好の機を逃のがし、彼は、今までじっと身を潜めていた。彼らの消えて行った結界の中を、注意深く観察しながら。

　そんな時に起きた異変。

　里八たちが消えてから、何時間が経過しただろうか。

　今、彼の目の前で、地蔵と呼ばれていた石像が割れた。越こえようとも越えられなかった上質な結界。『祖』であるペストが捕とらわれているのと同様の、欧おう州しゆうとは全く様式の異なる結界。

　境界線が、その石像のひびによって薄うすらいだ。もっとも、彼にとっての本題となる『祖』の封ふう印いんは、これよりも更さらに奥。それは上空より既すでに確かく認にんしてある。

　……ではこの結界は何か？

　祖の結界と同じ東洋の秘術ではあるが、系統が違ちがうのだ。

　彼はそれが気になり、この場に留とどまり続けていた。




　がり。ごと。ごとり。




　亀裂の生じた石像は、ついに、地じ滑すべりするように崩くずれ落ちた。忌いまわしい結界が消失する。シャボンの割れるように、一いつ瞬しゆんにして。同様に、奥に感じる目的となる『祖』の封印もまた……はっきりと薄らいだ。

　彼の中に悦よろこびが込こみ上げる。もう遮さえぎるものは何もない。日が沈しずめば、自分の時間。何者もこの霧の体を押さえられず、止められはしない。

　今夜は前祝いとして翔香の血で酔ようとしよう。そうして万ばん全ぜんの力を蓄たくわえ、明日の晩……満月の後は勝利の美酒として里八の血を吸おう。いや、彼女の力を取り込めば、いま感じたあの封印の薄さなら、今夜にでも……。

　そしてこの寒村の全すべて。翔香と出会った麓ふもとの街の全て。やがてはこの小さな島国の全て。鯨くじらが小魚をさらうように、吸い尽くしてやろう……。




　ぺけれっ。ぺけれっ。ぺけれれれれれっ。

　がたんごとんがたごとがごんっ!!




「いぇーいっ」

　和装の女が小さなバイクに跨またがり、大きな荷車を引きずって勢いよく降りてきた。道路に出て、停止。半帽ヘルメットをくいと押し上げ、さきほどまで彼の注視していた石像を振り返る。

「あー。やっぱり割れちゃいましたねー」

　この女は、何か知っているようだ……。

「うふふー。くすすー。おっと、いけないいけない。前祝いー。前祝いー。地酒ー。ビールー。牡ぼ丹たん鍋なべー……♪」

　ぺけれれれっ……キキッ。

　走り出したと思ったバイクは突とつ然ぜん、彼の潜むまん前の路ろ肩かたで停止する。

「あまり焦あせると、いいことありませんよー」

（……）

　彼女は笑え顔がおを明後日あさつての方角へ向けながら、彼へと述べていた。

「……ほう。貴様が……封印の管理者か……」

「百年待ったんでしたら、一晩二晩、小さい小さい」

　……。

「特に里八さんはですねー、何かすごい秘密兵器を持ってるみたいですよー」

　これも道理。奴やつは、こちらが封印を突破するその一瞬に全てを費やしてくるはず……だが、それをむざむざ打ち明けるこの女はなんだ？

　今こ宵よいをしのぎ、彼らに、明晩に全てを懸かけさせるためか？　そうだろう。それ以外、何のメリットがある？　だがこちらには……。

　いや。

　封印の和やわらぐ気配を間近にして、ややも慎しん重ちようさを欠いていたきらいはある。この女の言う通りだ。明日の晩のために今日まで待った。失敗は許されない。

　この女の言葉、互たがいにメリットがある。今夜は静かであるべきだ。

「……礼を言っておこう……」

「いえいえ、どうもどうもー。それじゃわたしは買出しがありますのでー」

　そう言うと女は自分の、右手の人差し指と中指を二本、ぺろりと舐なめた。包丁ででも切ったのか。真っ直すぐな切り傷があり……赤ではなく、白い体液が滲にじんでいた。

（……）

「前祝いー。前祝いー。地酒ー。ビールー。牡丹鍋ー……と、ばんそーこっ♪」

　ぺれれれれれれれっ……。

　能天気な歌声が、集落へ向けて遠ざかっていく。只ただ者ものではない。まず間ま違ちがいなく、封印の管理者。

　だが、愚おろかだ。

　全ては元に戻もどっただけ。彼女はこちらの楽しみを増やしたに過ぎない。

　あの白い血。どのような味がするのだろうか。あの女、あの陽気な笑顔をどのように歪ゆがめて、どんな悲鳴を上げるのか？

　赤い霧きりは染しみ入るように、再び地中へとその身を潜ひそめていく。愉ゆ悦えつに沸わき立ちながら。




　　　　◆




　地下をあれだけ歩いたのだから、当然と言えば当然なのだが……外に脱だつ出しゆつした三人は、帰りも相当歩かなければならなかった。どうにかお屋や敷しきの明かりを見つけることができたときには、仁美は思わず悲鳴を上げ、泣なき崩れてしまいそうになった。

　そして日にち没ぼつ後に到とう着ちやくした屋敷の玄げん関かん。

「そんなっ……!?」

　翔香に折れた鬼おに斬きりを見せられた葉多恵は、それはそれはわかり易やすい反応を見せた。怯おびえるようにふらふらと、二歩三歩と後あと退じさり、背中を壁かべにぶつける。

「お館やか様たさまに、あれほど大事にするようにと仰おおせ付かっていた鬼斬りが……よよよ」

　と泣き崩くずれる。横座りになり、平安貴族のように口元隠かくして。

「わたしは心安らかに逝ゆかれたお館様へ、何と申し上げればよいのやら……あうあうあう」

　すると翔香がやおら上がり込み、ぽろぽろと涙なみだを隠さぬ葉多恵に詰つめ寄った。

「あんた、あの蜘く蛛ものこと知ってたくせに手ぶらで落としたねあたしたちを」

「まあ、そんな恐おそろしいものがお屋敷の地下に棲すんでいたなんて……」

　翔香がぐいと腕うでを摑つかむと、葉多恵の手の中には目薬。

「あらあら？　どこから紛まぎれ込んだんでしょうねー。いけない子めっ」

　それで証しよう拠こ隠いん滅めつしたつもりなのか、目薬はどこへやら投げ捨てられた。葉多恵の瞳ひとみから涙が溢あふれるようなことは既すでにない。

「……だからこの女は食えないと言ったんだ、俺は……」

　呆あきれを通り越こしたように、里八が肩を落とす。

「またまたー、いやですよー。ノーヒント。そして覚かく悟ごを見る。わたしは確かに、そう言ったはず」

「っていうか！　あたしは落ちなくてもよかったんじゃないかしら!?」

　仁美は葉多恵に詰め寄った。

「でも……せっかく作った落とし穴ですからねー」

　ほんとに食えない人のようだ。この人ばっかりはあることないことではなく、あることあること記事に書き立ててやる。

　仁美が半ば閻えん魔ま帳ちようのつもりで、さらさらとペンを走らせていると……。

「話を逸そらすんじゃないよ」

「はい？」

　翔香は目薬にはこれぽっちも頓とん着ちやくしていなかった。

「その指、どうしたんだい？」

　不意に、絆ばん創そう膏こうの巻かれた二本のそれを言う。その手に握にぎられていた目薬もそうだが、本当に気になっていたのはそちらだとでも言うように。

「あ……。これですか？　イノシシをさばく時に、手元がですねー」

「あんたがあの蜘蛛だね？」

　仁美は無意識のうちに、里八の背後に隠れた。この人たちが普ふ通つうではないことは、もうわかりきっている。そして今度こそ、抜ぬかりなくカメラに手を掛かけておく。

「……」

　翔香の疑念に対し、どう出るかと思えば……葉多恵は笑え顔がおを、少しばつの悪そうなものに変えただけだった。

「少し違いますよー。わたしは、使っていただけですからねー」

「使う……って？」

　仁美の言葉に、葉多恵はおかしそうに続けた。

「そこまで気付いているなら、わかってるはずですよー。最後に、ちゃーんと種明かししたじゃありませんか」

「なるほどな」

　仁美が声の主を見上げると、彼は得心したように頷うなずいていた。カメラの代わりにまたメモ帳。

「どういうこと？　里八さん、詳くわしく」

「お前も見たはずだ。あのモンスターは、結局は子蜘蛛で形作っていただけの幻げん影えいだった。それにしてはモンスター以上に現実味があったのは、この女が幻術で、それを背後から操あやつっていたから……ということだ。いや、ひょっとしたらその子蜘蛛すら幻まぼろしだった」

　見ろ、と里八が自分の着衣を示す。蜘蛛の絨じゆう毯たんで翔香に蹴けり飛ばされた時に、彼は逃にげ遅おくれた何匹かの蜘蛛にボディプレスを見み舞まっていたはずだが、いつの間にやらそんな染しみ一つ残っていない。

　そしてあんなにたくさんの蜘蛛が、餌えさもないあの洞どう窟くつに巣も張らずに集まっていたこと。普通に歩こうと思えば勝手に蜘蛛たちの方から避よけたことも不自然だった。確かに、まるで統一された意思があるようだったではないか……。

　仁美はメモを取りながら、そうした推理を重ねていった。リスクに見合うだけの楽しさが、今回のこの仕事にはある。記事はやはり、それを書く者の目を通してこそ生きてくる。

「翔香さんたちに死なれてしまったら、意味ないですからねー」

「なるほどねぇ……」

　観念したような翔香が、ぐったりとして後ろ頭を搔かいていた。無理もない。みんなであんなに必死になっていたけれど、結局は保障された安全の中で、試験官である葉多恵の手の内に踊おどらされていただけ、だったのだ。

「じゃあ、それはわかったけど……これは、どうしようか？」

　折れた鬼斬りを、翔香が差し出す。

「その太た刀ちはもう、お役目を終えたんです。それはこのお屋や敷しき周辺に悪いものを寄せ付けないようにという……言わば守り刀として祀まつられていたもの。でもご存知の通り、今の世の中は鬼みたいなはっきりした脅きよう威いもなく、平和なものですからねー」

「じゃ、これを取って来いって言うのは……？」

「もちろん、現代の刀よりは効きますからねー」

　やっぱり、折れない方がよい刀ではあったらしい。

「そんなに気を落とさずに。鬼おに斬きりは折れちゃいましたけど、みなさんのお気持ちは痛いほど伝わりましたからねー。このわたしも、気合い入れて協力しちゃいましょう！」

　なら、全くの無意味でもなかった……仁美は一ひと先まず安あん堵どするも、しかし里八だけは複雑な様相だった。

「にしても、予想外に時間を食ってしまった。今から街に下りても……もう奴やつは押さえられない。とっくに誰だれか殺していても……」

「あー、それは大だい丈じよう夫ぶだと思いますよー。わたしが釘くぎを刺さしておきましからねー。今夜は、この辺で大人しくしてると思いますよー」

　里八が血相を変えた。

「なっ……お前、奴を見たのか!?」

「たまたまですけどねー。お互たがいの利害が一いつ致ちしたと言いましょーか……双そう方ほう、明日の晩に決着を付けるということで」

「あんた……アレと話せたのかい？」

　そうして呆あつ気けに取られる翔香へ言ったのも、里八。

「滅めつ多たにないことだが……奴にも、知性がないわけじゃない」

「一時はどうしようかと思いましたけどねー。ちょっと謎なぞっぽく接したら、興味を持ってくれて幸いでしたよー。わたしが封ふう印いんのキーパーソンって見抜いてくれたみたいでして」

　怪かい物ぶつとの接し方にもそれなりの工夫があるのだろうと、仁美の筆はさらに進む。だから翔香も大おお蜘ぐ蛛もを追い払はらうとき、そうしたノウハウの上で語りかけたに違ちがいない。

「と言っても……おかげで、もう油断を突つくとかはできなそうですけどねー」

「構うものか。こちらは元から本気だ」

　それを聞いた葉多恵も、ほっと息をつく。

「でしたら、湿しめっぽい話はこれくらいにしまして……どうぞどうぞー。お待ちかねの牡ぼ丹たん鍋なべとー、お酒とー、お風ふ呂ろも沸わかしてありますよー」
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「えー、翔香さんて私と同い年!?　えへらへら！」

「なんだい、だったらさん付けとかいらないよ！　翔香でいいよ翔香で！　あひゃらひゃら！」

「あれ、里八さんなにシケたツラしてんですか？　ビールありますよビール！　えへらへら！」

「あんたそれでもビールとソーセージしかない国の人間かい!?　飲みが足りないんじゃないのさ、飲みが！　あひゃらひゃら！」

（……ドイツはそんな風に思われているのか……）

　里八は生まれは日本だが、親の都合で幼い頃ころからしばらくドイツに暮らしていた。その後に軍に入り、傭よう兵へい稼か業ぎように入り……、今はその延長線上でクルースニクに雇やとわれている。

　だが酔よいの相当回った女二人は、ドイツで育ったと聞いただけでこの舞まい上がり様。どうも相当な酒好きらしい。

　向こうで酒の味を覚えた身としては、缶かんビールは一本飲めば充じゆう分ぶんだった。どうにも水っぽくて口に合わない。日本酒を飲んだのは初めてだが、缶ビールよりは味わい深くてよい。

「盛り上がってーまいりましたー！」

「いえーい！」

「いえーい！」

　葉多恵は自分は飲みもしないくせに、持ち前のテンションの高さだけで、やたら酔っ払い二人を盛り上げる。結果、女たち、大盛り上がり大会。やたら食う、やたら飲む。

「ほらぁ里八さん、私の酒を飲みなさいよ！　えへらへら！」

「あんだって!?　じゃああたしの酒も飲めないってのかい！　あひゃらひゃら！」

「盛り上がってーまいりましたッ!!」

「いぇーい!!」

「いやっほーう!!」

　最悪だ。

　東洋人は、遺伝的にアルコールの分解能力がなかったりすると聞いたことがある。だからこんなイカレた酔い方をするのだろうか。いや、欧おう米べい人じんだって飲むだけ飲めばそりゃぶっ飛びもするが。

（やはり、こいつらがおかしい……）

　そんなつまらないことを考えるしかないほど行き場を失った里八は、二人の酔っ払いを適当にあしらいながら、葉多恵のつけてくれた日本のテレビ番組を眺ながめるしかなかった。

「もうね、私この仕事の記事で飛ぶわよ！　編集長の鼻っ面つらをこう、ぱーんて！　くふふ」

「じゃあね、仁美ね、あたしの上司紹しよう介かいしたげるよ！　ウサミミとか言ってるの！　にひひ」

「やーだもうエロエロよ翔香！」

「ウサギぴょん!?」

「「あひゃらへらひらへ!!」」

　里八は飲んだ端はしから、酒が冷や汗あせとして出て行ってるような錯さつ覚かくを覚えた。自分には理解できない日本語とその文化に畏い怖ふしていると、葉多恵が酌しやくをしにやってくる。

「いやいやー、今夜のお客様は大変ですねー。お一つどうぞ」

「あんたが焚たき付けてるんじゃないのか……」

　コップに清酒が注がれていく。

「ところで……いまテレビに映ってるコメディアン、どっかで見たことあるんだが……」

「あー、ビート北きた野のですねー」

　里八は噴ふいた。

「な……なに!?　北野って……！　そうだ、世界の北野じゃないか!?　ヌイグルミ着せていいのか!?　この国はあんな偉い大だいな監かん督とくになんてことさせているんだ!?」

　すると翔香と仁美、平然と。

「だってこの人はもともと芸人じゃないかい」

「そうそう。昔ね、うちの編集部に弟子連れて殴なぐり込みに来たって伝説もあるわよ」

　自分を含ふくめてクルースニクの仲間内にも彼の映画のファンは多いが、こんなはっちゃけた監督とは知らなかった。あのセンスが、こんな畑違いのような下地から来るものだったとは……。

　いい土産みやげ話ばなしができた、と里八が思ったのも束つかの間、画面にノイズが入り始める。

「あ……おいおい。いいところで」

「あれー。おかしいですねー」

　テレビへ向かった葉多恵が、

「てい」

　真上からチョップ。

「てい、てい！」

　斜ななめと横からばんばんチョップ。

「……直りませんねえ」

「いや、お前、それは壊こわしてるようにしか……」

「あー……これはたぶん、霊れい的てき電波障害ですねー。ちょっと見てきますよー」

　葉多恵が出て行った。

「……仁美、なんだい？　霊的電波障害って」

「知らないのね翔香？　車とか乗ってて、急にラジオが聞こえにくくなったりするアレよ」

「……ああ！　競馬中継聞いてるときに、あるよ！　あれは霊の仕し業わざだったのかい!?」

「そうよ翔香！　わかってくれたのね!?」

「あたしが……あたしが間ま違ちがってました、先生！」

「腐くさったミカンなんてこの世のどこにもいないのよ！」

「先生……！」




　わしっ。




　酔よっぱらい二人が抱き合った音ではない。

　何か妙みような音が、葉多恵の向かった方角から聞こえてきた。

「先生、今のは何の音だい？」

「プラズマよっ！」

　ばーん、とテーブルを叩たたき力説する仁美。ほどなく、テレビがまともに映るようになる。葉多恵が戻もどってくる。

「あー、ちゃんと映ってますねー。ぱちぱちぱち」

　何事もなかったかのように席に戻る葉多恵。

「だからね、科学で説明できないものはみんなプラズマなの！」

「さっすが教授！」

（なぜ先生から格上げされた……？）

「じゃああたしが競馬で負けるのも教授がスパゲッティなのも全部プラズマ！」

「でもプラズマテレビだけはぶっちゃけ蛍けい光こう灯とうだから気をつけるのよ！」

「盛り上がっ」

「「いぇやっほほぅーいっ!!」」

　それでも夜は更ふけていく。
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　そして朝が来る。

「えー。みなさまー。おはようございまーっす!!」




　どごーんッ!!




「なんだっ!?」

　里八が爆ばく音おんに飛び起きると、葉多恵の抱かかえたバズーカからもうもうと硝しよう煙えんが立ち昇のぼっていた。

「なっ……何のマネだ……？」

「どうもどうもー。オーストラリアで指名手配されたＪ・高たか田だのマネなんですけどねー。火薬は村田銃じゆうのものを代用したんですよー」

　よく見ればバズーカは、塩ビ管をそれらしく飾かざり付けただけの張りぼてであった。

「よくわからないが……」

　目覚ましとしてはバツグンの威い力りよくだった。

「イタイイタイイタイ……頭が痛いよ……」

「もう、飲まない……絶対飲まないよあたしゃお酒なんて……」

　葉多恵が開けた襖ふすまの向こう、二人の女は、二人して布ふ団とんの中で頭を抱え懺ざん悔げしていた。

　そうして三人が目を覚ましたときには、すでに昼。

「ずいぶんと薄うすいリゾットだな……」

　葉多恵の気き遣づかいで用意されたのは、当然のようにおかゆである。翔香と仁美は有り難がたがりながら味み噌そ汁しるもすすっていた。

「何言ってんだい、リゾットなんてセレブな食べ物……。こちとら二日酔いだってのに、そんな濃こいもの胃が受け付けないよ。そもそも、なんであんただけ、そんな平気そうな顔してるんだい」

　言うだけあって、翔香はげっそりと青い顔をしていた。寝ね癖ぐせだらけのような長い髪かみがまた、そんな情けなさに拍はく車しやをかけている。

「俺は仕事でこの国に来ている。お前たちのような度を越こえた飲み方ができるか」

「それを言ったら、翔香だって仕事で来てるんじゃなかったかしら……」

　仁美の指し摘てきに、翔香は気まずそうにおかゆを口に運ぶのみ。

「お茶もありますよー。梅干もたくさんありますよー」

「はいはい！　私梅干追加で！」

「あたしもおくれ……」

　二人の白い茶ちや碗わんの中に、ぽつぽつと赤い実が置かれていく。

「ところで葉多恵さん」

　ふと気付いたように、翔香が天てん井じようの片かた隅すみを見上げる。

「なんか……蜘く蛛もの巣が多いねえ」

「ほんとだわ。昨日は気付かなかったけど、よく見たら」

　仁美も同意し、あちこち見み渡わたす。天井の四よ隅すみ、軒のき先さき。縁えん側がわの向こうは垣かき根ねにも。日に当たり、精せい緻ちな幾き何か学がく模様がキラキラと輝かがやいているが、その割に住人がいない。巣の主がいないのだ。

「防犯センサーってところですかねー」

　いわく、翔香が鬼おに斬きりを引き抜ぬいたのでこの屋や敷しき周辺の本来のそれが崩くずれた。赤い霧きりがいつ侵しん入にゆうしてくるとも知れないので、蜘蛛たちを使ってそうしたのだそうだ。

「あの様子からして、どこで聞き耳を立てられているかわかりませんから……作戦会議は、今のうちにしておきましょうかー」
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　午後三時、八瀬の屋敷を出発。

　昼下がり、薄雲が浮うかぶだけの青空。

「ほんと、のんびりしたところだねぇ……」

　原付きバイクに乗った葉多恵の先導に従って、翔香は封ふう印いんのある赤屋鉱山へとクルマを走らせていた。木々の緑に巻かれた風が、開け放しの窓から心地ここちよく吹ふき込んでくる。

　少しすると道路と併へい走そうするように、藪やぶに覆おおわれたトロッコのレールが見受けられるようになる。後席の仁美が懐なつかしがりながら、盛さかんに写真を撮とっている。

「廃はい線せんって、雰ふん囲い気きがいいわよね。ほら翔香、あそこに影かげの薄い人がぼやーっと」

「こんな昼日中からだまされやしないよ」

　やがてそのレールは道路から離はなれ、山奥へと入っていった。アスファルトの舗ほ装そう路ろはその先、ダムまでも続いているが、葉多恵がバイクを停とめたのはレールを追う様に枝分かれする、コンクリート舗装の道の前だった。

　頑がん強きような鉄のゲートには、赤あか錆さびで読めぬような看板。大きな南なん京きん錠じように向かって、バイクを降りた葉多恵が古めかしい鍵かぎを手にしていた。

「ここからは歩いて、あの線路を辿たどりますよー」

　車を降りる。里八は大きな楽器ケースを。翔香は布に巻いた祖父の軍刀を。葉多恵はリヤカーから抜き身の村田銃と、バスケットと、花束。

　雰囲気を読んだように、仁美が戦場カメラマンのような厳おごそかな面おも持もちで、三人の様子を写真に収め続ける。

　翔香は、ここで死んだらそれが遺い影えいとなるのだろうか……と。首を振ふり、愚ぐにも付かないと考え直し、葉多恵に聞いた。

「その花束はなんだい？」

「こんな場所ですから、人も来られませんしねー。ささやかですけど、わたしがこうしてお参りしているんですよー」

　不幸な落らく盤ばん事故。国有鉱山が他ほかならぬ国によって閉とざされたのだ。鉱山に勤めていた大半は、出で稼かせぎの労働者だったらしい。しかも戦前の話、故人と縁ある人ももう僅わずかにしか残っていない……となるとそれは、唯ゆい一いつ全すべての経けい緯いを知る、封印の管理者たる葉多恵の勤めなのだろう。

「さ、行きましょうかー。廃線よりいい雰囲気のものがありますよー」

　一応防具のつもりらしく、葉多恵は半はん帽ぼうメットの顎あご紐ひもを解いただけで、それを被かぶったまま歩き始めた。
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　そうして三十分ほども登っただろうか。ひびの入ったコンクリート道路の両りよう脇わきは、ススキやウド等、背せ丈たけほどもある雑草の藪に覆われていた。日が傾かたむき始め、雑木林が金色と、濃い黒い影とのコントラストに覆われると、途と端たんに不気味さが増してくる。

「この百年近く、誰だれも立ち入っていなかったのか？」

　煙草たばこを咥くわえた里八が言った。葉多恵は笑う。

「まさかー。山菜取りやキノコ取り、あとは猟りよう師しさんなんかが、偶ぐう然ぜん辿たどり着いたりするみたいですね。もっともそうしたみなさんは地元の方ですから、ここがいわくつきだってこともわかってらっしゃって。大っぴらには話したりしないみたいですよー」

　着物、割かつ烹ぽう着ぎ姿ながら、葉多恵はてくてくと元気に道を登っていく。レールもこの道を併走しているのだろうが、ここでは草木に覆われてしまっていて見えない。

「あとはお館やか様たさまが、封印の確かく認にんを兼かねて、毎年いらっしゃってましたねー。責任を感じていらしたんでしょう……ほら。あれが、その墓ぼ碑ひです」

　人の気配を察したように、仰ぎよう々ぎようしいカラスの群れが黄金色の空に舞まい上がった。

　職員宿舎だった。広大な盆ぼん地ちを利用した敷しき地ち内に、木造二階建ての建築物が何棟むねかあったが、長く風雨にさらされ、またこの地方の豪ごう雪せつに耐たえ切れなかったか、そのほとんどはまともな姿をとどめていなかった。

　幾いくつものレールが収しゆう斂れんする先には、出来損そこないのオブジェのような鉄骨が、折れた竹の子のように生えていた。そのステーションの中には、赤錆の塊かたまりが何台か、草に埋うもれている。トロッコと、それを引くための、耕運機のように小さな気動車だった。

　栄えい耀よう栄えい華がの成れの果てが、そこにあった。

「ここは……初めて来たわ」

　カラスの鳴き声の中に、仁美のシャッターを切る音が響ひびき渡わたる。

「確かにそうよ。鬼おにに食われるとか、悪いモノに引き込まれるとか。さっきのゲートの先には近付くなって、大人はみんな言ってたもの」

「それ、あながち噓うそじゃなくてですねー。本当は神主様かお坊ぼう様さまに、一度見てもらえればいいんですけど」

　虫でも払はらうように、しっしと葉多恵が手を振った。

「どうしたんだい？」

「やっぱり集まっちゃうんですよねー、そういう場所なもので。昨夜の霊れい的てき電波障害とかも、そのせいなんですよー」

　笑え顔がおを崩くずさず、平然と進んでいく葉多恵。翔香は仁美と一いつ緒しよに、付き合わせた顔を青くした。

「ちょいと……葉多恵さん、脅おどかしっこはなしだよ」

「いや、脅しではない。そこら中にうようよいる」

　冗じよう談だんを言わぬ風の里八が、まじめな顔で肯こう定ていすると、一層真実味が増してくる。仁美が小さくなった。

「低てい俗ぞく霊れいってやつなのかしら……？」

「そうですねー。本当に危険なのは、他の何かに引き寄せられたり、群れたりなんてしないものですからねー。みなさん、寂さびしくてここに集まってるだけです」

　宿舎とも呼べぬような廃はい屋おくの間を抜ぬけて、葉多恵が立ち止まった先には洞ほら穴あなが広々と口を開けていた。何本ものレールがその中へと飲み込まれているものの、やはり、重厚な鉄てつ柵さくによって完全に閉ざされている。

　そしてその前には、石が積んであった。平らな岩の上に、漬つけ物もの石いしくらいの角ばった石が一つ。葉多恵がそこに花束を置き、手を合わせる。翔香と仁美はそれに倣ならい、里八が十字を切る。

　ここに来てから息苦しかったような雰ふん囲い気きが、少し和やわらいだような気がした。

「ね？」

　と、葉多恵が小首を傾かしげた。

「なるほどな。それで……ペストの封ふう印いんはこの奥か？」

「これが一つ目の封印ですよー」

　葉多恵が里八に言ったのは、その無む銘めいの墓のような積み石。信じられないように、彼が声を大きくする。

「おい……冗談だろう。こんなもの、誰かが悪戯いたずらででもどかしたら……」

「もちろん、そうなんですけどねー。これがなかなかそうはいかない」

　葉多恵はちっちと指を振った。

「そうよね。悪戯って言っても、こんな風に意味ありげにお花なんか供えられていたら……まともな人間は、どうかしようなんて思わないわよ」

　言いながらも、しっかりとファインダーには収める仁美。フィルムを使い切ったか、それを巻き上げるモーターの音が聞こえてくる。

「まともじゃないような連中は、こんな辺へん鄙ぴな山奥に遊びに来たりしないだろうしねぇ。現に今までこうして残ってるんだから、いいじゃないかい」

　無関心な翔香に正論で諭さとされ、里八は拍ひよう子し抜けしたようだった。

「それはそうだが……」

「それにさっきも言いましたけど、これは一つめ。封印兼けん、一種の結界でもありまして。ペストそのものは、この奥深くにあるさらに専用の封印で、しっかりと戒いましめられていますよー」

　心配御ご無用と太たい鼓こ判ばんする葉多恵に、里八がはっと気付いたように声を潜ひそめた。

「……そこへ辿たどり着くための入り口は、ここだけだと考えていいのか？」

「まー……地割れとかができていなければ、そのはずですけどねー」

　歯切れ悪い葉多恵に、里八が詰つめ寄る。

「よく考えろ。そして思い出せ。人間が通れるかどうかじゃない。ここ以外が、密閉されているかどうかだ。奴やつが霧きりだということを忘れるな」

「そうですねー……自然のお山に掘ほった穴ですからねー」

　葉多恵が顎あご先さきに指をやり、囲まれた四方を眺ながめながら考え込む。

「空気穴くらいは、どこかに空いていてもおかしくないんじゃないかしら？」

　確かに、鉱山なのだ。その奥深くで大勢が作業するとなれば、空気の循じゆん環かんが重要になってくる。専用の送風機や通気管がこの場所から伸のびていたならいいが、そうでもなければ……。

　仁美の推論に納なつ得とくしたか、里八はいよいよ苦虫を嚙かみ潰つぶした。

「そんなもの、どうやって探せというんだ……」

　藪やぶだらけの山を恨うらめしげに見上げる里八だが、翔香はふと思い付く。

「だったらさ。その言葉ってそのまま、あの赤い霧にもあてはまるんじゃないのかい？」

　大っぴらに入り口だと示されているのは、この場所だけだ。この山はそれ以外は全すべて、木草に覆おおいつくされている。ブラティロットがいかに空を漂ただよおうとも、地面の通気口などおいそれと見つかるものではないはずだ。

　その考えに里八が首しゆ肯こうした。

「なるほど……そうだな。そう願って、ここでヤマを張るしかない」

　そのとき葉多恵がふと、視線を横に流した。

「そうと決まればですよ。少し早いけど晩ご飯にしましょうかー」

　葉多恵が腕うでに提さげていたバスケットの布をはぐると、中には敷しき物ものと、重箱がいくつか入っていた。

　そして翔香は小さく深呼吸をする。

（やっぱり来たんだね……作戦開始ってことかい）

　同じように僅わずかな緊きん張ちようが里八と仁美にも見受けられるが、全員がそれを表に出さぬよう、ビニールシートに腰こしを下ろす。赤い霧がこの近辺にいる、という葉多恵の合図がこのお弁当であった。

　今日見付けた、葉多恵が屋や敷しきに張っていた蜘く蛛もの巣防犯センサーが、この場所にも張ってある。奴もこちらの様子を窺うかがおうと動き、そのセンサーにかかったのだろう。

　だからここから先の会話は、全てやつに聞かれていると考えていい。慎しん重ちようを要する。

「おにぎりですよー。ウメと、シャケと、おかかですよー」

　丸、三角、俵。三種類のおにぎりを、それぞれ適当に摘つまんでいく。

　食べながら、翔香は葉多恵の肝きもの太さに感心するばかりだった。それが生まれつきだと言わんばかりの笑え顔がおは、自分たちと違ちがって微み塵じんの不自然さもない。昨日のことと言い、策士とは彼女のことを言うのだろう。

　水すい筒とうの番茶を紙コップへ振ふる舞まっていく。

「ではではー、落ち着いたところで作戦会議と行きましょうかー。結局どうしますかー？」

　ここからが本番。赤い霧にわざと話を聞かせて有利に持っていく。

　偽にせの情報を流すのだ──。




　　　　⑥




　月が昇のぼる。

　星が隠かくれるほど煌こう々こうと輝かがやく、満ちた月であった。風は温かく草葉を奏かなでる。そうした中で、彼は朽くち果てた宿舎の基底部より滲しみ出す。

　その入り口には、里八だけが番犬のように目を光らせている。聖銀の刃やいばを持つ短たん剣けん。そしてチェロのケース。あのケースが昨日、封ふう印いんを管理する女が言っていた奥の手だろう。

　他の三人の女は引き上げていた。記者はそもそもの戦せん闘とう能力がない。翔香の刀は抜ぬけない。封印の管理者はその二人を連れて屋敷に帰った。

　大方里八は、こちらが鉱山の結界を破るために体を最も濃こくした所を仕留めようというのだろう。確かにそうでなければあの結界は破れまい。それだけで、これまで蓄たくわえてきた相当量の力を消費するだろう。そうなればさすがにダメージは免まぬかれない。

　……だが、その作戦には致ち命めい的な欠点がある。

　突とつ破ぱしなければいい。里八を先に仕留めて、配下となったあの男に封印の礎いしずえとなるものを解除させればいい。

「いるんだろう。出てこい」

　里八が厳おごそかに叫さけんだ。

　いいだろう。

　赤い霧きりは魔ま力りよくに満ちた月光の下もとに、その全容を現す。霧となる前の姿を形作って。真っ赤な人ひと影かげをして口を開いた。

「サトヤぁ……」

「見るたびに悪あく趣しゆ味みになっていく……そんな格好をして、人間が恋こいしくなったか」

　ククク……。

　人の形をした赤い霧は、肩かたを震ふるわせて嘲ちよう弄ろうした。

「冗じよう談だんじゃない。誰だれが二度と、お前たちのような下等な生物になり下がるものか」

「下等な生物？　だったらお前はなんだ。ただのバケモノだろう」

「いいや違う。違うな……これは進化。生命の。究極の！　進化系!!　貴様たちはなぜわからない？　何が気に入らないというのだ？　生き血がなければ生きられぬことか？　それがどうした。貴様たちも他の生命の犠ぎ牲せいの上に成り立っているのではないか。それが家か畜ちくか人間かという、たったそれだけの違いに、何をためらう？　永遠の生命を前にして！」

　里八は言葉を吐はき捨てた。

「人間として生まれた以上、それはやってはならないことだ。そして……永遠の命など、幻まぼろしに過ぎない。俺がこうしてここにいる以上はな！」

　チェロケースをその場に置き、里八が構えた。聖銀の短剣二振り。

「……惜おしいな。何度も言っているように、貴様には素質がある。傭よう兵へいだった頃ころの貴様だ。人を殺し金を稼かせぐことと、人を殺し血を奪うばうことにどれほどの差があるという？　今さら宗しゆう旨し替がえし、首から十じゆう字じ架かをぶら下げたところでその罪が消えることはないというのに……ならばなぜ、己おのれの過去を受け入れようとしない？」

「いいや、違う。俺は受け入れた。それは罪を繰くり返すことではない。だから償つぐなう道を選んだ」

「いいだろう、サトヤ……！　その覚かく悟ご、私に吸われ傀かい儡らいと化しても貫つらぬけるか見物だな……!?」

　赤い霧は人の形を解き、素す早ばやく里八へと流れた。その一部を凝ぎよう縮しゆくし、赤い鎌かまと化し切りつける。それは聖銀の刃とぶつかり合い、青い火花を散らした。

「……この国で散々血を吸って、どんなものかと思ったが。この程度か……！」

　里八の腕うでが返り、切り下げてくる。だがそのときには、ただの霧に。

「ククク……そうか。では今日は手加減抜きだ」

「黙だまれ！」

　忌いま々いましげに叫び、更さらに刃を繰り出してくる。それを通らせながら、赤い霧は、まるで里八を覆おおい尽つくすように流れた。彼の死角の部分で、再び刃を形作る。

「ぐっ……！」

　霧は里八の肉に食い込む。その血を吸い上げる。里八は、つきまとう蜂はちの群れを追い払はらうように、その場でぐるぐると回転する。

　無む駄だ。

「貴様はいつもそうだ。そうしてやられるフリをして、いつかは封印を使い、自分ごとこの私を封じようとした……いつかは焼しよう却きやく剤ざいを撒まいて、自分ごとこの私を焼こうとした」

　それがこの男の、最も油断ならないところだと霧は知っていた。自らの命をなげうってまで、こちらを潰ついえさせようとしてくる。

　だが無駄だ。ヨーロッパにいた頃と違ちがい、すでに隠れるための軽い体ではない。多少焼かれようが問題ない。鉱山跡あと地ちのこの砂じや利り交じりの地面には、まともな法円も描えがけまい。

　じわじわと吸い上げる。一〇〇ミリリットル。二〇〇ミリリットル。三〇〇ミリリットル。四〇〇ミリリットル──。

「ぐ……！」

「言っておくが、私はまだ結界も封印も解かない。解くのは死んだ貴様自身だ、サトヤぁ……！」

　里八が身を屈かがめ、更に抗あらがいチェロケースに手をかけた。蓋ふたが開く。焼却剤のボンベ二つと、ボウガン。里八は迷わずボンベに手をかける。そのノズルを自身へと向ける。

「そうだろう。結局はそれしかない。一度自分に火を放ち、私を引き剝はがすしかない……そして仕切り直すしかないよなぁ、サトヤぁ……サトヤぁああああ……！」

「馬ば鹿かが。今日は逆だ」

「ッ!?」

　予想外の言葉、不敵な笑えみに警けい戒かいしたときには遅おそかった。

「逃がすか!!」




　バシュウッ……!!




「これはッ……なんだ!?」

　ボンベからは真っ白い気体が噴ふき出した。否、液体。瞬しゆん時じに気化し、真っ白い霧を起こし、霜しもを落としていく。

　重い。体が重い──！

「貴……様……！」

「液体窒ちつ素そだ……冷えれば、気体は凝縮するしかない……その中を漂ただよっているお前と一緒にな！」

　まずい！　体が里八に張り付く！　離はなれなければ！　だが、体が重い！　鈍い！　地球の重力が何倍にも増していくようだ……！

「今だ、撃うてぇ!!」

（何……!?）

　この廃はい鉱こうの敷しき地ちを囲う、その一部が火を噴いた。百メートル以上も離れた藪やぶの中から飛来する。それはまるで、無い頭を殴なぐられるかのような衝しよう撃げき。




　ッパアァン──!!




　遅おくれて赤屋の山に木こ霊だまする、豪ごう砲ほうの音。里八ごと撃ち抜ぬいたのは、銀の弾だん丸がんであった。




　　　　◆




　塞ふさいでいた耳をつんざくほどの爆音。葉多恵が片かた膝ひざ立ちで構えた銃じゆう口こうからは、その名の通り三尺もあろうかという炎ほのおが上がった。鬼おに狩がりの猟りよう銃じゆうは、通常のそれとは火薬量が桁けた違ちがいだった。

「や、やっぱりこんなの無茶よ！　間違って里八さんの頭にでも当たったら……！」

　心配する仁美の肩かたを、翔香はぐっと押さえ付けた。彼は全すべて承知のこと。そしてこれは、全て里八自信が望んだこと。そこまでして彼は、あの赤い霧きりを倒たおしたいのだ。ここで止めれば、里八にはむしろ恨うらまれることになる。

　きっと大だい丈じよう夫ぶ。彼の体たい軀くは大きく、頑がん健けんだ。

　葉多恵が単発銃の弾たまを入れ替える。銀の弾頭、巨きよ大だいな薬やつ莢きよう。赤屋の猟鬼は構え、呟つぶやく。

「猟鬼は戦わず……ただ、狩かるのみ！」




　　　　◆




「どうした、ブラティロット……俺の血が……欲しいんじゃなかったのか……？」

　赤い霧が逃げていく。冷たすぎる空気に閉じ込められたそれは、もはや霧というより、赤黒い醜しゆう悪あくなアメーバのようであった。

「貴様……！　貴様……！　貴様……！」

　逃げていく。草むらを揺ゆらしながら。草むらに張られた蜘く蛛もの巣を揺らしながら。




　タァンッ──!!




[image: ]

　再びの銃声。

　正確無比。赤い霧が鮮せん血けつのようなしぶきを上げ、また固まり、ざわざわと喚わめいていた。里八が今まで見てきたいかなる動きとも違った。それは明らかに苦しんでいた。里八はそれをゆっくりとした足取りで追う。

「喰くらえっ！」

　まずは銀の刃はを地面に突つき立てた。瞬間、さらにぼこぼこと、千切れんばかりに沸ふつ騰とうする。聖銀に釘くぎ付づけにされ、逃げようとも逃げられず、もがき苦しんでいる。

　チャンス。

（チャンスだっ……！）

　ようやくここまで持ち込んだ。今しかない。

　里八は短たん剣けんを捨て、ガリガリに凍こおりついたコートを脱ぬぎ捨て、ケースの中からボウガンを取り出す。鋼板の弓にワイヤーの弦つる。ハンドルで巻き上げ、そこにつがえる矢は熱圧密処理でミスリル銀を浸しん透とうさせた白木の杭くい。

（コイツをぶち込めば……終わる……！）

　そんな時に失血に目が霞かすむ。照準が狂くるう。

「っ……!?」

　奴やつを引き付けるためとはいえ、血を吸われすぎていた。それに加えて、葉多恵に撃ち抜かれた箇か所しよからの出血があった。急所はしっかりと外されていたが、身を挺ていした作戦がここにきて仇あだとなった。

「……やっぱり詰つめが甘いなぁ、サトヤぁ！　クククッ」

「ッ!!」

　タイムリミット。里八が視力を取り戻もどした時には、冷気が散ってしまっていた。奴の姿は無かった。完全に霧む散さんしていた。声だけが聞こえてきた。

「生命は何かを犠ぎ牲せいにしなければ成り立たないんだよ、サトヤぁ。貴様の得意な自己犠牲など、その真理に矛む盾じゆんする最たるものだ。どうして、うまく行くはずがない。なぜ貴様はそれを学ばない」

「どこだっ……、どこにいる……！」

「……順序を変えるだけだ。知っているか？　この古い鉱山には、いくつもの空気穴があることを。ッククク。貴様があまりに悲ひ壮そうだったから、わざと現れて、仕方なく遊んでやっただけだ。悲しまなくていい。すぐにまた会える。封ふう印いんを解いたら、すぐにな……！」

　声は、どこか遠くへ消えていった。

「ッ……！　ぐ……！」

　腹が立った。自分に。最後の最後で取り逃のがしてしまった自分に。

「畜ちく生しよう！　ちくしょうが！　くそ……！」

「里八君！」

　翔香の声だった。様子がおかしいことに気付いたのだろう。葉多恵と仁美も駆かけ付けてくる。

「すまない……すまない、俺のせいだ……！　くそ……！」

「バカ、それより傷は!?」

　救急箱を持ってきた葉多恵が、てきぱきと消毒薬やら包帯やらを取り出してくる。

「手当てしますよー」

「いや、悪いがそれどころじゃない！　奴は知っていたんだ、ここ以外の入り口のことを！　早く追わなければ……手て遅おくれに……！」

「ちょいと目を覚ましなよ！」

　翔香に、横よこ面づらをひっぱたかれる。

「あんた赤い霧きりにも勝てなかったのに、そんな体で黒い霧まで一いつ緒しよにして勝てる見込みはあるのかい？」

「っく……！」

「そうよ、いくらなんでも無茶よ！　撃うたれているのに……！　ほら葉多恵さん、今のうちに手当て！」

　ようやく冷静な思考を取り戻し、里八は唇くちびるを嚙かんで項うな垂だれた。

「はいはいー」

　そんなことまで教育されているのか、葉多恵が慣れた手つきで止血の処置を施ほどこしていく。しかし里八は、まだ凍とう傷しようによる火傷やけどもあちこちにあるというのに。

「これで充じゆう分ぶんだ……」

　コートの中からマグライトを取り出し、坑こう道どうへ向かい走り出す。当然、それを遮しや断だんする鉄てつ柵さくにて行く手を阻はばまれる。

「鍵かぎは!?　鍵はないのか!?」

「それが連動式でしてー。こっちの石をどかさないと、そっちも開かないように……」

「頼たのむ！　早くしてくれ……！」

　葉多恵は少し考えてから……えい、と花を供えた上の石を蹴けり出した。

　夢か幻まぼろしか、そこにある何かが晴れたのが、はっきりとわかった。同時に、里八のすがり付いていた柵さくも消えてなくなる。

　そして……。

「っははははははははっ！　バカが！　バカが！　愚おろか者どもが!!」

　さあっ、と赤い風が吹ふき抜ぬけていった。あたかも坑道に吸い込まれていくかのように。

　里八はその闇やみを見詰めたまま、絶句していた。

「っ……!!　なんて……ことだ……！」

　他へ行くと見せかけて、姿を消した状態でこの場に留とどまり……こちらからその封印を解くのを待っていた……。

「ちょ……今のって……まさか……！」

　あたふたする仁美。葉多恵も呟つぶやく。

「あらー……やられましたねー」

「騙だまし返されたわけかい……!?」

　つまりは、やはりブラティロットもここ以外の入り口など知らず、しかして葉多恵の攻こう撃げき、里八の攻撃をまともに喰くらって、結界を破るほどの力も残していなかったのだ。

　まさにあと一歩だったにもかかわらず、ここに至って大逆転劇が起きてしまった。

「……七瀬、道案内だけでもいい！　頼む！」

「はいはいー。こうなっちゃったからには、仕方ありませんからねー」

　二人が坑道に入っていく。

　翔香は仁美と顔を見合わせた。

「あんたも行くのかい？」

「ここで逃にげたら記事にならないわよ！」

　仁美がミリタリーベストからマグライトを取り出した。翔香はやれやれと頭を搔かく。

「……ま、あたしも報告書、書けないしねぇ」

　せっかくの虎徹は抜けやしないが、何かの拍ひよう子しに抜けるかもしれないし、少なくともぶん殴なぐれることは里八に対して実証済み。何より、ここで自分だけ逃げたのでは、自分が祖父にぶん殴られる。

　里八と葉多恵の姿が見えなくならないうちに、翔香は仁美と走り出した。




　　　　⑦




「魔ま女じよの家系……？　魔女ってあの、ホウキで空飛ぶ魔女のことかい……？」

　翔香の質問に、里八は真っ向から頷うなずいた。

「ああ。男なんでそう上等な魔法は使えなかったらしいが……しかしその手の知識はあった。白魔術、黒魔術、精せい霊れいや悪あく霊りよう……そして吸きゆう血けつ鬼きに関してもだ」

　坑道は屋や敷しきの地下と似たような、岩がん盤ばんをくりぬいたものであったが、やはりその広さと複雑さが桁けた違ちがいだった。探検隊を気取るようにヘルメットにカンテラを付けた葉多恵が先導してくれなければ、造作も無く迷ってしまうだろう。

　落らく盤ばん事故の起こった方面を迂う回かいすると言いながら、葉多恵が道を選んでいく。

「人間だった頃ころのあいつは、それを生かしてクルースニクに入ったそうだ。だがそうして吸血鬼を知るほどに、その力に魅み入いられていったらしい。未み曾ぞ有うの力。永遠の命……中でも特にあいつが興味を持ったのが、ここに封ふう印いんされているというペストに関してだった」

　そしてあるとき彼は、極ごく秘ひ資料としてクルースニク本部に保管されていた、吸血鬼に関するナチスの研究資料に手を出した。

　加えて魔女の家系に伝わる秘伝。魔女狩がりの時代に禁じられた秘法。さらに現代科学。彼はそれら全すべての技術を併あわせ持って、ペストのファミリーだという吸血鬼に自らの血を吸わせ……。

「赤い霧きりになってしまったのね……」

　仁美が神しん妙みような面おも持もちで呟いた。

　里八が苦々しい過去を思い返し、低い声で語り始める。

「……俺が出会ったのは、傭よう兵へいをしていた頃のことだ。部隊の仲間は、俺を残して全ぜん滅めつした。何が生きるための犠ぎ牲せいだ……あいつは、楽しんでいた。傀かい儡らいにした俺の仲間たちを操あやつり、遊び半分に民間人に手をかけさせた。だから……俺が、仲間たちに止とどめを刺さした。吸血鬼だとか、そんなものもよくわからなかった頃だ。撃うっても撃っても死ねない仲間たちを、一人一人、丁てい寧ねいに……殺していった……」

　丁寧に。

　他人には想像を絶する、悪夢のような思い出なのだろう。彼は一いつ旦たん口をつぐんだ。

「……確かに褒ほめられた商売ではなかったかも知れない。だが、みんな気のいい連中だった。そしてみんな、生きるために戦っていた。あいつのように、遊びで殺し合いをしていたわけではなかった……」

「それじゃあんたは、あいつを倒たおすためにクルースニクに……？」

　翔香の言葉に里八は首しゆ肯こうする。

「ああ。直後に奴やつを調査しに来たというエージェントに出会い、クルースニクを知った。吸血鬼という存在も。そして贖しよく罪ざいを決めた。だからこれは、死んだ仲間たちへの……俺が殺した仲間たちへの、罪つみ滅ほろぼしなんだ……」

　重い決意の言葉に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「でも……それはもう、仕方ないことだと思うわ……。悪いのはあの吸血鬼じゃない……」

　仁美の言葉に、翔香も同意して頷いた。

「あたしもそう思うね。あんたは間違っちゃいないと思うよ」

「そうですねー。切ないですねー」

　この人が言うと全然切なく聞こえない。しかし葉多恵は更さらに続けた。

「でも、わかっていても、わかったとしても割り切れない……そういうことって、誰だれにでもあると思いますよー。逆にそういうものをなくしちゃったのが、バケモノなんじゃないですかねー」

「へー……葉多恵さんも、たまにはいいこと言うんだねえ」

「いえいえ、どうもどうもー。たまには、っていうのがどういう意味かわかりませんけどねー」

　この人の笑え顔がおはどれぐらいの皮の厚さでできているんだろう……翔香が思う頃、向かう先にほのかな明かりが見えてきた。

「もうすぐ封印の間ですよー。みなさん、覚かく悟ごはいいですかー？」

　青白い神聖な光。近付いていくと、それがある一室から漏もれ出して、坑こう道どうを照らしているのだとわかる。

　一同それぞれに頷きあって、明かりの源へと進む。

　ペストどころか、その眷けん族ぞくのブラティロットに対してさえ、今はまだはっきりとした勝算が無い。だがここで引いた所で、ペストが復活すればその脅きよう威いは免まぬかれ得ない。

　ただただ、やるしかないのだ。

　翔香たちが足を踏ふみ入れたその玄げん室しつのような空くう洞どうは、明かりなどいらないほど、幻げん想そう的な光に満ち満ちていた。中央には台座。台座には、襟えりの高いマントをつけた男が泰たい然ぜんと腰こしを下ろしていた。

　赤い霧はどこにも見えない。ならばこの男は？

　里八が慎しん重ちように歩み寄っていく。

「お前……ブラティロットか……!?」

「そうだな。だが違う。違うんだよサトヤぁ……」

　ヴァンパイアは二本のぬらりとした牙きばを口の端はしより覗のぞかせ、邪じや悪あくな笑みを浮うかべて見せた。

「この姿になったのは何十年ぶりかな。あの頃……まだ不完全ヒトであった頃の私はアーダルベルトと呼ばれていた。これはその頃の姿だ。だが、今の私はもっと完かん璧ぺきな存在だ。ブラティロットではなく……アーダルベルトでもなく……もっと高こう尚しような存在に成り得たのだ、サトヤぁ……！　私の理論に間ま違ちがいはなかったのだ……！」

「それは……どういう意味だ……？　ペストはどうした!?」

　ブラティロット……アーダルベルトを名乗った男は、広げた両手の平を自らへ向ける。

「ここにいるじゃないか」

「なんだと……？」

「ククク。クククッ……！　封ふう印いん……封印か。百年足らずであそこまで弱っていたのは拍ひよう子し抜ぬけしたが」

　里八が目を見開き、息を吞のむ。

「すでに封印は解かれていたというのか……!?　じゃあ、お前は……!?」

「理解できないか？　できないだろうな。クルースニク随ずい一いちの頭脳と謳うたわれた、この私の理論など。ペストはこの地に封じられた時には、すでに抜け殻がらだったのさ。私は別にそれを復活させようとしたわけではない。私の拠より代しろ、器うつわとしての、〝祖〟の体が欲しかっただけなのだから……！」

　理解の及およばぬような里八に、男はその手の平を差し向ける。

　不可視の力。

「ぐっ!?」

　暗黒の念動波により、里八の巨きよ体たいが巨人の手に握にぎり締しめられたように締め付けられ、舞まい上がり、勢いよく壁かべに叩たたき付けられた。

「がはっ……！」

「見ろ、この力を。素す晴ばらしい素体だ。ペスト。この体を手に入れるためでなければ、誰があのような不便な体に！　好き好んでなるものか！　吸うだけではな！　いくら生きられようと高が知れている！　つまらんじゃないか！　だから私はペストという最高の器を手に入れるために、その同位体となる霧きりを選んだに過ぎんのだよ……!!」

　ざ、とノイズの走るように、アーダルベルトの体は搔かき消えた。次の瞬しゆん間かんには、壁かべ際ぎわに崩くずれ落ちている里八の眼前でその体を形作る。

　その細ほそ腕うでで、巨漢の里八を軽々と持ち上げ、空いた腕うでで容よう赦しや無く打ち据すえる。

「ぐはっ……！　ぐっ……！」

「これだ！　私が欲しかったのはこの肉の感かん触しよく！　こうでなければ生きている意味が無い！　永遠の命も、ただ怠たい惰だな時の流れに過ぎなくなってしまう……！」

　完全にイカレていた。その目、その行い、その言葉。だが里八の目も死んではいない。

「吠ほえろバケモノ!!」

　ゼロ距きよ離り。鋼はがねのボウガンの発射速度、いかな反射神経とて避さけられるものではない。里八が抜き打ちざまにボウガンのトリガーを引く。

　そしてそれは、いとも易やす々やすと、アーダルベルトの左胸を貫かん通つうした。

「……どうした？　サトヤぁ？」

「っ……!?　ばか……な……！」

　杭くいは貫つらぬいた。だがそれは、ダメージというより素通りしたかのよう。

「ククク。バカは貴様だ。そんなもの通じはしない。この霧の体には！」

　誇ほこる。杭の突つき抜けた左胸にぽっかりと空いた、混こん沌とんのような黒い渦うずを。

「霧……霧の体だと……!?　だが……！」

「霧であって霧ではないのさ。ペストの体は、外界からのダメージと思おぼしきいかなる接せつ触しよくも霧として無効化する。自動的に……！」

「……!?」

「ククク……そうとも。ペストとはクルースニクが定義する厳密な意味での吸きゆう血けつ鬼きではない。言わば、そうした意思あるナノマシン群、集合体のことだったのさ！　そしてこの地で封じられる際に散った、元々入っていた魂たましいの代わりに……」

　片手で自らを示す。

「……私が！　この体を統すべる意思となったわけだ……！」

「何を言ってやがる……！」

　しかし渾こん身しんをもって振ふり抜かれた里八の短たん剣けんは、やはりアーダルベルトの体を突き抜けた。まるで立体映像。見えてはいるがそこにいるかが疑わしいような。だが、アーダルベルトの腕ははっきりと里八を捕とらえている。そして片手で、ゴミでも放ほうる様にその巨漢を投げ捨てる。

　高所から落下したかのような衝しよう撃げき。

「がっ……！　がはっ……！」

「里八さん！」

「里八君、大だい丈じよう夫ぶかい!?」

　翔香は仁美と共に駆かけ寄ったが、口の端はしからは血の泡あわを流し、元々の怪け我がの上に、ひどい打だ撲ぼく。彼は最も早はや、起きるのもやっとのような有様だった。

「ククク……、クハハハハッ！　貴様らにはもう用は無い。勝利の美酒として、真っ先に貴様らの血を飲み干そうと思っていたが……この体はあまりに素晴らし過ぎる。そんな気も失うせた。必要なくなった。だから、肉の感触を味わうだけにしようと思う。さあ狩かりの時間だ。行け。逃にげろ。こんな寂さびしい穴倉で死にたくはあるまい？」

「ところがどっこいぎっちょんちょん」

　場の雰ふん囲い気きにそぐわぬ、あっけらかんとした声。

　せせら笑ったのは、葉多恵だった。




　　　　⑧




　アーダルベルトが念動波を放つ際にそうしたように、今度は彼女が手の平を……封ふう印いんの間の入り口に向ける。




　わしっ。




　昨夜聞いた、あの音だった。入り口が、葉多恵の手から投と網あみのように放たれた巨大な蜘く蛛もの巣すによって閉とざされる。

「……何の真ま似ねだ？」

　葉多恵はそんなアーダルベルトの声に対し、口元隠かくしてさもおかしそうに笑い返した。

「くくくー。ふふふー。あははははー」

「貴様……」

　癪しやくに障さわったように眉まゆをそびやかすアーダルベルトへ、葉多恵はむしろ歩み寄る。

「ほんと、救いようの無いお馬ば鹿かさんですねー。封印が簡単すぎて拍ひよう子し抜ぬけした？　このわたしでさえ解けなかったお館やか様たさまの封印が、あなた程度に解けるはずないじゃないですかー」




　わっ。わっ、わっ、わっ、わっ……。




　まるで花火の咲さくように、純白の蜘蛛の巣が咲いていく。十と重えに二は十た重えに。封印の間の全すべてを覆おおい尽つくしていく。

　それが収まる頃ころには、葉多恵は笑っていた。口元など隠しもせず、陶とう酔すいしきったような薄うすら寒い笑え顔がおで。

「ようこそ……赤屋の猟りよう鬼き、二十重蜘蛛の巣の中へ。あなたはその巣に掛かかった、お馬鹿な獲え物ものさんですよー」

「……気が変わった。里八たちはもうどうでもいいが……貴様の白い血だけは飲んでおこう。滅めつ多たにあるものではなさそうなのでな」

　白い血とはなんのことか。翔香がそれを詮せん索さくする間もなく、アーダルベルトの手が伸のびる。目にも止まらぬ速さで、葉多恵の顔を打ち据すえる。葉多恵はそれに小さくよろめきながらも……その倍の速度でアーダルベルトをぶん殴なぐる！




　どおんっ!!




「がっ……!?」

　蜘蛛の糸に埋うめ尽くされた壁かべへ、アーダルベルトが顔面から突つっ込んだ。先に聞いた村田銃じゆうをしのぐ轟ごう音おん。坑こう道どうが揺ゆらぐほどの地じ響ひびき。

　彼はすぐに立ち上がったが、そこには明らかなダメージが垣かい間ま見みえていた。

「くっ……なんだ……!?　貴様……何を！」

「狩りの時間なんて、百年前から始まってたんですよ」

　ゆらゆらと葉多恵が笑う。

「話せば長いことながら……むかーし昔、赤屋のお山に、葉多恵ちゃんというそれは可愛かわいい土蜘蛛が巣を張っておりました。麓ふもとの村の若い衆や通りすがりの山さん賊ぞく盗とう賊ぞく、巣にかけかっさらっては私腹を肥やす悠ゆう々ゆう自じ適てきの日々。ところがあるとき、葉多恵ちゃんは八瀬童子というツノなし鬼おににこらしめられてしまったのです。八瀬童子というのは別名、護法童子とも言いまして、鬼は鬼でも仏様にお仕えする偉えらい鬼だったんですねー」

「愛あた宕ごの……八瀬童子のことね……？」

　仁美が呟つぶやく。

「さすが記者さん、物知りですねー。そうですよー。陸む奥つのほむら鬼と並び最強最悪の誉ほまれ高い、わたくし越えち後ごの二十重蜘蛛も、仏ぶつ罰ばつの雷かみなりを落とされたとあってはこりゃあ参ったと観念するしかなかったのであります……。いやぁ、あの時はツラかったぁ……」

　などと、情感たっぷりに。

　雷と聞いた仁美の顔からは全く血の気がなくなっていたが、葉多恵の話はまだまだ続く。

「そして封ふうじられた八瀬様のお屋や敷しきにて、葉多恵ちゃんはいつかまた自由になる日を夢見て、日々これ精進したのでありますが……時は流れて昭和の初頭。かの悪名高い鬼おに狩がりの令が発布されたのでありました。さあ困った、葉多恵ちゃんはお館様の戒いましめで、もはや鬼しか食べられぬ身体からだ……」

　べべん、と葉多恵は自分の口で言って。

「しかーし、捨てる神あれば拾う神あり！　折しもそのとき、西洋より舞まい降おりた黒い霧きり！　どうやら一応、吸きゆう血けつ鬼きなる鬼らしい！　そこで一計を案じた葉多恵ちゃん、日本の鬼がいなくなったんなら、大陸の鬼を食べればいいや！」

「ちょ……ちょいと、葉多恵さん……？」

　段々と熱の入ってきた彼女が、翔香は心配になってくる。しかし杞き憂ゆうで、葉多恵はすぐに平静を取り戻もどした。いや、彼女はそれを行き過ぎ、むしろ寒々しいほどの笑顔でアーダルベルトを嘲あざ笑わらった。

「つまり。ペストなんて食べようと思えば、いつでも食べられたんですよわたしは。でも、それじゃあ後が続かない。だからお館様にこれは喰くえないと噓うそをつき、封じてもらったわけですよ……お前は、その餌ペストに食い付いて喜ぶ馬鹿な獲物」

「……ふざけるな。そんな出任せでこの私を騙だませると思っているのか」

　アーダルベルトが手をかざす。暗黒の念動波は、そよ風のように葉多恵の髪かみを揺らしただけだった。

　手に入れたはずの絶対の力。だがそれがまるで通じぬ東洋の怪かい異い、アーダルベルトの表情に動どう揺ようの色が浮うかぶ。

「馬ば鹿かな……！」

「わたしがそれで、今まで何匹びき食べたか知ってますかー？　封ふう印いんは十年で弱る。二十年で弱る。三十年目の満月の夜に弱る……そうした噂うわさを流すたびに、これがまたかかるかかる……入れ食い状態で笑いが止まらないとはこのことですよー」

　くくく、と。葉多恵はアーダルベルトの笑い声をまねるように喉のどを鳴らし、壁を背にした彼に歩み寄った。間合いに入った瞬しゆん間かん、アーダルベルトが拳こぶしを振ふり抜ぬく。葉多恵は同時、今度はカウンター気味に、目にも止まらぬ速さで殴りつける。

　それは屋敷の地下で聞いた、あの杭くいを打ち鳴らすような轟音。

「がッ……!?」

「でもそれもここまで。わたしは、やっと自由になった……もう、嬉うれしくて。嬉しくて」




　ごつん!!　どつん!!　がつん!!




　その悦よろこびを表現するような無造作な一打一打が、洞どう窟くつを揺らす。葉多恵の拳に打たれるたび、アーダルベルトが洞窟の岩いわ肌はだに激げき突とつする。もちろん彼も反はん撃げきする。

　それはまるで子供のけんか。だが成り立ての鬼と古くからの鬼。その一撃一撃が桁けた違ちがいであった。葉多恵の拳の方が圧あつ倒とう的に威い力りよくで上回っている。とうとうアーダルベルトが全身を霧に変えた。真っ黒い霧に。だが葉多恵が構わずそのもやをぶん殴なぐれば、それだけでアーダルベルトは元の姿に収しゆう斂れんし、吹ふっ飛んでいく。

「いいですよねー、肉の感かん触しよく……わたし、よーくわかりますよー」

「なぜだ……なぜ霧の体が……！」

「だって……ペストなんていうのは、私の餌が盛り付けられるための器うつわ。あなたの理論じゃないんです。わたしがそうしたんですよ？　誰だれでも入れるように。だったらわたしに都合がいいのは、当然じゃないですかー」

　そうして葉多恵は、再びアーダルベルトの眼前までも迫せまっていた。

「うふふー。くすすー。いい加減お腹なかも空すきましたしねー。ごはんごはんー♪」

　無造作にアーダルベルトの髪を摑つかむ。そして……。

「やめ……！」

「いただきまーっす」

　かぶりついた。

　何度も何度も。仁美が昔話をした通り、がぶりがぶりと、肩かた、首、腕うで、頭は頭ず蓋がい骨こつごと。がぶり、がぶり。そのたびに骨の砕くだける硬こう質しつな音と、肉が爆はぜ血の溢あふれる水っぽい音が封印の間に響ひびき渡わたる。

「馬鹿な！　噓だ！　私は不死身！　不老不死の……！　助け……！　いやだ！　私はまだ、死にたくないいいいいいいいいい……！」

　残ざん虐ぎやくな光景に、仁美は顔を背そむけていた。凄せい惨さんな悲鳴に、翔香も耳を塞ふさぎたい思いだった。だがそれでも、里八は目を逸そらしてなかった。

「サトヤ……サトヤぁ……！　助……！」

「っ……く、畜ちく生しようがっ……！」

　里八が傷をおして駆かけ出す。そして、先ほど一度打ち出し、外した白木の杭を拾い上げ、更さらに走る。その気配を察したように、葉多恵がアーダルベルトの体をぶら下げたまま、真っ赤な口元を割かつ烹ぽう着ぎの袖そでで拭ぬぐい、振り返る。

「無む駄だですよー。人間のあなたじゃわたしには……」

　里八が杭を突つき出す。

　しかし葉多恵に、ではなかった。

「悪いが、俺が先に目を付けた獲え物ものだ……！」

　頭の半分も食い散らかされて尚なお、半はん端ぱには死ねずもがき苦しむ哀あわれな男の心臓目め掛がけ、里八が杭を突き立てる。

　葉多恵に摑まれたままのアーダルベルトは霧となることもできず……どん、と肉を貫つらぬく鈍にぶい音が聞こえてきた。

　そうとも、いくら憎にくくても、どれだけの悪人であろうとも、ここまで惨むごたらしい最さい期ごを、誰が望むと言うのか。

　里八が込こめたのは、そういう、救いの一撃だった。

　アーダルベルトの体が、真っ青な光を放つ。

「……が、あ……イヤだ……！　イヤだ、私はまだ、死にたく……な……！　あ……ああああ……！　あ……！」

　醜みにくい悲鳴と共に、光に焼かれたアーダルベルトの体は灰と化していく。さらさらと崩くずれていく。

　それで体力も、気力も、尽つき果はてたのだろう。里八がいよいよ倒たおれ伏ふす。

　葉多恵が、急に軽くなった自分の手を見て、その灰を見て、慄おののいた。

「ご……ごはんがッ!?」

　本当にショックを受けているようだった。

「い……いっ……いくらなんでも許しませんよー。まだ半分も食べてなかったんですよー」

　恨うらみ心頭か、凶きよう爛らんの双そう眸ぼうが細まる。初めて、彼女の顔から笑えみが失うせる。里八の胸むな倉ぐらを、ひょいと持ち上げる。苛いら立だたしげに、品定めするように匂においを嗅かぐ。

「ふーむ……人間ですかー。わたしの封ふう印いんが解けたってことは、人間も食べられるようになってるかもしれませんしねー。そもそものお館やか様たさまも、もういらっしゃらないことですし……」

　翔香は直感的にまずいと感じた。この言動を聞く限り、葉多恵はやはり味方というわけではない。

　翔香はこういう自分勝手な種類の女を、一人だけ知っていた。自分がよければそれでいいという類たぐいの、そのクセ最もチカラを持った……一等タチの悪い連中を。恐おそらくはこれもその格。

「翔香……どうするのよ……！　このままじゃ、里八さんが……」

「わかってるよ……！」

　だが策など何がある。あの手の連中は、純じゆん粋すいに強いのだ。抜ぬけず、故ゆえに切れぬだけの虎徹だけで何ができるのか……。

　翔香が逡しゆん巡じゆんしたそのとき、仁美がカメラのシャッターを切った。自然と、葉多恵の注意がこちらに向く。

「ちょ、仁美……！」

「だって、こうするしか……里八さんが……！」

　そうだ、里八はもう限界。もう怖こわがっているような余よ裕ゆうは無い。切れずとも、叩たたける。そう思ってここまで来たのではないか。

　翔香は走った。後ろから、仁美が何度もフラッシュを焚たく。何ごとか、というよりは鬱うつ陶とうしげな葉多恵の注意が完全にこちらに向く。そこへ翔香は、いっそこれで抜けぬものかという勢いで、鞘さやごと葉多恵に振ふり下ろす。

　かわされ、空を切る結果となったが……おかげで里八と葉多恵の間が開いた。翔香は間に割って入り、彼を背に、ハッタリでもいいからと刀を抜く構えをする。

「……わたしも女ですからねー、翔香さん。できれば男の人の方が食べがいがあるんですけど」

「黙だまりなよ。それよりあんた、自分も封印だとか自由になったとか言ってたけど……ありゃ一体どういうことなんだい」

　正直どうでもいい。どうでもいいが、時間を稼かせげば何かのチャンスができるかもしれない。抜けもしない柄つかと、鞘を握にぎった手指が手持ち無ぶ沙さ汰た。

「どうって……いやですよー。翔香さん自身が、お館様の封印を解いてくれたんじゃありませんか」

「封印……？　封印ってのはまさか……？」

　葉多恵はくすくすと頷うなずいた。

「お館様は意地悪な方でですねー。後の世のために、封印をなす鬼おに斬きりの側に、鬼の弱点である人斬りを置いておいたんですよー」

「人斬りが……弱点……？」

「はいはいー。わたしというか、大たい抵ていの鬼は嫌いやがりますよー。だって、人間が人間を殺した刀なんて……ねえ？」

　手に汗握る。嫌な冷や汗あせ。柄にかけた手を、無意識のうちに握りなおした時。

（……？）

　違い和わ感があった。柄の縁ふち。

　指先に感じるだけだが、ひょっとして押し込める？

「しかもお館様が用意したのは、南北朝の時代に二十人も殺した由ゆい緒しよ正しい本物の人斬り。そんなものがすぐ近くに据すえてあるから、わたしも近付けない。子こ蜘ぐ蛛もたちは近づけるけど……」

「わかったよ、あたしたちを試験って名目で利用したってのは。それより……ほんとに弱点なんだね？」

「……うふふ。今からお屋や敷しきに取りに戻もどりますか？　無む駄だですよー。あれは翔香さんたちが鬼斬りを持ち去った後、子蜘蛛たちを使って捨てさせちゃいましたからねー」

「そうかい。そこまでしたってことは、本当に苦手なんだね？」

「……」

　さすがに胡う乱ろんげな顔付きとなった葉多恵。

「……何が言いたいんですか？」

「見せてあげるよ……十や二十じゃ効かない、本物の人斬りってやつを！」

　金具を押し込み、翔香はその刀を引き抜いた。

　それは翔香も初めて見る、異様な刀であった。

　波は紋もんがない。通常日本刀は地金と刃はを合わせるために、その境目に紋が現れる。時にその美しさこそが名刀と呼ばれる所以ゆえんとなるが、この袞州虎徹にはそれが無かった。

　素す延のべ一枚を白しら研とぎしただけのような純然たる刃。そんな刃は渡わたり二尺二寸の、異様に白い大段平を振りかざす。

　そのときには既すでに、葉多恵は目を見張ったまま脂あぶら汗あせを流し、息を詰つまらせたように胸を押さえて後あと退じさっていた。

「ちょ……それ……」

　祖父は、このことを知っていたのだろう。赤屋には鬼が住むと聞いて、鬼は人斬りを忌いむと知っていたからこそ、この虎徹を選んでくれたのに違ちがいない。

「苦、しっ……一体、何人切れば……そんな……!?」

「朝右衛門も入れて三百は切ったってさ!!」

　葉多恵はフラフラとして、ついには自分の胸を摑つかんだまま、ぜえぜえと息をしながら座り込んだ。

「おのれ……」

　ぜえ、ぜえ。

「宮く内ない庁ちよう……オノレ朝ちよう廷ていノ木端役人ガ……!!」

　正体を現す。

　身の丈たけ……いや、その頭の高さだけで八尺を越こそうかという、この封ふう印いんの間を埋うめ尽つくすような大蜘蛛が、地鳴りを起こすように吠ほえた。

「ひ……!!」

　仁美が腰こしを抜ぬかす。

　なるほど、本体がこの異様であれば屋敷の地下で見た大蜘蛛ですらまだ子供。

　里八が見上げた目を見張り、息を吞のむ。

「なんだ……こいつはっ……!?　こんな巨きよ大だいなバケモノが……、この世界にいるというのか……!?」

「いいや、これはもう魔ま物ものじゃないねぇ」

　ずずん！　土蜘蛛が大木の如ごとき足を動かすだけで、岩がん盤ばんはひしゃぎひびが走る。

「剣けんハ魔ま除よケノ呪じゆ具ぐトイウノニ……故ゆえニワレラハ、ソレヲシテマデ同族ヲ切ル、ウヌラ人ノ子ノ心根ヲ忌いミ嫌きらウ……故ニ人ノ子ヲ喰くラウ！」

　ずずん！

「宮内庁……ワレラ土蜘蛛ノ同はら胞からヲ尽ことごとク追イヤリシ朝廷ノ犬ガ！　ヨウヤク解カレタコノ身体からだ、ムザムザ封ゼラレテナルモノカ！」

　ばっ、と濁だく流りゆうのような蜘蛛の糸が吐はきかけられた。翔香は引かず、一ひと振ふり。その糸をなぎ払はらう。

「封じなんてしないよ」

　翔香はそれを構え直す。足あし幅はばを広く、半身に向かい、峰みねを背にまで回した、振りぬくためだけの大上段。全すべてがこちらを向く二は十た重え蜘蛛の八つ目に向かい、鬼き神しんの如き双そう眸ぼうで睨ねめ付ける。

「荒あらぶる赤屋の山神さまよ！　今月今夜、あなた様を堕おとし奉たてまつりまする!!」

「堕トス……!?　貴様、マサカカミ殺シノ……!?」

　慄おののく土蜘蛛へ、袈け裟さ切ぎりに一気。

　兜かぶとを割られ、真っ白い鮮せん血けつが噴ふき上がる。

　まさに平野一帯に轟とどろき渡わたらんばかりの、耳をつんざく巨きよ大だいな咆ほう哮こう。断末魔。

　……それが止やむ頃ころ。

「はっ……がはっ……はぁ、はぁ……」

　いつしか蜘蛛は、葉多恵を名乗っていた女の姿に戻っていた。肩かた口ぐちから脇わき腹ばらまで、一線の傷口を残したまま。白ではなく、真っ赤に着物を染め上げた姿で。
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「……それ、無理……反則ですよー……」

　がくり、と葉多恵は膝ひざをついた。

「護法童子の次は神殺しですかー……つくづく、わたしはついてない……」

　そして息も絶え絶えに、どっと血の塊かたまりを吐き出し、むせ返る。

「はぁ……、はぁ……。名めい剣けんですねー……わたしを殺すその刀の名前、最さい期ごに教えていただけますか……。膝ひざ丸まるですか。そはや丸ですか。平氏の小こが烏らす丸まるでしょうか。源氏の髭ひげ切きりでしょうか……」

「袞州虎徹」

「えんしゅう……こてつ。なるほど、これが噂うわさの虎徹でしたか……」

　はあはあと。毒を喰くらったように息を荒げるばかりで、抵てい抗こうする意思はもう見えなかった。だが、もう長くも無いのなら、いっそ一思いに止とどめを刺さしてやるべきか。翔香がそう思って一歩踏ふみ出した刹せつ那な。

《待たれよ》

　眩まばゆく光る人ひと影かげが、葉多恵の前に現れた。

「お……お館やか様たさま……？」

「お館様って……八瀬童子とかっていう、あれかい……？」

　見れば光る影は、童子の名の通りに幼い、おかっぱ頭の、着物姿をした男の子のようであった。

《私は八瀬の護法童子、この子を躾しつけていた者です。お聞きの通り、この子は私の呪じゆ法ほうにより人を食べられぬのですが……過日私がこの世を去ったおかげで、浮うかれてしまったのでしょう。大変な迷めい惑わくをかけたようですが、今日のところは、これで許してやってはもらえませんか》

「お館様……」

「いや……そりゃあ……。ねえ。悪いことしないってんなら……」

　そんなことがあるものかと、翔香はただただ面めん食くらうしかない。霊れい感かんはからっきしないと自負している翔香であったが、神聖というか厳おごそかというか……この暖かな光のシルエットには、どうにも逆う気になれなかった。

　翔香は結局、刀を元の鞘さやに収める。

　すると後ろから里八の声が聞こえた。

「……それで、いいのか……？」

「そりゃ、あんたは食べられそうになったけど……でも葉多恵さんがやったことと言えば……」

　どう言ったものかと翔香が考える間に、里八は言った。

「……そう、だな……。食われそうにはなったが……。俺が仲間の仇かたきを討うてたのも、その女のおかげ……か」

《ありがとう……》

　光る影はぼんやりと暖かくゆらめき、葉多恵に振り返った。

《聞いたね葉多恵。お前は人のために、悪い鬼おにを食べるしかないのだよ。それが昔、お前がたくさん人を食べたことへの罪つみ滅ほろぼしなのだから。だから私も、お前が黒い霧きりを食べられぬと噓うそを言ったときも、その真意を汲くんで、わざとここの封ふう印いんを緩ゆるくしておいてやったのだ》

「う……、うぅ……。お見通しだったのですか……」

《仏様は全て見ていらっしゃる。私を今、ここへ遣つかわせてくれたように。だからもう、二度と馬ば鹿かを考えてはいけないよ。お前が鬼斬りの封印を解いてもらったのも、いま一ひと太た刀ちで斬り捨てられずまだ命があったことも、広く世の役に立てという天の思おぼし召めしと思い、よく精しよう進じんしなさい》

「ははーっ！」

　葉多恵が土下座してかしずくと、護法童子はどこか嬉うれしそうに、ゆっくりと頷うなずいた。

《見ての通りです、翔香殿どの》

「は……、はぁ……」

《まだまだ至らぬところもあると思いますが、この子のことをよろしくお願いします。それでは……》

「……は？　ち、ちょいと、よろしくって!?　八瀬さん!?　護法童子さんッ!?」

　翔香が泡あわを食ったときには、光り輝かがやく神体は、夢ゆめ幻まぼろしであったようにその姿を消し去っていた。
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　──数日後、週刊フライＤ社。

　日々人々の度ど肝ぎもを抜ぬくべく奔ほん走そうする彼らには、昼も夜も無い。時計は既すでに夜の一時を回っていた。

「いい！」

　オカルト担当記者、中津川仁美は編集デスクの前に立っていた。

「ほ、本当ですか!?」

「うん。Ｎ潟の山奥に土つち蜘ぐ蛛もの正体を見た！　いいなぁ。うーん中津川、お前もここまで成長したか……」

　デスクは原げん稿こうを前にして、うんうんと頷く。

「ありがとうございます、ありがとうございます！」

　やった。初めて褒ほめられた。

　仁美は思わずガッツポーズを取って喜びを嚙かみ締しめた。一流オカルト記者への階段を、一歩昇のぼったのだ。

「こういうのを待ってたんだよ俺は。オカルトなんてのは、所しよ詮せん読み物だから。これくらい噓うそ臭くさい方が丁度いいんだよ。今までのお前さんのはどうもリアリズムに徹てつしすぎてて……」

「いや……噓……ってわけじゃ……」

　細くした仁美の声など、騒そう々ぞうしい編集部内では届くはずも無く。

「じゃ、こいつは特集組んで二週連続でいこうか……うん？　どうした？」

「え？　いえいえ。特集ですか、ありがとうございます。嬉しいなあ」

「これからもこの調子でな、中津川。それとさっき編集長が呼んでたから。会議室」

「はーい、行ってきまーす」

　と編集部から廊ろう下かに出て。

　営業スマイルを保持しきれなくなった仁美は、肩かたを落として深い溜ため息いきをついた。

　仁美自身、あそこで体験したこと全てが事実などとは……人から聞けば到とう底てい信じられるはずもない。だから言い返せなかった。

　いくらスクープでも、その事実が小説より奇き妙みようすぎるというのは考え物のようだ。信じられないからこそオカルト……だからこそ事実として紹しよう介かいするのが、難しい。でも事実でないからこそ、オカルトでもあり……。

「失礼しまーす」

　会議室。四角に並べられた折り畳たたみテーブルに着いていたのは、やたら三白眼の編集長だけだった。

「おう、入れ」

　どすのきいた低い声。見た目まんまそれ系の、パンチパーマにピンストライプのスーツ。暴力団関係の取材を長く続けていたら、朱しゆに交わり過ぎて真っ赤になってしまったという人である。

「中津川ぁ。てめえこの記事……」

　ばっさと置かれたのは、先ほどデスクが持っていた草稿のコピー。

「はい……？」

「事実か？」

「……。」

　ガンの飛ばし方が、いつもより鋭するどい。変なことを言えば、その原稿が灰皿と一いつ緒しよに顔面に飛んでくるのは明白なのだが……仁美は意を決して言いきった。

「そ……そうです！　全部この目で見た、真実ですっ!!」

「……」

（ううっ……）

　ぎすぎすするような緊きん張ちよう感。

　だが返ってきたのは意外な言葉であった。

「そうか……よく無事に帰ってこれたな」

「……へ？」

　ヤクザは殴なぐり返してでも取材しろ。スクープネタは、よその記者をコンクリ詰づめにしてでも奪うばって来いというあの編集長が。

「今どきはな、暴対法のおかげでヤクザだって俺たちカタギを簡単に殺しやしねえよ。だがコイツらは違ちがう。この神しん霊れい班はんって連中はよ。誰だれだろうとコロッと死んじまう辺りに、平気な顔して生きてる連中だ」

「知ってたんですか……!?」

「ったりめえだ、俺がこの道で何年やってると思ってんだ。ああ？　見て来てんだよ。調子こいて連中追って、そのまま帰ってこなかったオカルト担当を何人もよ……」

　屋や敷しきの地下。坑こう道どうの中。まざまざと思い出して、冷たい汗が流れ落ちた。帰ってこれなくなる機会は、確かに……いくらでもあった。

「もう宮く内ない庁ちように首突つっ込むのはやめておけ。勘かん違ちがいするんじゃねえぞ？　こいつらが表側に顔出さねえのは、圧力で口くち封ふうじしてるってんじゃねえ。本当にヤバイから身を潜ひそめてるんだ」

「あ……。う……」

「だから神霊班って名前だけは、記事に出しちゃいけねえ。それ読んだシロウトが面おも白しろ半分に首突っ込めば、どうなるか……自分の目で見てきたなら、わかってんな？」

　仁美は肯こう定ていするしかなかった。

「はい……」

「この記事はボツ。デスクには俺が言って代原ぶっといてやる」

「え……ええ～ッ!?　ボツはちょっと！」

　仁美は編集長の目の前でバンバンと机を叩たたいたが、いつものように疎うとましく睨にらまれただけだった。

「替かわりに有給やるから、少し休んで頭冷やして来い。以上、解散！」

「う……ううう～！　編集長のばかー！　編集ヤクザー！　プラズマテレビが蛍けい光こう灯とうだって書いてやる～ぅ!!」

「なに!?　おい、家電業界にケンカ売る気か!?　おいコラてめえ!!」

　しかし既すでに、彼女は泣き叫さけびながら会議室を飛び出した後だった。

　そのとき。

「フッ……雑誌社というのも、楽な仕事ではないな」

　仁美が去り、編集長しかいないはずの会議室に、冷れい徹てつな男の声が聞こえてくる。

　だが、どこから？

「う……那な田たさん」

　編集長が呼んだのは、件くだんの神霊班を束ねる男の名。




　がちゃ。ぎいぃ……。




　ロッカーのドアが開くと、中から現れたのはオールバックに細ほそ面おもて、黒いスーツの男だった。

「フッ……」

「ううっ……!?　い、いつの間に……！」

　だがそのカミソリのように鋭い視線の前では、やんちゃな若手記者たちを戒いましめる編集長自じ慢まんの三白眼も、チンピラのメンチ程度に成り下がってしまう。

「余計な詮せん索さくは無用だ」

「わ……わかりました……。しかしこれでよかったんですか、那田さん」

「上出来だとも。君が述べた言葉は全すべて、真実だ。我々宮内庁神霊班は、そうした世界に生きている。その闇やみが……」

　那田は窓まど際ぎわに立つと、ブラインドの隙すき間まから華はな々ばなしい夜景へと流し目した。

「……この当たり前の平安を乱さぬように」




　　　　◆




「まーちーかーねー……はーるーうー……らら～……♪」

　Ｎ潟競馬場で大敗を喫きつしてきた翔香は、今日もそのショックから立ち直れずに、自分の席で寝ねそべっていた。

「副長～……仕事してくださいよぉ……」

「競馬のたんびにこれじゃ、俺らたまんないっすよ……」

「長谷部せんぱーい……主任がいないからってサボりすぎですよぉ……」

　むくりと起きた翔香は、とりあえず近くにあるものをぽんぽん投げて、全員を黙だまらせた。

「副長、クルースニクの方がお見えですよ」

　ぐったりと翔香が起き上がると、入り口に里八が立っていた。

「世話になったな」

「ああ……国に帰るんだね。怪け我がはもういいのかい？」

「とりあえずはな。頑がん丈じようなだけが取り得だ」

　自慢げに体を見せて里八が頷うなずく。

「それと、報告が済んだらすぐに戻もどってくるつもりだ」

「戻ってくる……って、日本で暮らすってこと？」

「ああ。仲間の仇かたきを討うった以上、もう吸きゆう血けつ鬼きにこだわる理由はなくなった。かといって、今さら軍や何かに戻るつもりもない。そんなことをお前たちの上司……那田主任に言ったら、是ぜ非ひにとスカウトされてな」

「へえ、そうかい。ま、あたしゃ主任がどうこう言うのを止められる立場じゃないし、そういうことなら歓かん迎げいするよ」

「ああ。帰ってきたら、よろしく頼たのむ」

　里八は笑い、ドアの前で一度手を振ふり、気持ちよく帰っていった。

　いい男ではないか。

　会った最初は、ひどく思い詰つめたような陰いん気きな様子であったが……あの赤い霧きりを倒たおせたことで、背負った十じゆう字じ架かのいくらかでも軽くなったのだろう。

「あたしもいつまでもいじけてらんないね。さーて……！」

　翔香は自分の席に戻ると腕うでまくりをして、競馬新聞をばっさと広げた。

「来週の重賞は……っと」

「って副長！　この件、急がないと警察庁の心しん霊れい班はんに先越こされますよ!?」

「長谷部さん、仕事が進みませーん……！」

「那田主任……早く帰ってきて……」

　と、最後には祈いのる者まで出る始末。

「はーる、うーららー……♪」

　そうして彼らは日夜、オカルトと戦い続けている。




　　　　⑩




「……え」

　話を聞き終えたヒデオは、ぽつりと呟つぶやいた。

「……つまりその。蜘く蛛も……だと」

「さあねえ、どっちが本体なんだか。見ての通り知っての通り、何が本気かわかんない人だから」

　ヒデオからすれば、かく言う翔香も充じゆう分ぶんにその類たぐい。しかし蜘蛛の巣センサーはヒデオ自身、アパートで体験したことでもある。

「ま、そんなこんなで無理に吸血鬼にこだわる必要がなくなった里八君は、少ししてクルースニクからの出向って形でうちに配属されることになってね。仁美は仁美で別冊の方に移ってから編集長とウマが合って、まだオカルト記者やってるみたいだし。で……、結局は八瀬様の言葉通りに葉多恵さんもうちで預かることになったんだから、世の中わかんないよねぇ」

「そう、ですか」

　翔香の話が全て事実なら。

　やっぱり神しん霊れい班はんというのは、無茶苦茶すごい人たちの集まりだということだ。今さらながら自分は、相当場ば違ちがいな職場にいるのだと思い知る。

「だからさ、大だい丈じよう夫ぶだよ。葉多恵さんに限って言えば、何か悪いことしようとしても、お釈しや迦か様の掌たなごころの上ってね」

　熊くまに追いかけられたり滝たき壺つぼに落とされたりすることはその御み心こころの許容範はん囲いということか。仏の顔も……と言うが、なるほど、心が広いのだろう……。

　そしてヒデオは、彼女のデスクに立てかけてある竹刀しない袋ぶくろに気付く。

「……つまり、それが」

「そ。爺じいちゃんのくれたニセ虎徹」

　翔香が気の抜ぬけたように小さく溜ため息いきをつく。意外な言葉であった。

「ニセ、なのですか」

「刃は紋もんがないのがどーにもおかしいとおもってじいちゃんに聞いたらさ。ただのスプリング刀だって言うじゃないか」

「スプリング刀、とは」

「バネ。びよーん、って」

　ああ。

「なんでも、トラックか何かの板バネってのを焼いて研といだら、元がバネだから折れないし曲がらないし、でも試ためし切りしたら鉄てつ兜かぶとを叩たたき割った……なんてことが満州でめっぽう噂うわさになったとか。つまりそういうスプリング刀のことを袞州虎徹って言うらしくってね。近藤勇なんてこれっぽっちもかすりゃしない……」

「ですが……」

「ん？」

　釈しやく然ぜんとしない様子の翔香に、ヒデオは言った。

「お山の、神様を。斬きったわけですから」

「……ま、それもそうだね。じいちゃんが斬って、あたしが斬って。正しよう真しん正しよう銘めい、人斬りにして鬼おに斬きり、実績だけなら大した名刀なのかもねぇ」

　翔香はまんざらでもなさそうに笑う。

　もちろんそれは、刀としての切れ味のみならず、剣けん士しとしての翔香の腕が伴ともなってこそだったに違いない。

　なんだろう。純じゆん粋すいにカッコイイ。

　ヒデオはいつもだらしないような印象しかなかった翔香に対し、純粋にそう思った。

「しかし、なぜ……苦手、なのでしょう」

「さぁねぇ？」

　翔香が首を傾かしげると、ふわり、黒い少女がヒデオの傍かたわらに現れた。

「じゃあヒデオは、どういうシステムで吸きゆう血けつ鬼きが十じゆう字じ架かやニンニクが嫌きらいか知ってる？」

「……。さあ」

　そういうものだという話は知っているが、具体的にどういう理り屈くつで弱点なのかは知らない。

「そういうことよ。ファンタジーのセオリーとでも言うのかしらね？　弱点もなくただ強いだけの存在がいたんじゃあ、人間なんてとっくに絶ぜつ滅めつしているわ。神様はよくしたものね」

　それは……物語では弱点がなければ、お話として成り立たない。だが現実にどうかということについて……。

「へえ。ってことはなにかい？　ノアレちゃんにもなんか弱点とかあるわけかい？」

「……ないわ、お姉様」

「あ、いま間があったね？」

「ないもーん」

　くるりと背を向けて、ノアレが消え去る。

　弱点。三千世界を統すべる闇やみにも、弱点などというものがあるのだろうか。

　あるいは端たん末まつとしての彼女自身の弱点？

「さぁーて、随ずい分ぶんとお喋しやべりしちゃったね……もう三時か」

　席を立った翔香が大きく伸のびをする。

「よし、たまには副長直じき々じきにヒデオ君の稽けい古こを付けてあげよう」

「……。いえ」

「あたしに勝ったら葉多恵さんにも勝てるよ？」

　そんな気がまるでしない。

「いえ、そうではなく。今は勤務時間中であり、不意の連れん絡らくに対し万ばん端たん備えるべき大役が自分に課せられた使命……」

「一本取れたら睡すい蓮れんちゃんの弱点教えてあげようじゃないか」

「乗った」




　そんなある日の、思い出話──。

　もちろんヒデオは一本取るどころか、手ひどく返り討うちにされるのだった。







　あとがき




　えー。「ザ・スニーカー」本誌連れん載さい時は翔しよう香かと同期だったはずの里さと八やが、諸しよ般はんの事情によりそういう感じでもなくなりました。諸般の事情というのは、作者がド忘れしたとか設定が甘いとか入にゆう稿こう後のゲラ刷りでその事実に気付いたとか、そうした森しん羅ら万ばん象しようの全すべてです。

　今巻、半分が書き下ろしという超ちよう仕様なわけですが、この書き下ろしは本来、『お・り・が・み』の外伝として連載されるはずだったものです（とは言え当時は編集部の反応が芳かんばしくなく、土ど壇たん場ばでマスラヲの方を思い付く）。でまあ、せっかく今回、改めてレイセンという神しん霊れい班はんの話ができたわけだし……と焼き直してみたのが、今回の「隠おに斬り」です。自分で読み返してみるに、『月姫』や『Ｆａｔｅ』の影えい響きようを受けて正統派な伝でん奇きモノをやろうと試し行こう錯さく誤ごした結果見事に玉ぎよく砕さいしたのが見て取れてなんともアレな限りです。

　そもそも伝奇モノといったらモデルとなる地に足が着いた伝奇が必要なわけですが現実の新潟で鬼おに蜘ぐ蛛もがいたなんて言い伝え聞いたこともなければ、偉えらいお坊ぼうさんが鬼退治なんて話も私自身は寡か聞ぶんなもので聞いたことがありません。伝奇じゃないじゃん……。

　全て創作なので、興が乗ったからといって県内を散策されてもそうした話は出てこないと思うので何なに卒とぞご容よう赦しやのほどを。ついでに設定ミスについても何卒。

　どうせなので新潟県について何か書きましょうか。

　雪深いです。新潟県民は雪のせいで冬は表に出ることが少なく、部屋にこもってあれこれ考える創作系の人が生まれ易やすい、という話を聞いたことがありますね。私はそんなの関係なしに春夏秋冬部屋でゲームやりまくってる超々インドア派ですが。

　地図を見ての通り海と山が近いので、遊びに行くにはいいですね。道路もよく整備されていますので、海水浴場にしろスキー場にしろ、県下の大たい概がいの場所からクルマで二～三時間もあれば到とう着ちやくできるんじゃないでしょうか。まあ私はそんなの関係なしに春夏秋冬部屋でインターネットしまくりなのでどうでもいいのですが。

　あとは……うーん……春夏秋冬部屋で……そう、仕事してるので！　部屋で原稿書いているので!!　外界のことはあんまりよく知りません以上ッ!!





担当Ｗ「……原稿……、書いてるんですよね……？」

　俺　「言いたいことがあるならはっきり言いたまえよキミ」

担当Ｗ「……次のミスマルカの締しめ切きりが結構やばいかも知れません」

　俺　「はい」






　けどレイセンのあとがきだからミスマルカとかどうでもいいもんね!!　未いまだにＣｉｖ４とかＦａｌｌｏｕｔ３とかやりまくりだぜアハハハハハハハハ!!

　アハハハハ……アハハ……。……ハァ……第二部か……。

　つーか構成とか知らねえし。学校で習ってねえし。

　第一部終わったんだからキリいんじゃね？　週刊マンガとかでよくあるらしいしさ、毎月何十冊ってライトノベルが世に出てる今だからこそ俺みたいなちっぽけな物書きが何をどうしたって誰だれも気にすることはないわけでもういっそレイセンごと投げ出





担当Ｗ「林センセェッ!!」

　俺　「すとぱん最高っすよッッ!!」






『ストライクウィッチーズ』というアニメを見始めたら（二期だそうです）面おも白しろいんですよ!!　萌もえとか後回しにして激カッコイイです!!　お話も一話一話がしっかりとまとまっていて毎週満足感がありますし、テレビアニメにこんなワクワクするのはかれこれ『カウボーイビバップ』以来じゃないでしょうか!?　私自身、パンツじゃないからどうのこうのというキャッチコピーと耳としっぽと素す足あし丸出しの女の子がやたらすごい銃じゆうを構えている絵を見て「おいおい世も末だな」とか生温い目で敬遠していた口ですが実際見てみたらものすごく素敵なアニメです!!　何事も外見や上辺だけで判断して本質を理解できないのは愚おろかなことであり、何を穿はいてるとか穿いてないとかどうでもいいです!!　鑑かん賞しよう中に友達や親や教師に何か言われたら「ハァ!?　パンツじゃねーし!!　ズボンだし!!　じゃあお前ストライカーユニット穿いてネウロイと戦えんのかよ!!　わけわっかんねえ!!」とかマジギレして周囲から心配されても悔くいの残らないレベルの作品ですので、恥はずかしがらずにみんなで見たりいろいろ買ったりしましょうね!!




　とまあ『レイセン』の二巻でした。あ、さっきのは宣伝ではなく個人的な布教活動です。

　ともかく、二巻です。ヤマなしオチなしのつもりで始めたはずが、なかなかそうもうまくは行かずこのような形になりました。どうでしょうね。次巻も（次巻は？）どうにか笑えるところは笑えるように、盛り上げるところは盛り上げられるようにしていきたいなと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます（「ザ・スニーカー」本誌に最新のお話が載のってますよー、というこっちは宣伝）。

　とりあえず一期のブルーレイＢＯＸを注文してしまいました。楽しみー。




　二〇一〇年　八月


林　トモアキ　　
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